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仁士五胃忌ここ三十 J 
湘南藤沢メディ アセンタ一所長

就任に当たって

たか はし じゅんじろう

高橋潤二郎
（湘有藤沢メディアセンター所長）
環境情報学部教授

湘南藤沢キャンパスの新学部発足以来，一年余

が過ぎ，太郎坂の並木が美しく紅葉する秋を迎え

ました。旅人の池には，今冬も，今年にひきつづ

き多数の鴨が飛来することが期待され，あたりの

風景もそれなりの落ち着きをみせるようになって

きました。

何よりも心強く感ずることは，学生諸君が，こ

の新しいキャンパスの施設だけでなく，理念や制

度に対しでも，いちはやく適応してのびのびと生

活していることですコ早朝9時から夜10時の最終

パスまで，彼らは広大なキャンパスのあちこちに

ちらばって多様なキャンパスライフを楽しんでい

ます。Q館の階段孝文室，語学用のd浮主主コンビュー
タ教室，体育館，学生ラウンジや学生ルームなど，

そうした学生達の集まる 「場所」はたくさんあり

ますが，何と言っても中心となるのは，メディア

センターではないでしょうか。

メディアセンターは，その名君伝が示すように，

単なる図書館ではありません。図書館， AVスタ

ジオ，計算機センターという 3つの機能が合体し

た新しいコンセプト；こもとづく情報施設です。

情報化の進展，特；こ電子メディアの発達が従来

のプリントメテ・ィア中心の図書館を根底から変え

てしまう，といった予言は，既に何年も前から専

門家の間では一種の常識となっていました。事実，

J. Cabeceirasは， 1878年“Multimedialibrary" 

を刊行し，従来のプリントマテリアルに片寄って

いたライブラリー機能が拡大し非プリントマテリ

アルをもカヴァーするようになると述べています。

同書は1982年に改訂版がだされましたが，その中

で，次の8項目が非プリントマテリアルとして挙

げられています。

①映画②写真（フィルム，スライド） ③レ

コード，テープ， CD ④TV映像（ヴィデオ）

⑤プログラム学習耕オ⑮由図⑦モデル（模型），

リアル（実物），シミュレーションゲーム ⑧マ

イクロフィ jレム

これらは，いずれも情報メディアとしては，お

なじみのものであり，図書館があらゆる情報を収

集し管理するものである限り，こうした非プリン

トマテリアルを収集の対象とすることは当然のこ

とでしょう。現在多くの図書館がこの方向へと進

んでおり，その結果「図書館」という呼称では片

付けられない機能や内容をもつようになってきて

います。現実に多くの図書館が 「情報センター」

と名のりはじめているのは，このためだと言えま

しょう。

実は， Cabeceirasは今年7月，前述の、tlulti-

media library，，の改訂第3版をだしており，私

はまだ入手しておりませんが，その中でどのよう

なライブラリー像を描いているか，興味のあると

ころです。

こうした図書館のマルティメディア化は，現実

の社会の動向を反映したもので，実際にわれわれ

の得る情報は，新聞雑誌，書籍といったプリント

メディアから，映画，テレビ， レコード， CDと

いった非プリントメディアへと大きく転換しつつ

あります。文字による情報伝達の歴史は古く，文

字の習熟は知識人にとって必要不可欠であります

が，これは2つの側面， 「読む」ことと「書く 」

ことを含んでいます。さらに前者は音読のような

狭義の「読み」 と「解釈」に分けられ，このうち，

「解釈」の方が「読み」に比べてはるかに難しし、。

同様に，後者も狭義の 「書き」と 「表現」に分け

られ，自己の考えを適切に表現することは，単に

書く ことより一層の技量を必要とします。こう考

えると， リテラシーとは，極めて高度な技術だと

言えましょう。従来の教育制度が，小学校から大
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学院まで，専らこの意味でのリテラシーの習得を

ヨ的としてきたことは当然と言わねばなりません。

現在のマルティメディア化の動向は，こうした

リテラシーが単に文字ー活字だけでなく，他の映

像や音像といったモード，テ レビや CDといっ

たメディアにも要請され始めたことを意味してい

ます。こうした新しいモードーメディアは， 「視

る」，「聴く」というレベルに留まっている限り，

確かに文字ー活字に比べ，イージーアクセスでき

るかもしれません。しかし， リテラシーに解釈や

表現まで含めるとなると，そう簡単ではなく，そ

れなりの技量を必要とすることになりましょう。

特に重視しなければならないことは， こうした

AVメディアへのリテラシーを高める教育が一部

を除いてほとんどなされていない事実です。

今回，湘南藤沢キャンパスのメディアセンター

にAVスタジオを設置したのは， このような考

えにもとづくものです。メディアセンターは，単

なる情報の消費の場ではなく，生産の場でもある

ところに特長があり，マルティメディア対象のハ

イリテラシー習得の場であることを目的としてい

るのです。

こうした図書館の変化とともに計算機センター

も大きくその機能を変えてきました。この点まず

指摘しておかなければならないことは， コンビュー

タが単に計算だけでなく，さまざまな情報処理に

用いられるようになったこと，その結果計算機セ

ンターがあらゆる組織を運営する上で不可欠の情

報処理支援システムとしての役割を果たすように

なってきたことです。他方， IC,LSIの開発によ

る小型化を通じてパソ コンが出現し， 短期間にオ

フィス， 工場はもちろん家庭にも普及してきまし

た。ここで注意しなければならないことは，その

容量拡大とともに PCそのものの能力が変わって

きたことでしょう。8ビットのノfソコンは，まさ

に計算機でしたが， 16ピットになると文書処理や

編集ができるワープロになり，さらに32ビットに

なるとコンビュータ・グラフィクスやミュージッ

クと言った絵画や音楽の創作ツールに変身します。

しかも，こうした PCは単体として機能するだけ
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でなく，ディジタル化した電話線に接続すること

で，コミュニケーション手段ともなりえますo

PCは相互に結合されることで群体としても機能

することになったわけです。

こうした群体としてのPCの出現は，まずコミュ

ニケーションネットワークを｛乍っておいて，そこ

にさまざまな機能を持ったワークステーションを

連結するという発想をもたらすことになります。

現在，湘南藤沢キャンパスにある CNS（キャン

ノマス ・ネットワーク・システム）は，まさにこう

した構想を実現した，いわば将来日本全国，或い

は世界にはりめぐらされる ISDNをキャンバス

内に構築したものと言ってよいでしょう。しかも，

こうしたシステムは一見多数の機器類（キーボー

ドやディスプレイ，プリンターなど）と配線のみ

から構成されているようにみえますが，その中に

は，膨大な情報がソフトウエアやデータベースと

して蓄積されており，これらを利用することによっ

てさまざまな情報を生産することができます。そ

の意味で，研究，教育活動の支援システムといえ

るわけで、すコ

以上述べてきたことから，今回，われわれが図

書館， AVスタジオ，計算機センターという3つ

の機能をひとつの施設に並置した意図がおわかり

いただけるのではなし、かと思います。現在のとこ

ろ，これら機能は 「並置」の段階に留まっており

ますが，これを可及的すみやかに 「融合」したい，

これが私どもの夢であり願いであることを述べて，

御挨拶にしたいと思います。



メディアセンターは一日にして成らず
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（湘南藤沢メテ・ィアセンター1
担当課長 } 

I.メディアセンター構想の原点

慶慮義塾が新しく明設した2学部（総合政策，

環境情報）は，研究 ・教育の基盤として積極的に

コンピュータを活用することを特徴としている。

湘南藤沢キャンパス（以下 SFCと称す）では，

このコンビュータ活用の日常化を電子文房具とい

う言葉でいい表している。現実に本誌において諸

氏が後述するコンビュータ諸環境を，学生・教職

員は自由に利用している。メディアセンター構想

の原点はこのあたりにあるのだろうと考える。

昨今の大学をとりまく情報関連環境は，内的に

は図書館業務のコンビュータ化，コンビュータ運

用の専門集団としての計算センターの形成， コ

ンビュータネ ットワークの整備，外的なものとし

て情報メディアの多様化を促進するコンビュータ

技術の急速な進歩等々が挙げられる。これら諸要

素を総合的に把えれば，新キャンパスを開設する

に当たっての 「情報メディアを統合した情報サー

ビス機関の設置Jという考えは新キャンパスの具
備する機能のーっとしては大きな意味を持ち得た

ものと想像できる。またそこでは，従来の図書館

と計算センターを統合した組織としてメディアセ

ンターを想起したとしても不自然ではなかったと

考えられる。

現在，メテ’ィアセンターは図書館機能，計算セ

ンター機能同居のもとに，下記4項目を主管業務

として動き始めている。

1）.研究 ・教育関連情報の収集 ・処理 ・提供に

関する業務

2）.情報関連システムの整備 ・運用に関する業

務

3）.教材開発およびマルチメテ・ィア環境を活用

した教育活動ゎ支援に関する業務

明仲 特集湖南藤沢メディアセンター

4）.研究活動の支援および研究助成に関する業

務

けだし，メディアセンターの動きは遅々とした

ものであり統合には程遠い状態であることは否め

なL、。

II.アイディア即実践による苦悩

通常新しい仕事を展開する場合，次のようなプ

ロセスを踏むものと考えられる。

a）アイディアの想起， b）想起されたアイテ。イ

アに基づくイメ ージのデザイン， c）デザインさ

れたイメ ージに基づくスキマーデザイン， d）ス

キマーデザインに基づく実施計画， e）実践及び

それと並行した評価行動， f)計画の修正も含め

たゴールへの接近。

このプロセスを明記したのにはそれなりの意味

がある。つまりメディアセンターの新設に当たっ

て多角的な議論がなされ，かっその上で計画が策

定されたのか否かの判断をしたいと考えているか

らである。それは将来に向けたものとして必要不

可欠と思われるからである。

反省を込めて言えば，諸般の事情により，メディ

アセンターの新設においては上記のプロセスに当

てはめてみた場合，アイディア即実施計画であっ

た。SFC開設に至る諸々の実施計画の議論の中

で，時間等様々な制約があったにしても，特に議

論希薄なものの一つがメディアセンター構想では

なかったかと感ずる。

アイディアが想起され，イメ ージデザインをす

る過程では，少なくとも思考の中で 「概念化」に

向けた作業がなされなければならないし，概念の

構築に当たっては当然その概念、の構成要素が認識

されなければならなし、。スキマーデザインの段階

に至っては実現の可能性の確保を前提としたフィー

ジビリティ ー，特にメディアセンター構想におい

ては技術予測も踏まえたスキルについての検討を

済ませておかなければならないはずである。そし

て実施計画の策定に当たっては人，金，物に渡る

検討を必要とし，特に技術・技能については，こ

の段階で人にシフトした計画を立てるか金にシフ

-3一
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卜した計画にするかの覚悟を決めておかなければ

ならないはずである。

メディアセンター構想の構築プロセスにおいて

は，ほとんど基本的とも言える前述部分が欠落し

ていたように思う。

ill. メディアセンター構想の実施案作りに向け

た段階での問題点

先に述べた種々の事柄は，過去の単なる反省で

はなく，将来に向けて不足部分を補い，まずメディ

アセンター始動の手始めに短期間で基盤部分だけ

でも整備したいという意欲の現れと理解して頂き

fこし、。

さて，メディアセンターの確立に向けでは，現

段階で解決しておかなければならない4つの問題

があると考えている。

1). SFCの情報環境 （文化）の正確な認識

SFCはコンピーュタネ ットワークを軸にコ

ミュニケーションが成立しているし，電子文房

具の呼称でもわかる通り コンピュータはノート，

鉛筆，電卓，電話の延長線上で日常的に使われ

ている。学生・教職員のほぼ全員が日常的にコ

ンビュータを利用している環境は日本の中では

類を見ないものであろう。またコンビュータ環

境に限定して言えば， SFCはメインフレーム

による集中処理環境ではなく，ワークステーショ

ンのネットワークによる分散処理環境である。

分散環境を一口で言えば， ユーザーの自由度の

極めて高い利用環境であって， 集権的運用には

不向きであり， ユーザ一本位の分権化が徹底さ

れる傾向にあるものと理解される。

これら SFCの環境を総じて論ずれば，情報

関連機関として想定したメディアセンターの固

有な情報活動をはるかに越えたユーザーの情報

活動が，分権的に（自由度が極めて高い所で）

行われているのである。情報活動において，い

わゆるセンターの機能とは一体どういった形態

になるのか議論することが必要であろう。過去

の経験的判断 ・価値観からは見えない世界であ

ると言って差し支えない。
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現段階においては SFCには二つの価値観と

一つのギャ ップがあるといえよう。

a). 教員を中心と した研究室規模の分散環

境のレベルの尺度で SFC全体（ワークス

テーション印O台以上の分散環境）を考え

てしまう傾向を生む価値観

b). SFCの環境では従来型の集権的運用は

無理と知りながらも，オープンシステム型

の運用方法 ・手段を信頼できず，ある種の

不安と集権的運用にノスタルジアを感じる

傾向を生む価値観

そして．上記 a). b）.の谷間でどうするの

か未だ見えない運用車唖羽に心を痛めているグルー

プの価値観である。

2）.自己完結的なアイディアの修正

SFCの環境認識はメディアセンターのアイ

ディアが想起された時点では全く認識されてい

なかったものと言える。図書システムも含め極

めてオープン化した SFC及びメディアセンター

をとりまく環境においては，従来型の図書館等

の意思決定のように半ば自己完結的にできる環

境ではなくなってきている。こういった中では

センターは何を以って業務とするのかといった

確信が揺らぐものである。システムに搭載する

ソフトウェアについても「予算」に基づいて導

入したもの以外は完全に掌握することはほとん

ど無理であるというのがこの世界の理解である。

UNIXソフトウェアの多くがパブリッ クドメイ

ンであることがこのことに拍車をかけているが，

それ自体は情報環境の進展を促進こそすれ阻害

要因にはならないことを考えれば，従来の 「管

理 ・運営」的価値観を修正し，オープンシステ

ムに対応したメディアセンター構想を再構築し

なければならなし、。このことも急務である。

3). メディアセンターの機能概念の構築とスキ

マーデザイン

1). 2）.を踏まえたメテeィアセンター構想を

異体化しなければならない。それは一つにシス

テム概念の構築であり，そのためには基本的な

構成要素を抽出し認定しなけれはならない。構



成要素の認定はとりも直さずメテeィアセンター

の具備すべき機能を認定することであり，かっ，

そこで認定される機能は技術が予見できる具体

的なものであるべきである。図書館機能，計算

センター機能といった抽象的包括概念の域をー

起にブレイクダウンしなければならない。なぜ

ならば，最下位単位機能の統合化過程を一度は

通過しなければ，求める「システム」の「形」

が見えてこないからである。その 「形」に再度

イメージをオーバーラップさせながら議論を繰

り返すことによって構成概念を成熟させなけれ

ばならない。

一口に言って 「オープンシステム環境下で情

報メテ・ィアを統合的にサービスする」というこ

とは，どのような機能をどのように統合（シス

テム化）しようというのか。現時点では機能面

でも，それに付随するスキル面でも撤密な議論

がなされていない。概念構築からスキマーデザ

インまで一貫した議論が必要である。

反面， この考えとは若干違ったところで，オー

プンシステム化を極大化し，メディアセンター

の機能をインフラストラクチャーの保守のみに

限定する考え方もとれないことはない。

この場合は教育支援関連機能の最低ラインを

SFCの責任において設定しなければならない。

なぜならば情報関連技術は個々人の差が大きい

からである。このこととは別にオープン化を極

大にすることの一つの欠点は，ある意味で、マネー

ジメントの極小化であり，ほとんど 「経営指標J
が塾として把握できなくなることが予想され，

放任に陥る危険性があることである。

4）.職員の意識改革

現在メディアセンターには3系統の職員がい

る。つまり従来の図書館系の職員と計算センタ一

系の職員，そしてメディアセンタ一発足後に採

用された職員である。職員は総じて頭では従来

の二つのセンターの同居ではなく，メディアセ

ンター構想の下に統合された組織の職員である

べきだとの自覚はあるものの，先程から述べて

来たようにメディアセンターのあるべき姿がデ

珊問問間開閉 特集 湘南藤沢メディアセンター

ザイン未了の現状において，メディアセンター

を志向するよりは，むしろ従来の出身母体の思

考様式のうちに留まる傾向が強いことは否めな

い。逆に脱脚することの方が困難なのかもしれ

なし、。

この原因は二つある。一つは創設期であるこ

ともあって，図書関連業務とコンピュータ関連

業務を立ち上げることで手一杯であること，二

つ目は，メテeイアセンターの新たな試みとして

の映像，音像関連情報のシステム化において，

その技術認識及びサービス環境構築の必要性の

理解が，学部の意気込み程にメディアセンター

職員に心象化されないことによるものと恩われ

る。

映像，音像，イメ ージ情報等とテキス卜情報

の融合化が技術的に定着し，業務としてのステー

タスが確立すれば，自ずと職員の意識も変わる

かもしれない。

W メディアセンタ一回顧と展望

今，メディアセンターにとって一番必要なこと

は，アイディアとしての業務概念を実態あるもの

にすることである。そのためには，メディアセン

．ター職員及び SFC教員を交えた密度の濃い議論

を展開する必要がある。またそれと並行して，基

本コンセプトともいえる 「情報メディアを統合し

た情報サービスシステムを構築する」ことに必要

な技術の検証もしていかなければならなし、。この

ことをベースとして，日常の業務をこなすことが

今後の展望につながるものと考える。

最後にメディアセンターが開設以来手掛けた仕

事の一部と今年度後半から次年度にかけての業務

計画を紹介することによって，ゆっくりではある

が着実に構想の具体化に努力していることもお伝

えしたし、。なぜならばこれをお伝えすることによっ

て，本文に示した内容が単なる苦悩ではなく，真

撃に大きな目標に向かつて戦っている集団の 「汗」

として理解して頂けると考えるからである。

ソディアセンター的”な仕事をピックアップ

して紹介することにする。
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1). メインフレームとワークステーションの統
i』
Eコ

図書館向きの話題で言えば，メインフレーム

搭載の図書システムをワークステーションから

LANを介した検索を可能にした。現在図書シ

ステムから延滞者リストを抽出し，ファイル転

送で UNIXメールで延滞者に督促するシステ

ムを構築中。

2）.データベースシステムの構築に着手

図書データベースの他に，統計データベース

等もネットワーク上で稼働するに至った。また

操作マニュアルも一部オンライン化した。今後

の課題はデータベースの増強とクリアリング機

能の整備である。

現在ネットワーク上に搭載されているデータ

ベースは5つであるが，将来は研究者のミニデー

タベースも含めた展開を考えている。

3）.文書処理の統合

現在 SFCで稼働している文書処理ソフトウ

エアで作成された文書を統合的に扱えることを

計画。具体的には Latex, Nemacs, Jstar, 

OASYS，一太郎等の相互乗り入れを可能にす

OQQOt'QQQ同 ~ 。。9Q9QQ。。 演＂＂＂丸

ることであり，既に市販分，SFC開発分も含

めて一部はシステム化している。2）.の操作マ

ニュアルのオ ンラインイヒはこのシステムによる。

文書処理のシステム化，統合的教材開発機能

の補助的手段の確立を目論んだものである。

4）.文書とイメ ージの統合

Jstar, AS-Documentsを仲介として， SFC

の基盤文書処理ソフト Latexで作成されたテ

キストとイ メージ情報の統合を目論む。

これは出版・印刷を予定する教材開発の基本

的技術として位置付けている。

その他手掛けられているものについては鋭意努

力を傾注することを予定している。しかしながら

仕事の総ボリューム及び既存機関に比し，破格に

大きな 「技術要求」への対応を考えると一朝一夕

に事が運ばないことも事実である。

ただひたすら，頑張るのみである。

最後の最後にここに述べた諸般の事情をご理解

頂ち新設メディアセンターに対するご指導ご鞭

撞を甘えを捨てた上で重ねてお願いするものであ

る。

KOSMO Sの誕生

今年度運用を開始した慶慮義塾大学全塾統合

図書館システムの呼称が KOSMOSに決まり

ました。この呼び名は， KEIOUNIVERSITY 

SYSTEM OF MULTIMEDIA ONLINE 

SERVICESを省略化したものですが，一方で

はギリ シャ語の KOIMO Zをローマ字表記し

た名前でもあります。

KO IMO Zとはギリ シャ哲学で，もともと

秩序あるいは調和のとれた状態を意味しました。

そこから調和した世界そのもの，更には字宙へ

と意味が広がった言葉で，英語の COSMOS

の語源ともなりました。

また，秋桜（コスモス）と書くと，その字の

通りに秋に可憐な花を咲かせる植物ですが，群

生した光景はやさ しさと同時に力強さを感じさ

せます。花言葉は，純真 （まごころ）とありま

す。

「マルチメテeィアJ，「調和J，「宇宙」，「まご
ころJ，このように KOSMOSは， 21世紀へと

つなぐ情報センターの活動基盤となるシステム

を目指して命名されたものです。

KOSMOSはまだ産声をあげたばかりです。

今後は，より一層充実したサービスを提供する

よう成長を遂げていくことが大切だ‘と考えてい

ます。
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メディアセンター練の紹介

たね だ あき

種目昭彦
（湘南藤沢メテ’ィアセンター）

I.はじめに

僕は戸越公園に住んでい

るネコのペン吉。今日はる

ばる藤沢の片田舎（おっと，

失礼！）までSFCのメディ

アセンターを見学に来たんだ。

「こんにちは，ぺン吉君。今日は遠いところ御

苦労さまです。ご覧の通り，SFCは大変自

然に恵まれた環境にあります。J
自然にめぐまれているって！ 物は言いようだ

ね～。まっ，とにかくメディアセンターとやらを

早く案内してよ。

「メディアセンターは SFCの大学ゾーンのほ

ぼ中央に位置し教職員や学生達が利用しやす

い場所にあります。建物は地上三階，地下一

階で総面積は7,054m＇，総閲覧席数は814で

す。ではさっそくメディアセンターを御案内

いたしましょう。」

II.メディアセンタ一様の紹介

(1) l階オープン ・エ リア

この二重の自動ドアを抜けてと，おや，どうし

1階 入館ゲート

てこんなところに駅の自動改札口が……。

「ぺン吉君，これは入館ゲートと言って， メディ

アセンターへの入館のチェックを IDカード

によって自動的に行っているんですよ。君の

言うとおり，機能的には駅の自動改札口と同

じですね。」

フーン， ここがオープン ・エ リアなのか。AV

機材や端末機がいっぱし、あるけど何をするところ

なの。

「オープン ・エ リアでは語学学習用のワークス

テーションを始め，約150台のワークステー

ションが置かれており，AVラウンジではビ

デオ， CDや語学学習用テープ等を自由に利

用することができます。また，ラウンジでは

新聞や最新の週刊誌を閲覧することができま

す。入館ゲート横のカウンターではコンビュー

タに関する相談を受け付けたり，夜間の資料

の貸出 ・返却等の手続きを行っています。そ

1階 語学学習セクション

1階 ラウンジ
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一寸志「世均一
1階貸出デスク

れでは次は二階にまいりましょう。J
(2) 2階ライブラリ ー・エ リア

ライブラリ ー・エリアか，やっと図書館らしい

ところにやって来たって感じだよ。ここはどうい

う構造になっているの。

「ライブラリー・エ リアは南側のレファレンス ・

セクショ ンと北側のシリアルズ・セク ション

2階 レファレンスセクション

2階 レファレンスデスク

。特集湘南藤沢メディアセンター

とからなっています。レファレンス ・セクショ

ンには百科事典や語学辞書，専門事典，索引，

文献目録などの参考図書が置かれています。

また， レファレンス ・カウンターを設けてお

り，文献に関する質問の受け答え， 文献の取

り寄せ等を行っています。平日 5時までの資

料の貸出 ・返却も受け付けますo他に研究者

閲覧室，一般閲覧席，ラウンジ，コピー室が

あります。シリアルズ・セクションには新聞，

雑誌，白書，年鑑，統計，法令，判例等が置

かれています。また，マイクロ ・リーダー－

jレームにおいてマイク ロフィルムに収録され

た資料の閲覧とコピーが自由にできます。」

二階のライブラリー ・エ リアは色々な事を調べ

るのに便利なところなんだね。また，北側の奥に

ある事務室にお兄さんたちはいるんだよね。それ

じゃ，次は三階を案内してよ。

(3) 3階ライブラリ ー・エ リア

H皆書架

うわー， 本がいっぱいあるよ。これがいわゆる

開架式書庫というやつだね。

「三階ライブラリ ー・エ リアは図書が置かれた

フロアです。図書を自由に閲覧することがで

きます。ここには，グールフ。て、ディスカ ッショ

ンをしながら資料を利用することのできる三

つのグールプ学習室があります。閲覧席も多

数用意されており，落ち着いた気持ちで勉強

に励むことができます。また，ここにもコピー

室があります。」

そうだね，図書館は静かなのが一番だね。あれっ，
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3階閲覧席

メディアセンターは三階建てのはずなのに，あそ

こに上にあがる階段があるよ。

(4) 4階ビスタ ・ルーム

「屋上部分にあるビスタ ・ルームにいくための

階段です。ビスタ ・ルームはグループ学習室

のひとつですが，他と違うのは予約制だとい

うことです。」

見晴らしも最高だし級笹もふかふかだし，ちょっ

と優雅な気分だね。

あっ，そうそう，さ っき入口の反対側にもうひ

とつ入口があったけどあれは何なの。

「はいはい，それでは図書館部門はこれくらい

にして，次にメディアセンターのもうひとつ

の顔であるコンビュータ部門の御案内をいた

しましょう。再び，一階まで降りますよ。」

〔5) 1階リサーチ ・エリ ア

うわー， なんだかガラス箱の中に機械がつまっ

ているという感じだね。

「リサーチ ・エリアは他のキャンパスで言うと

計算センターの役割を果たしているところで

す。IBMと富士通のメイ ンフレーム（大型

計算機）や研究用ワークステーションが置か

れています。研究用エリアのため誰もが自由

に利用できるわけではありません。入退出は

IDカードでのチェ ックがあります。それで

は， 最後に特殊な部分である地下一階に参り

ましょう。」

(6）地下 l階スタジオ・エリア

ちょっと，映画館のロビーという雰囲気だね。

「このフ ロアはスタジオ・エ リアといって，授

業や講演会，映画会などの催し物が行われる

AVホールや，将来 CATVの番組制作 ・コ

ンピュータ ミュージックの制作等に使われる

映像 ・音響・編集スタジオがありますっこれ

らはすべて予約制になっています。」

III.さいごに

「これで一通りメディアセンター棟を見て回っ

たわけですけれど，どうでしょうか。」

どうも，ありがとう。メ ; t:>' 

ディアセンターというもの 判官品保町ER

が，よ～く分かったよ。そ

れに，外見は簡素なのに中

はすごく立派な設備が整っ

ていて，びっく りしたよ。

じゃあ，今日は本当にあ

りがとう。また，遊びに来

るね。パイバイ。ニャ～オ。

SFCのコンビュータ環境

ばやし けい じゅ

小林啓樹
（湘南藤沢メテ・ィアセンター1
課長代理 } 

I.はじめに

早いもので、湘南藤沢キャ ンパス（以下 SFC

と略す）が開設してから 1年半を迎えました。塾

内外の期待を背に両学部長を始め教職員一丸とな

り，新キャンパスの構築に遁進してきたわけです

が，まだまだ第一歩を踏み出したばかりで，いろ

いろな面でこれからと言う所でしょうか。

しかし，開設当初から国内では知命，ネットワー

クでは最先端のアメリカでもあまり多くの例を見

ないと言たれるUNIX（基本ソフトウエアのひと

つ）をベースとした大規模なキャンパスネットワー

クシステム（以下 CNSと略す）を基盤として様々

な試みが行われています。そのーっとしては， 両

学部の1年生が全員履修する情報処理言語Iが挙
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げられます。その中でもネ ットワークの特徴を最

大限に活用した， 電子メ ール，電子掲示板の習得

はその試みの代表と言っても良く，電子情報をコ

ントロールすることが SFCのキャ ンパスライ フ

の一部となってきています。

さらに，ワークステーションに搭載した教材で

の語学教育もドイ ツ語を皮切りに，韓国語，フラ

ンス語と精力的に拡大してきています。また， 来

るべき21世紀の花形となるであろう コンビュータ

アート，コ ンピュータ ミュージックの分野，マル

チメディア教材の開発と止まる所を知らないよう

に，新キャンパスを舞台に着実にこれらの成果を

あげて行くでしょう。

II. SFC・CNSの概要

「ネットワークありき」まさに SFC-CNSをそ

う表現するのが良いかと思います。分散環境を実

現するための情報の伝送路（情報ケーフ．ル）は，

電気ケーフ．ル，音声ケーフ．ルと同じように建物と

一体となった形で敷設されています。

高速の光ケーフ’ル （100Mbps）が建屋聞を結

び基幹 LANとして位置付けられています。各建

屋内では上下に（例えば1階から最上階までとい

う意味） Thick Ethernet ( 10BASE5）ケーfル

が EPSを通して貫き，各フロアはそこから分岐

して ThinEthernet (10BASE2）ケーブルが隅々

の個室にまで行き渡っています。ThinEthernet 

の先端が，いわゆる情報コンセントと言われる形

式で各部屋に見えています。この情報コンセント

にワークステーションを接続し CNSに入ること

になります。

大型汎用コンビュータ （メインフレーム）を利

用する場合と異なる最大の点は，各個人が作業す

る場所がただのキーボードとディスプレイの組み

合わせの端末 （それ自体何もしなしつではなく，

それぞれのワークステーションが主役であると言

うことです。すなわち，分散環境（分散システム）

と称される所以で、す。

CNSに接続が可能なワークステー ションは，

一定の約束事（Protocol）がサポートされている

X割:,0屯＂＂討 D

機種であれば，基本的に大丈夫ということになり

ます。SFCではこの接続の ProtocolにTCP/IP

(Transmission Control Protocol/Internet Pro-

tocol）を標準として採用しています。一定の規

格に合ったものであれば， 電気コンセントの先に

どのような形態の電気器具を取り付けても良いと

いうのと同様であると理解して頂ければ良いと思

います。

各ワークステーションは高速の CPU（演算装

置）を持ち，マルチタスク処理（例えば統計処理

を行いながら電子メ ールのやりとりを行う等複数

の仕事が同時に可能）や，マルチユーザ処理（ネッ

トワークを介し 1台のワークステーションを同時

に複数の利泊者が利用できる）を行います。です

から，必要な資源（ハードウエア，ソフトウエア）

をネットワークで何処からでも利用することが可

能となるわけです。

ただし，分散環境とはいえ利用者が特定のワー

クステーションの記憶装置に情報を蓄積すると，

何時も決まった機器（場所）でなければ作業がし

づらくなると言うことになります。特に学生は，

その都度異なる場所でワークステーションを利用

するのが前提となります。従って，サーパという

概念が必要となりますが，SFCでは，利用者の

アカウント（個人情報），プログラムやデータ，

電子メ ール等を集中的に管理し CNSに接続され

ているどのワークステーションからでも同じ環境

で利用できるようになっています。

ここで， SFCに設置されている機器について

簡単に説明したいと思います。現在約450台強の

ワークステーションと 2台のメインフレーム， 10

数台のパソコン（Macintosh）が導入されていま

す。大まかな内訳は教育用（特別教室）に約240

台，メディアセンターのオープンエリアに約100

台，研究用として約110台，事務用に約10台となっ

ています。ワークステーションの機種は様々で，

いわゆるマルチベンダすなわち複数のメ ーカーの

製品を組み合わせて使う方式を採用しており，各

メーカーの得意な所を集結した恰好となっていま

す （運用 ・管理は非常に大変ですが）。

-12-
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ハードウエアメ ーカーだけでも，ソニー，富士

ゼロ ックス，オムロン，富士通，IBM，サンマイ

クロシステムズ， YHP，ディ アイティ ，島津理

化器械， シリコングラフィックス， 三菱，ヤマへ

キャノン，デジタルコンビュータ，目立，東芝が

参加しており，ソフトウエアハウス等を加えると

23社を数えます。ただし，教育用はあまり多くの

機種が混在すると問題もあり，ソニー，オムロン，

YHPのワークステーションを主に使用していま

す。

また，約半数の学生が所持しているラ ップト ッ

プコンビュータ （ノートブックノfソコン）を

CNSに接続するための受け口も 2種類用意され

ています。1つはキャンパス内に設置されている

ラップトップ教室で90台（30台分×3教室）の接

続が可能です。もう 1つは16回線分の電話回線の

受け口で，自宅等からの接続が可能です。この利

用は盛んで通常時間帯は勿論，深夜でも数本は利

用されている状況で，回線数の増設が必要となっ

てきている状態です。SFCでのラ ップト ップコ

ンピュータは，時間と場所にとらわれずに利用が

可能であることから，補助的な機材としてキャン

パスが推奨しており，主にレポート作成（文書処

理 スタンドアロンでも可），遠隔地からの電子

メールの読み書き等に利用されています。

最後に SFCにおけるメインフレームの役割に

ついて少々触れてみたいと思います。SFCには

一般利用のためのメインフレーム専用端末は存在

しません。全て研究室に設置されているワークス

テーションから CNSを介して利用することにな

ります。メディアセンター内に IBM3090・17Jと

富士通 M-770/10が導入されていますが，その主

な分担で見ると， IBM3090はSFCの研究・教育

上有効なデータベースの構築，アプリケーション

の搭載が予定されており CNSへのデータベース

サーパとしての位置付けとなります。一方M-770

は三田，日吉地区の大学計算センター設置メイン

フレームとキャンパス間ネットワークで結合され

ており，全塾統合図書システムの搭載による全キャ

ンパスへの図書情報サーパとしての機能，事務シ

ステムでの他キャンパス連動機としての機能と役

割を担うことになります。

I[.おわりに

冒頭で述べたように，SFCは様々な試みに挑

戦し毎日が言わば開拓の連続であると思います。

これは，単に新しいキャンパスであるがゆえの宿

命というよりも，他の模倣ではない独自の良いも

のを創り出そうという気概がキ・ャンパス内にあふ

れている現れであると思います。CNSについて

もSFCの研究 ・教育がより充実したものとなっ

ていくよう，そのパッ クボーンとして育ってし、か

なければなりません。SFCの卒業生が社会の中

心で活躍する日を励みに CNSの運用に係わるも

のとして微力ながら尽力したいと思っています。

なお，本稿では CNSの概要に止まりましたが，

各部分の詳細は湘南藤沢メディアセンターにお問

い合わせ下さし、。

FAINSの紹介

かね こ やす き

金子康樹
（湘南藤沢メディアセンター）

I.はじめに

湘南藤沢メディアセンターでは，キャンパス開

設以来， IBM総合図書館システム （Dortmund,

Leuven and Waseda Library Information 

System）を鹿臆義塾用にカストマイズしたFAINS

( Fujisawa Academic lnforamtion Network 

System）という名手かのオンライン ・トータル ・

システムを用いて，図書館業務処理を行っている。

本稿では，この FAINSシステムの機能の概略を

説明し，将来展望について若干述べてみたい。

II .システムの概要

(1) システム構成

図1は，現在のシステム構成図である。ホスト

マシンは， IBM3090-17Jで，主記憶容量は，臼

MBである。ソフトウェアは， VM/SPの配下で，

-13-
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MVS/ESAとMVS/370とし、う 2つのオペレーテイ

ング・システムが動いており， このうち MVS/

370上で FAINS本番用，テスト用，そして，学

術情報センターとの接続のための ACIS/GWと

いう3つの CICSが稼働している。

FAINSに接続している端末は，業務用として

15台，利用者検索用として13台が稼働している。

またこれ以外に， 三田情報センター整理課に業務

用端末が5台設置されていて，専用回線（9600

bps）でメディアセンター内のホストと接続され

ている。

外部との接続については，東京大学の大型計算

機センター経由で，学術情報センターと接続され

ている。回線は，東大まで専用回線（9600bps)

で接続し，そこから N-1ネットに入っている。

(2）導入の経緯

さて，ここで FAINS導入の経緯について簡単

にふれておきたし、。

そもそも IBM総合図書館システムはドイツの

Dortmund大学で開発されたものである。これ

に，利用者用機能 ・逐次刊行物管理機能を，ベル

ギーのLeuven大学で追加したものが，世界的に

DOBIS/LIBIS Systemと呼ばれるものである。

これに，早稲田大学と日本 IBM社が共同で，

日本語機能を追加した。これは， DOBIS/Eと我

が国で一般的に呼ばれているシステムであるが，

その後， IBMと早稲田大学がそれぞれ独自に機

能を追加した結果， IBM社の提供する DOBIS/E

と，早稲田大学の WINEとの聞にやや軍離が見

え始めているというのが現状である。

湘南藤沢メディアセンタ ーでは，このうち，

WINEを導入することを決定した。そこで，早

稲田大学の全面的な協力のもとに，キャンパス開

設直前の， 1989年12月～翌年3月までの間，

WINEの慶臆義塾大学版へのカストマイズ‘を行っ

た。主な変更点は，

・マップの修正

・コードテーブルの修正

・コ ンパージョンソフトの修正

などであった。この修正作業の後，創設時の図書

-14 

データ（約5万5千件）をロードした。以上は，

すべて早稲田大学のマシン環境を借りて行った作

業である。

さて，キャンパス開設と同時に，早稲田大学に

て作成した環境・データを，湘南藤沢キャンパス

（この時点におけるマシンは， IBM9377であった）

に移行したわけであるが，入学式を数日後に控え

た中での作業であったため，担当者全員がかなり

張り詰めた空気を味わったことは，まだ記憶に鮮

明である。

III. FAINSの機能

(1）収書業務

現在，メディアセンターに於ける発注業務は，

書店が行うのが殆どである。業務担当者は，まず

ゲートウェ一機能を使って学術情報センターにア

クセスし，選書リストにあるデータを検索する。

学術情報センターのファイルでヒットすれば，こ

れを FAINSにダウンロー ドする。ヒット率は，

8～9割程度であり，このデータを使うことによっ

て， 書誌作成の手聞がかなり軽減されている。

さて，次に担当者は， FAINSの収書業務機能

を使って，メディアセンターの所蔵を確認する。

ここで，所蔵している，または発注中である，と

いう重複チェックが容易に行える。重複していな

いことが判った資料については，学情データを利

用して発注データを作成する。また，複本購入の

場合には，既存の書誌を利用して発注データを作

成する。この様に，できる限り発注時から完成に

近い書誌を維持することによって様々なトラフ．ル

を減らす様になっている。また，書誌の流用とい

うことに関して， DOBIS/Eには書誌プールとい

う機能がある。これは， JAPAN-MARC等の書

誌を蓄積しておき，発注や目録等でその書誌を利

用する機能であるが，メディアセンターでは現在

この機能は利用していない。発注票は， レポート

出力機能があり，パッチ処理で翌朝に前日分を打

ち出している。

現物が到着すると，受入業務を行うことになる

が，これは検収後に受入冊数・配架場所等を選択
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し，登録番号を付与する作業である。受入作業に

は，現物の受入と請求書の受入がある。請求書が

到着した段階で，請求書情報を入力し，それが請

求書支払処理を行う と初めて予算に反映する。し

たがって， 請求書支払処理を行わない限り，実際

の支払予算が明確に把握できないのであるが，こ

の請求書支払処理が，発注ファイル・業者ファイ

ル・請求書ファイル ・予算ファイルを全件に渡っ

て操作するため，かなり処理時聞がかかる。我が

国に多く見られる様な単年度会計制度をとってい

る機関には，かなり重たい作業と言えよう。

(2) 目録業務

受入の済んだ資料は，目録作業へと回される。

発注時に書誌データがある程度作成されているの

で目録作業は，その修正ということになる。所蔵

データもこの段階で付けられる。メディアセンター

では，簡略木寺式の請求記号を採用しているが，

この為には請求記号内の著者記号の著者名を必ず

確認する必要があり，同一分類番号のなかの資料

が数多くある場合には， 面倒な作業となる。

FAINSにおける書誌データは， ドキュメント

ファイルとアクセスポイントファイルに大別され，

ドキュメ ントファイルには， 書誌番号・固定長デー

タ・注記データなどが記録され，著者名や書名な

どのフィ ールドには，アクセスポイントファイル

のデータのポインタが記されている。書名 ・著者

名・件名 ・出版者 ・分類番号 ・ISBN・全国書誌

番号等は，全てアクセスポイン トとなっている。

従って，著者名等は，アクセスポイントフ ァイル

にすでに存在していればそれを使用すれば良く，

自動的に典拠ファイルとしての機能をある程度果

たすことになるのだが（相互参照機能等もあるの

で，典拠としての機能は満たされる），学情から

のデータのコンパージョンプログラムに問題があ

り，同一著者が泣き分かれることがままあり，こ

れの修正に労力をとられるというのが現状である。

(3）逐次刊行物業務

逐次刊行物の書誌は，図書と同様にできる。発

注は，タイトルごとに発注データをおこすことに

なる。但し，大部分の和雑誌などは，請求が毎月
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あるため，この場合には毎月発注作業を行うこと

になる。

チェ ック ・イン作業は，各雑誌タイトルごとに

刊行パターンを登録できるようになっていて，こ

のパターンを基に， システムが次号のデータを自

動的に作成してくれる。これによって，チェ yク・

イン作業は，機械的に処理できる。

製本処理も，各タイトル毎に製本管理データを

登録して，製本準備リス トを基に製本作業を行う。

また，業者から納品された製本雑誌を受け入れる

と，自動的に製本単位レコードが作成され， 各号

データは消去される。

(4）蔵書管理（閲覧業務）

貸出は，利用者の種別と配架場所ごとに貸出期

間・制限冊数などが設定できるようになっている。

但し，現在メディアセンターでは，貸出冊数に上

限は設けていない。貸出作業自体は単純で， ID

カードの利用者 ID（バーコード・OCR共可） を

スキャナーで読み，その後図書の BOOK-IDを

やはりスキャナーで‘読む。一度に9冊まで処理で

きるようになっている。返却は，BOOK-IDをス

キャナーで読むだけである。

さて，この蔵書管理業務は，他地区で使用して

いる CIRSYSにくらべると，柔軟すぎるきらい

がある。例えば，返却時に，違う人の借りた図輩

もまとめて処理できるため，延滞料金を徴収する

際に，誰が借りているかを一々確認する必要が生

ずる可能性らある。また，何らかの事情で．返却

処理されないままの図書が書棚にあった場合，そ

れを他の人が貸出に来た時には， 貸出中でるった，

ということはわかっても誰が借りていたかは判ら

なくなって J まう。 この辺りのタイミンクがかな

り使いにくいというのが正直な感想である。

(5) OPAC機能

湘南藤沢キャ ンパスでは， UNIXによるキャン

パス ・ネットワークを構築しており，学生達は，

ワークステーションを利用して情報を処理 ・活用

している。したがって，コ ンビュータに対する取

り組みは積極的であり， FAINS端末も柔軟に使

いこなしている。ユーザーフレンドリ ーな UNI
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Xマシンを巧みに操る彼らにとって， FAINSは，

マン ・マシンインタフェースの悪いシステムと写っ

ている様である。特に，入力モードを意識しなが

ら操作するという¢は，非常に煩わしいと感じて

いる様である。

IV. FAINSの管理について

つぎに， FAINSを利用していく上で必要な様々

な作業について若干述べておきたし、。

(1) リオーガナイズ作業

FAINSは，非常に検索時のレスポンスが速い，

という点に特徴がある。この速さを実現している

のは， FAINSのファイル編成が VSAM方式で

あることに起因しているが， VSAMであるが故

に管理に手がかかるということもある。それが

「リオーガナイズ」である。VSAMファイルの中

にデータがある程度増加すると，物理ブロ ックの

オーパーフロー領域が大きくなってレスポンスが

悪くなったり，また．制御域ごとの空き制御イン

ターパルが減少しファイルがあふれる危険性が

でてくる。そのため．時々ファイルのオーパーフ

ローを減らし，空き制御インターパルを均一化す

る必要がある。これが 「リ オーガナイズ」作業で

ある。現在，登録書誌数は約8万件であるが， こ

の書誌をリオーガナイズするのに，約5時間とい

う時聞を要する。検索の代替手段の無い現状では，

開館時間中にこの作業を行うことは難しい実情に

あり，職員が，深夜まで作業することもある。

(2) パックアップ作業

現在， FAINSのノ、・ックアップは，毎日行って

いるが，障害時に，元の状態を復元するのに，最

も有効な手段は前述のリオーガナイズである。そ

のため， リオーガナイズに使用できる形でパック

アップをとる必要がある。したがって，現在メディ

アセンターでは，アンロー ド形式のパックアップ

を取っているが，これに要する時間は，約1時間

である。契約オペレータが日々行っているのだが，

これも多大な労力と言えよう。

V. FAINSのCNSからの利用

ところで，前にも述べたが，湘南藤沢キャンパ

スには UNIXによるネットワークが構築されて

いる。各研究室や，キャンパス内の至る所にワー

クステーションが設置され，それらはすべて，ネッ

トワークでつながれている。従って， FAINSシ

ステムをネットワークに接続するということは，

研究室等からの蔵書検索のためには必須の条件で

ある。

そこで昨年来，教員・メディアセンター・ 日本

IBMが共同で， FAINSの UNIX対応を進めて

来た。IBMのホストマシンに UNIXのワークス

テーションからアクセスするためには， IBMの

通信プロトコノレである SNAと UNIX系の通信

プロトコルである TCP/IPとの信号を受け渡し

する必要がある。従来， tn3270というエミュレー

タが， UNIX上にあり，この機能を果たしている

のだが，これは日本語サポートしていない。従っ

て，今回の開発は，漢字対応の tn3270を作成す

ることにある。これが出来ることによって，研究

室からのアクセスは勿論，自宅からの検索も可能

となるものである。この KULICが発行される頃

には，本格稼働しているはずである。

VI. FAINSから KOSMOSへ
さて，最後に現在全塾で開発中の KOSMOS 

システムへの移行について触れておこう。

KOSMOSシステムが完成した時には，FAINS

上で構築しているデータを移行することになるが，

問題となることが幾っかある。

一つは，データ移行に関することである。FA!

Sには，他のシステムとのデータ交換のための

DMARC OUTという機能があり， これを用い

ることによって，FAINS上の書誌 ・所蔵 ・発注

などのデータは全て，抽出することができる。し

かしこのデータは MABlと呼ばれる， ドイツ

の MARCに準拠しており， これは LC-MARC

やJAPAN-MARCとは，かなり性質の異なるも

のである。これを KOSMOS側のデータフォ ー

マットに変換するためには，かなり慎重に行う必

-17-
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要があると言えよう。

二つめの問題点は， FAINS上で実現した，研

究室等からの検索を如何に実現するかである。サー

ビス機能を低下させることなく移行するためには，

技術的にクリアしなければならない問題が数多く

残されている。

もう一つの問題は，移行のタイミングである。

現在の環境化で，予算管理や，貸出等のデータが

常に動いているため，その移行に関しては，綿密

な調整を図る必要があるといえよう。

こうした諸問題を解決するためには，館員の詳

細な打ち合わせは必須であり，安易な妥協は許さ

れないと考えられる。

ライブラリー・サービスの現状と展望

転袋詰宇
（湘南藤沢メディアセンター1
係主任 J 

I.始めに
3 

メディアセンターは，従来の計算センター，情

報センタ一機能と新たに教材開発機能の3つを担

う組織としてスタートした。新しい教育コンセプ

トと新しいコンビュータ環境を研究，教育の場に

生かしその中心となるのがメディアセンターの長

期的ビジョンである。

実際に担当するスタッフがメディアセンターの

仕事に取りかかったのは，新学部開設の約1年前

である。これは決して十分な準備期間ではなかっ

たように思う。全塾図書館システムの開発が並行

しで湘南藤沢の仕事に大きく食い込み，数少ない

スタ ッフで2つの大きなプロジェクトをこなして

いくのは大変なことである。まして母屋の建築に

ついては現在のスタッフが関知する以前に殆どが

決定され．大幅な改善が出来ない状況で不満を抱

きながら準備を進めるのは楽しい仕事ではなかっ

ナこ。

しかし，計算センタ一系の職員数の少なさと，

従来のメインフレームから UNIXによるキャ ン

-18 

0000。。。。。.，.，.，、

パスネ ットワークの構築，管理へという大幅な変

更があったことと，全く新しい教材開発という2

つの部門に比べれば，情報センタ一系の仕事とい

うのは，過去のノウハウが現場にすぐ反映できる

というメリ ットがあったわけで，その点では現在

のメディアセンターの図書館機能の稼働状況をみ

ると，反省しなければならない点もかなりあると

思われる。

Il.テクニカル・サービス

テクニカルについては，選書，発注 ・受入，目

録・装備の3点について述べようと思う。

(1) 選

選書はカタ ログによる選書が中心で，見計らい

やプランケットオーダーは殆ど行われていない。

新刊書の選書は定期的に回覧を行っている。尚当

センターの蔵書は，文部省の設立基準を満たすた

めに主に三田情報センターの課長クラスで選書さ

れた資料と三田からの移管資料である約6万冊が

そのメインとなっている。ただし年鑑，白書，統

計等が一般書に選定当時の2, 3年分が混ざって

いるだけで継続購入されていなかったり，洋雑誌

は1984年以降についてマイクロで購入したが，和

雑誌は1989年以降のものしかないといった状況で，

とても研究 ・教育に充分であるとはいえなかった。

そこで，平成2年度には一般書架からの年鑑，白

書，統計を抜き出して，別書架に動かす作業を行

い，平成3年度に引き継いでこれらのいわゆる逐

次刊行物の継続購入分の検討，パックナンパーの

補充を重点的に行ってきた。

選書基準は価格的に単価5万円以上のものにつ

いてはセンター内の選定会で， 30万円以上のもの

は教員を含めた図書委員会で検討することになっ

ている。

また指定図書や，教科書，湘南藤沢所属教員の

著作についても網羅的に収集することが決められ

ている。教員著作については 1部を寄贈， l部を

購入という形で2部をメディアセンターに備えた

いと考えている。

湘南藤沢の研究 ・教育のサポートをする基本コ
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レクションの更なる充実に加え 「日本関係外国語

文献コレクション」，「SFC発マルチメディア ・

アーカイブ」（し、ずれも仮称）といったコレクショ

ンを創ってし、く予定である。「マルチメディア ・

アーカイブ」は，コンビュータ・グラフィック，

コンピュータ・ミュージックといったものを含め

SFCの研究者．学生によって制作される作品，

教材について収集・保存することを目指している。

(2) 発注 ・受入

FAINSによる機械化により，従来の仮納品書

の添付の代わりに，書店が直接発注 ・受入データ

をFAINSに入力する体制を取っている。このた

め取り引きを希望する書店は専用のスタ ッフを派

遣して FAINSへの入力作業を行わなくてはなら

ない。目録データは学術情報センターからの流用

データが殆どで，オリジナルカタログが必要なも

のは，書店が作成したデータを専任がチェックす

る形になる。なお重複調査も書店が行っている。

予算管理の面では発注金額に上限があるので，発

注時点でのチェックは簡単だが，支払いについて

は絶版あるいは年度越しのデータの管理など充分

にできないため，請求書の金額を手計算で計算す

るといった作業が行われてきている。これはいず

れ全塾図書館システムへ移行することがわかって

おり，わざわざ FAINSシステムに修正を加える

ことは無駄なので若干の修正があってもこのまま

の状態であろう。現時点で専任のスタッフを派遣

している書店は4つほどしかない。他の書店から

の購入分については専任が発注 ・受入を行ってい

るが，数は多くないし，係員の数からいっても他

店との取引を拡げることは負担となりかねなし、。

全塾図書館システムが稼働すると他地区で取引の

ある書店にオリエンテーション等が行われるであ

ろうから，取引書店の数も増える事だろう。

(3) 目録 ・装備

目録は発注時点でその作業の殆どが終了してお

り，目録はその点検と，分類と請求記号の付与が

中心となる。現在この作業は専任職員と．書店へ

の委嘱でまかなっている。目録基準を整備しなが

ら目録を作成しているが，創設時の目録にはいわ

ゆる「ゴミ掃除」の必要なデータが多L、。しかし

ここでも過去に遡る作業には手の回らない状態で

ある。「気持ちのワルイ」データに目をつぶって

目録はと られているのである。装備 ・配架につい

ては，非常勤嘱託と書店への委託，或いはメディ

アセンターで働く数名の学生アルバイトが担当し

ている。尚三国情報センターからの移管資料につ

いては書架管理を一本化するため請求記号を変更

している。今年度中には完了の予定である。

ill.パブリック・サービス

湘南藤沢はパブリック経験者がいないわけでは

ないが，それらの人材の殆どがシステム開発にま

わってしまっている。他のスタ ッフは人員が少な

いことから，各自の仕事の区切りか暖昧でパブリッ

クもテクニカルもこなしていかなければならなし、。

このことと建築上事務室から離れた2つのカウン

ターを維持しなくてはならないことがサービスの

散漫化，部内の意思決定や情報流通の停滞も招い

ている。利用者からは応対の不手際，遅さについ

て不満の声が大きし、。なんとかサービスを軌道に

乗せるように，個人の努力も勿論必要だが，組織，

人事の両面での根本的な改善が望まれる。ここで

は閲覧・貸出，レファレンス， 24時間開館，藤沢

市民図書館との相互協力の4点について紹介した

し、。

(1) 閲覧・貸出

全面開架であることは勿論であるが，メディア

センターの図書館部門は建物の 2, 3階部分を占

めるだけで，収容冊数も中規模の公共図書館並で

ある。しかし従来の閲覧機能に加えてスタジオと

いう新しい機能を持つことになった。現在はスタ

ジオの利用のコントロールをするに止まっている

が，将来的には機械操作指導などの人的援助も行っ

ていかなければならないだろう。またオープン ・

エリアの語学学習セクションは， パブリック ・ス

ペースでありながら授業が行われている。授業の

前には利用者の追い出しも行わなければならなし、。

ワークステーションの数は学生1人に 1台あるわ

けではなく，パブリック ・スペースにあるものへ

nwu 
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の利用頻度はとても高L、。利用者にメディアセン

ターを使ってほしいが，授業の時には出ていって

ほしいという矛盾は追い出しを余計辛い仕事にし

ている。

12) レファレンス ・サービス

新学期は，引っ越しがぎりぎりまで延びたため

オリエンテーションの準備は充分にできなかった。

湘南藤沢は春，秋両学期に新入生を受け入れる。

彼ら全員に対して行われるオリエンテーションで

は，メテ’ィアセンターも10分程の時聞を貰い簡単

な紹介をしている。それに加えて，春学期の始め

には1週間ほど，センター内ツアーと FAINSの

ガイダンスを実施した。専門課程が本格化する平

成4年からは，研究会単位への専攻に応じてのガ

イダンス等を実施したいところだ。

通常のレファレンス ・カウ ンターへの質問はま

だあまり多くなし、。宿題の多いキャンパスではあ

るが，資料が指定されていたり，グループ学習を

勧められているため友達同士で相談しながらとい

う光景が良く見受けられる。まだレファレンスの

利用法を学生が知らないこともその原因の一つだ

ろう。

レファレンス利用法等を知らせるためにも 「資

料検索法」のような授業にこちらが協力をしてい

ない（できなLつのは残念なことで，授業への協

力が取れる体制作りが望まれる。またコンビュー

タ資源を生かして，ジェネラル ・レファレンスな

らエキスパート ・システムの考案も検討しなけれ

ばならないだろう。これが実現すれば，専任はサ

ブジェクト ・ライブラリアンとして， SFCの研

究 ・教育に役立つ選書や，学生への利用指導に力

を注ぐことができるであろうし，根本的サービス

の底上げも可能である。加えて CAIなどの開発

にセンター職員が参画できるようになると面白い

ことになると思う。

(3) 24時間開館

SFCは， 24時間キャ ンパスを謡っている。こ

れは事前に届けを出せば， 24時間キャンパスに残

留して良いということで，全てのサービスが利用

できるというわけではないし，いつ来てもすぐ使
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えるというわけではなし、。事務室も食堂も閉まっ

ている。キャンパスの中には仮眠する場所もなし、。

今のところレポート提出のため遅くまでコンピュー

タを利用するのが目的だ。メディアセンターは建

築上剖時間開館を想定しているが，夜間出入口に

はブックディテクションがない，カウンターに施

錠が出来ない等無人で聞けるには問題が多い。し

かし有人で開けるとなると人の手当てが難しく，

利用者の安全の確保，経済性も含め，実現までに

はいろいろな調査，研究が必要であろう。

利用者のマナーが残念ながら決して良いとは言

えないためM時間開館を薄暗してしまうのも，貴

重なコンビュータ， 資料を管理する者にとって仕

方のないことではないだろうか。

(4）藤沢市民図書館との相互協力

SFCの理念の中に地元との共存，聞かれたキャ

ンパスが謡われている。キャンパス内公園の公開，

七夕祭，運動会等の地元住民参加のイベントが行

われている。その一環として藤沢市民図書館との

相互協力が進められている。検索端末を相互に置

き，お互いの利用者が資料の検索を自由にでき，

連絡車により館間貸出しを行う相互協力と，藤沢

市民のメディアセンタ一利用を認める 2つの形態

で行われる。メディアセンタ一利用に関しては，

研究機関に属さない市民で研究目的を持ち， メテeイ

アセンターの蔵書を理解し，規則を遵守してくれ

る方に，手11用券（IDカード）を発行してその期

限内であればメディアセンターを自由に利用して

もらうものである。もちろん， SFCの利用者の

利用が優先され，試験期等は利用を断ることのあ

ることを了解事項としているし，他キャ ンパスの

図書館の利用は含まれていない。

メディアセンターは，その蔵書が充分でないこ

とから，他大学との相互協力も積極的に行ってい

くつもりである。現在のところは，他キャンパス

の図書館，早稲田大学との相互協力で90%以上が

まかなえているが，借りるばかりといったのが現

状である。

藤沢市民図書館は，分館もあわせれば57万冊と

いうコレク ションを持っており，教養課程の学生
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をかかえる SFCとしてはこの相互協力もこちら

からの借りが多くなるのではないだろうか。

IV.終わりに

走りながら考える力は，日本人にとって簡単な

ことではなし、。それもただ真っ直ぐ走るのではな

く，色々な障害が予想しないところで待ち受けて

いるし，ゴールもよく見えない。漠然とした理想

と希望が頼みの綱だが，今は苦しL、から，歩みが

遅くなる。大きな理想、をここでもう一度企画書に

Zき直し，計画を練り直すことも必要ではないだ

ろうか。メディアセンターのライブラリーサービ

スを早く多くの利用考に享受してもらい，良い評

価がもらえるようにLたいと願っている。

メディアセンターに期待すること

一日本関係外匡語文献コレクションー

うめ が書 みち お

梅垣理郎

（総合政策学部教授）

SFCが開校してから 2年目， 今は学生 ・教職

員を問わず，開校当初のいわば 「操」の状態が徐々

に冷めつつある時期であるようだ。いざ一歩を踏

み出してみれば，その先に続く数歩の重みのみが

伝わって来るという思いが深いからである。

その先には慶臆義塾の一環としての SFC, し

かもその慶臆義塾のいわば先兵としての SFCと

いう二重の位置付けを安定させ，さらに発展させ

ていくという容易ならざる役割が待ち受けている。

国際化という日本全体を洗う誤解を招き易い潮流

とのツメもある。さらには，占領改革後半世紀近

くを経てようやく語動を始めたかにみえる大学制

度の基本的な見直しも SFCを含む広い意味での

教育 ・研究環境を規定するものとして看過するわ

けにはゆかないのである。

端的に言えば SFCを巨大で複雑な全体の一部

として位置付け，そこでSFCのアイデンティティー

を刻み込むという作業はまだ始まったばかりだと

いえる。

ここで紹介する外国語で出版された日本関係の

文献（Japanin Foreign Languages ）の収集

（略して JiF）もそうした作業の一環として考え

てよい。研究及び教育環境の整備をすすめる拠点

のーっとして多機な機能を任されている SFCメ

テeィアセンターの活動の中で JiFは決して大き

な規模のプロジェクトとはいえなし、。しかしその

意図するものの意義，完成に要される様々な配慮

などを考慮すると決しておろそかにはできない作

業の一つである。

JiFは文字通り日本語以外の言語で出版された

日本関係の文献を SFCメディアセンターに集積

することを目的としている。とはいえ，時間と経

費の都合さえつけば事足りる作業ではありえない。

まず対象となる語種の多様性がやっかいな問題

を突きつける。ここでは比較的出版事情が知られ

ておりしかも近世以降の日本のあり方に深く関与

してくる英 ・独・仏・蘭・露などの言語による出

版物だけに収集を限らない。中・韓の東アジア言

語による出版物も含まれてくる。従って，出版物

の質の高低をある程度まで判断しうる最小限度の

専門知識が必要となろう。またこの専門知識は出

版側の歴史的背景，対象となる日本の状況，さら

には筆者の日本との交流の背景の把握までもが含

められた多様な内容を持つものでなければならな

いのである。

時間的にどの時期に特定化して文献を集積すべ

きなのかということも多くの問題を含んでいる。

19世紀中盤以降に限るべきか， 20世紀以降に限る

べきか，といった判断も単に予算的考慮のみで下

すわけにはいかない。時代の特定化 （時代区分）

はそのまま歴史を動かす力の性格について特定の

評価を下すことである。そうした時代区分はコレ

クションに含まれるべき文献の性格を決定してゆ

くことになろう。ひいてはコレクション全体の性

格を左右することになりかねないのである。ここ

でもまたある種の専門知識（国際同時代史的知識

といったようなものを含めて）が不可欠となるの

である。
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第三に三田の図書館（福津研究センターも含め）

との整合性というテクニカルな面も決して軽視す

ることはできない。三田の尼大な図書は SFCに

とっても欠くべからざる知的資産である。しかし，

JiFの存在は単に三田を補完するところにあるの

ではなし、。三田という資産を前提にして累積効果

の幾何級数的な倍加を意図したい。これが基本的

な立場であるとすれば，重複を辞さないとするだ

けの根拠を明確にしておくことは自明であろう。

順序が逆になってしまったかもしれないが，こ

のように繁雑で，担当者の綴密なモニターを必要

とするプロジェクト全体の価値を一体どこに求め

るべきなのか。

こうして集積される知識の活用から可能となる

ものを考えてみるとよい。「外」の目に映り「外」

のコトパで描き出される 「日本」との接触はその

まま 「外」を識ることにつながるのである。外の

自に映る 「日本」は，また，そうした 「目」自体

に極めてダイナミックに働きかける日本の変遷を

追うことに他ならない。高々 2～3万冊の小規模
のコレクションではあるが， このように JiF全

体が比較同時代史のための一つのテキストとなり

うるといえるだろう。

また国際化が声高に叫ばれはじめて10年を越え

ているが，それに呼応する試みの内実はいたずら

に日本デナイものを追い求めるだけに終わってい

る。極端な言い方をすれば形成期・成熟期を通し

て「非日本」的素材の占める割合の多い人聞に国

喋人を見るが如きである。JiFが提供する知識体

系はこうした潮流に抗するためのストイシズムの

基礎素材となりうる。慶臆の人間に限らずとも稀

有の自己検索の場を提供するのである。

無論こうした知識体系の思恵は日本人にのみ享

受されるわけではない。外国人の日本研究者など

も得るところは決して少なくないはずである。国

外に出て研究活動に携わるとよく気が付くことで

あるが，現実に調査を進めていて意外な障害は使

い慣れた自国語による文献が手の届くところに少

ないということである。この点多種の言語で出版

された日本関係の文献がーケ所に集積されている

JiFは，日本で日本研究を進めようと諸国から東

京周辺に集まる外国人研究者にとっては抗しがた

い魅力となるのである。そしてJiFを求めてSFC

に参集するそうした人々が私どもにとってかけが

えのない資産となることも付け加えておいていい

だろう。

「日本」という媒介を通して表現される，ある

いは競合する世界観・歴史観を理解することで，

極めて今日的とされるような対外政策的課題が実

は意匠を異にしてすでに過去の日本で何度か経験

されていたものであった，ということもあろう。

だとすれば， JiFの効用は単に地域研究者に限ら

れることもないのである。

このように羅列してゆけばキ りのない JiFの

価値であるが，要はこのコレクションが作り出す

世界に利用者がどのような学習効果を生ませるか

であろう。一人でも多くの人聞に足を踏み入れて

もらいたいものである。

CNSサービスの概要と展望
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湘南藤沢キャンパス（SFC）では平成2年4月

以来，教育研究用の本格的なキャンパスネットワー

クシステム（CNS）を築いてきました。SFCで

は究極のコンピュータ利用環境を構築し，それを

教育 ・研究の支援，図書情報の管理とサービス，

事務管理などあらゆる SFCの活動において有効

に活用していくことを目標においています。それ

では CNSの特徴から説明していきましょう。

第一の特徴としては，ネットワークとワークス

テーションからなる分散処理系として，大規模に

しかも本格的に構築されたシステムであるという

ことがあげられます。このシステムは，エンドユー

ザの意思をもっとも尊重することができるため，

今後の計算機利用環境の主流をなしていくものと

思われます。
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第二の特徴としては，電子文房具としていつで

も誰でもが利用できる環境を提供していることが

あげられます。SFCのメンバーは学生，教職員

にかかわらず，日常的なキャンパスライフの中で

このネットワークシステムを電子文房具として使

うことができます。また，学生一人一人が自分自

身のラップト ップコンビュータを持つことにより，

この環境の有効利用をはかつています。

第三の特徴としては，ネットワーク社会の経験

ができることがあげられます。本格的なキャンパ

スネ ットワークシステムを利用することは，すな

わち将来の情報社会を先取りすることに他なりま

せん。SFCの設立の趣旨にあった人材を養成す

ることにもつながります。

第四の特徴としては，基本ソフトウエアとして

UNIXオペレーティングシステムを採用している

ことがあげられます。高機能で、かっオープンアー

キテクチャを持っこのオペレーティングシステム

は，柔軟なシステムを構築することができます。

また，UNIXの上では，フリーまたはパブリ ック

ドメインのソフトウエアを利用しやすいことから

経済的だともいえます。

次に CNSの提供するコンビュータ利用環境に

ついて説明します。

現在約400台のワークステーションで，次のよ

うな環境が標準的に提供されています。まずユー

ザインターフェースとしてマルチウインドウ シス

テムが用いられており，その上で日本語文書処理，

電子メイル，電子ニュース （電子掲示板システム）

が利用できます。それぞれの機能は次のソフトウェ

アを使用しています。

・マルチウインドウシステム（XWindow) 

．日本語文書処理（Egg/Nemacs/LA TEX) 

・電子メイル（MHE)

・電子ニュース（GNUS)

学生はこれらの機能針静限躍言語などコンビュー

タ関係の科目で使用するのはもちろんのこと，政

治学，心理学，文化人類学，外国語などの科目で

もレポート作成に使用しています。

明一 特集湘南藤沢メディアセンター

また，これらの環境は自宅からの利用も可能と

なっています。現在， 2400bpsのモデムが16回線

設置されており，学生及び教職員は自宅にある

Dyna Book, PC9801などのコンビュータから

CNSにアクセスすることができます。

その他，ラップト ップコンピュータを SFCに

持参して直接 CNSにアクセスすることもできま

す。現在， 3つのラ ップトップ室に合計90個の情

報コンセントがあり，そこに持参したコンピュー

タを接続すればワークステーションの端末として

の使用が可能になるわけです。レポート提出日が

近づいてワークステーションが足りない時などに

利用されています。

最後にメディアセンターのCNSに対するサポー

ト体制について説明します。

利用者への直接的なサービスとしては，まずコ

ンビュータコンサルティング及びホットラインが

あげられます。学生コンサルタントがコンビュー

タに関する相談に応じるとともに， CNSのシス

テムトラブルに対応するために内線寵古によるホッ

トラインを開設しています。現在ホットラインの

受付件数は，一日平均で約30件もあります。次に

各種利用登録申請の受付，講習会の開催があげら

れます。現在 CNS,IBM及び富士通のメインフ

レーム，メイリングリストのそれぞれ利用登録申

請を受け付けており， CNSの利用登録者数は約

2300名にもなっています。講習会については，平

成2年12月に学生を対象とした DynaBook講習

会を聞き，公衆回線の利用方法，ファイル転送方

法などを教えました。その他．以下の様な業務を

行いCNSをサポートしています。

・ソフトウエアの環境整備

・ハードウエアの整備保守

．データのパックアップ

－利用者への課金

・ドキュメントの作成整備

・メインフレームの起動および停止

・停電対応（WSの停止および起動）

．開発作業の発注管理
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また，平成3年10月からはメディアセンター1

階事務室が 「CNSサービス窓口」としてオープ

ンし，CNSに対する要望や相談の窓口としても

機能をはじめました。これからは，利用者の要望

も取り入れたかたちでサービス体制の確立をはかつ

ていきたいと思います。

メディアセンターにおける教材開発

サービスならびに AV製作機能について
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メディアセンターでは，塾内の他地区でいう情

報センター，計算センター以外の機能として教材

開発ならびに AV製作機能を有しており， これ

らを生かしたサービスを行っています。こうした

サービスは，他地区では別の部署で行われていた

り，あるいは全く行われていなかったサービスで

す。メディアセンターでもこれらのサービスはま

だ始まったばかりなのですが，現在行っているサー

ビスの状況とこれらの展望なと、について，以下，

若干ながら説明していくことにします。

I.教材開発サービス

メディアセンターでは新棟が完成した平成3年

4月から，教員を対象とした教材開発サービスを

開始しました。これは従来学事で行なっていた授

業用の資料作成をもう一歩広げて．より深く教育

に関わったサービスを行っていこうとする試みで

もあります。

1. 教材開発サービスの現状

教材開発サービスの中で，現在一番大きなウェ

イトを占めているのはプリント教材の印刷です。

メディアセンターには簡易印刷機（リソグラフ）

が2台設置されており，主にこれを使用して印刷

を行っています。現時点では教材開発専用の職員

がいないため，印刷作業は主に学生のアルバイト

に頼っています。しかも常に教員からの依頼があ

るわけではないので，依頼されたときに学生にア

ルバイトに来てもらうという形をとっています。

そのため，アルバイトでは間に合わないような飛

び込みの印刷の場合は，職員が印刷を行っていま

す。何頁にもなるような教材の場合には，職員総

出で丁合い作業をすることもあります。

今のところ，この印刷サービスは学事側と分担

になっており，専任教員の依頼はメテ・ィアセンター

で引き受け，非常勤などの教員の場合には学事が

担当します。それでも平成3年度春学期（湘南藤

沢キャンパスではカリキュラムの都合上，従来の

前期 ・後期という名称をやめ，春学期 ・秋学期と

いう名称を用いています）の周にメディアセンター

だけでも合計72件，総枚数では約7万枚にも及ぶ

依頼がありました。

また教材がかなり厚めのテキストになるような

場合には印刷 ・製本を業者に委託して，きちんと

した本にするということも行っています。このよ

うな場合には，費用を回収するために受益者負担

という形をとらなければならないのか難点ですが，

その分かなり質のよい教材が提供できます。また

こうした教材はメディアセンター内での販売が困

難なため，生協に委託して販売してもらっていま

す。この春学期に行ってきた教材開発サービスは，

ほとんどが今述べてきたような印刷サービスでし

たが，特殊な例としては古くなったスライドのマ

ウントの張り替えといったことも行いました。

2. 教材開発の将来展望

1でみてきたように，今のところはサービスの

大半を印刷が占めているといっても過言ではない

状況ですが，これらの展望としては次のようなこ

とが考えられると思います。

例えば，上述の印刷サービスを更に広げた 「ミ

ニ出版局」とでもいうべきサービスがまず考えら

れます。現在は教員から渡された原稿をそのまま

印刷しているだけですが，これを下書きの状態で

受け取り，清書や校正，編集をメディアセンター

で行い，印刷，製本して一冊のテキストを作成す

るといったものです。これは授業用の教材に限ら

ず研究発表の際などにも活用できるのではないで
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しょうか。清害や校正は， SFC-CNSのワ ークス

テーション上で利用できる LATEX（「ラテフ」

と読みます）という文書交見識能や，湘南藤沢キャ

ンパスに設置されている J-Starという文書処理

専用のワークステーションを用いることで，普通

のワープロを使用するよりも格段に高度な作業を

行うことができます。また各種ワークステーショ

ンや Macintoshなどがもっグラ ッフィ ックス機

能を活用した資料作成といったことも考えられま

す。これは上述のミニ出版の際に，文章に華を添

えるグラフやイラスト等の作成にも使えますし，

また高度な CGを作成すれば，授業の教材など

に効果的な威力を発揮するのではないでしょうか。

ほかには， AV施設を活用した映像，音響製作

といったことが考えられます。これは既に語学の

授業用などで教員の方々が積極的に始められてい

ます。これについては後述します。

しかし，今まで述べてきたことは，むしろ教材

「作成」に関わるサービスの展開というべきかも

しれません。本当の教材 「開発」はこれらを別々

のものとして考えるのではなく，必要に応じて効

果的な方法を選択し，かっ複合的に・活用して教材

を作成することだと考えます。そのためには，教

員とメディアセンターとが授業についてお互いに

よく理解していかなければならないでしょう。

3. 教材開発のこれから

1.で述べたようにメディアセンターにおける教

材開発サービスはまだ始まったばかりで，その力

を充分に発揮するにはまだまだかなりの時聞がか

かりそうです。また， 2.で述べたようなサービス

を行うためにはもっと入手も必要ですし，これら

を本格的に行うためにはそれに見合う人材や施設，

そしてかなりの機材などが必要になってくると思

います。したがって，当面はとにかく理想に向かつ

てサービスを続けることしかないと考えています。

II. AV製作サービス

実はこれは正式名称ではなく，筆者が勝手につ

けたものですが，とりあえずこの名称で話を進め

ていきたいと思います。

。。 明時 特集湘南藤沢メディアセンター

AVというと，すでに他地区情報センターにも

AVホールなどがありますが，メディアセンター

には映像スタジオ，編集室，音響スタジオという

3つの施設があり，映像資料や音響資料を製作す

る機能を有しています。ここに備えられている機

材は①Uマチック， 8ミリ，ベータ， VHS聞の

任意のダビングが可能なダビング機，②8ミリビ

デオが同時に40本ダビング可能なダビング機，そ

れに③Uマチックならびに8ミリビデオから U

マチックへの自由度の高い編集が可能な編集機な

どがあり，それ以外に CGならびにコンピュー

タミュージック用として MacintoshLC，それ

にKORGのMlというシンセサイザーが設置さ

れています。

この AV製作サービスも，新棟が完成した平

成3年4月から徐々に開始しています。現在の利

用は主に授業に関する利用のみに限定しており，

語学の教員による授業用のオリジナルビデオ作成

などに活用されています。実は新棟の建つ前の昨

年度から，機材だけは共同研究室に仮設置されて

いたという経緯があるため，むしろ教員の方が使

い方を熟知してしまい，メディアセンターが後追

いでサービスを展開していくといった形になって

いるのが現状です。そのため，これらの機材を用

いてどういったサービスを行っていくかについて

はまだ具体的なことが何も確定していません。ま

ずこの施設が誰にでも使えるような環境を整える

ことが先決であり，現在はその実現にむけて動き

はじめています。将来的には， この AV製作に

ついても，こうした技術を熟知した職員がついて，

利用者の要望に柔軟に応えていけるようなサービ

スを目指したいと考えています。

以上，ごく簡単に教材開発と AV作成の 2つ

のサービスについて説明してきました。どちらも

まだこれからというサービスなので，将来展望ば

かりになってしまいましたが，これからも利用者

のためになるサービスを心掛けていきたいと思っ

ています。
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メディアセンターに期待すること

〈す もと ひろ ゆき

楠本博之

（環境情報学部助手）

本特集のほかの部分でも述べられているだろう

が，湘南藤沢キャンパスメテ’ィアセンターは，従

来からの情報センターと計算センターの両方の機

能を統合したものであり，その機能が有機的に結

びついたよりよい教育 ・研究に対するサービスが

期待されている。SFCで期待されているサービ

スとしては， CNSと呼ばれる各種計算機利用サー

ビス，データベースサービス，文献資料サービス，

教材開発等，多岐に渡る。

計算機サービスとしては， UNIXを基本ソフト

ウェアーとするワークステーションが数多く設置

され，学生・教職員が自由に利用できるようになっ

ている。国内外の他の大学，研究所等との電子メー

ルの交換も多くなされている。また USENETと

呼ばれる世界中を結ぶ電子掲示板、ンステム （ニュー

スシステムと呼ばれる）にも接続しており，これ

らのワークステーションから利用することができ

る。

ニュースシステムでは，各記事（ニュース）は，

話題に応じてニュースグループと呼ばれる記事を

掲示（投稿）する場所が決まっており，グループ

化がなされている。また配布範囲も，キャンパス

内だけに伝搬するもの，慶慮義塾の各キャンパス

に伝搬するもの，日本中に伝搬するもの，世界中

に伝搬するもの等に分かれている。

電子ニュース，電子メールの他に，文書処理シ

ステム，統計処理システム，その他のプログラミ

ング言語というものがワークステーション上で利

用可能である。また UNIXシステムのほかに，

いわゆる汎用の大型計算機も他のキャンパスの計

算センターの大型計算機とネットワークで接続さ

れている。さらに UNIX以外のワークステーショ

ンも利用されている。

-26 

－。

これらのコンピュータ利用のための教育体制を

見てみる。湘南藤沢キャンパスの両学部，つまり

総合政策学部と環境情報学部は，いわばふたごの

学部であり，最初の一年半あるいは二年間はほぼ

同じような学習をする。両学部の一年生とも必修

で 「情報処涯言語I」という講義・自習科目を受

講する。そこでは，最初の半年は90分の講義が週

に1回と， 90分の自習が週に2回行なわれ，次の

半年は週に 1回の講義と 1回の自習が行なわれる。

春学期と書かずに最初の半年と書いたのは，湘南

藤沢キャンパスで－は， 9月入学の制度があり， こ

れらの学生にとって最初の半年というのは秋学期

ということになるからである。

さて，その具体的な教育内容であるが，最初の

半年は上記ツール，テキストエディタ，電子メ ー

ル，電子ニュース，文書処理システムの使い方と

いったものを教えている。キーボードに触ったこ

とがないという新入生も多いが，練習ソフ トウェ

アによる自習により， 2ヶ月もすれば，それなり

にいわゆるタッチタイプ，つまり両手を使ってキー

トップを見ずにタイピングができるようになって

いる。

さらに， 1年生および2年生に対するいくつか

の科目では， SFCでよく使われる統計処理用の

言語である S言語を用いる授業もある（心理学，

データ解析法等）。後述のように S言語自体は2

年生で選択科目で教えるようになっているが， 1 

年生では単に必要な講義科目で必要な統計処理を

行う方法しか教えていない。社会科学等で必要な

統計処理言語を，今後カリキュラムの中でどのよ

うに扱っていくかは，検討課題である。

2年生になると全員が共通に受講する計算機関

係の科目がなくなるので，共通に全員の力をレベ

ルアップするというわけにはし、かないのが現状で

ある。2年生のために開講されている科目として，

情報処理言語Eというのがある。これはいくつか

のコースがめり，システムコース，プログラミン

グコース，応用ソフトウェアコース，掘十コース，

グラフィクコース，アートコース，コンビュータ

ミュージック コースといったものである。それぞ



れのコースにより，プログラミング言語を使った

り使わなかったりいろいろ視点から教えている。

学生はこれらのコースのうちのひとつを情報処理

言語Eの単位として履修する。

3年次以降の科目については，科目名，担当者

は決まっているものの，科目間相互の関係等，詳

細は現在検討段階であり，はっきりしたことはい

えない。

さて，メディアヲンターにおける計算機利用者

に対するサービスであるが，現在，電話によるト

ラブル対応（ホ ットラインと呼ばれている）， ス

チューデントコンサルタン卜と呼ばれる上級生

（といっても， 要するに2年生であるが）による

相談員制度が行われている。

計算機利用の面でのサポートはまだまだ立ち上

げ段階ということで，基本的な計算機環境，つま

り数百台のワークステーションで電子メ ール，電

子ニュース，文書処理等ができるように維持し，

プリンタを保守し，ファイルのパッ クアップ等を

行うというところである。スタ ッフの少なさから

きていることであるのでしかたないが，学生アル

バイト，非常勤職員等の活用により，より一層優

れたサービスを目指してがんばって欲しし、。

将来提供してもらいたいサービスとして， 計算

機の利用に関する各種相談があげられる。これは

必ずしも学生に対する単なるプログラム相談を意

味はしない。学生に対して，プログラミングの宿

題 （人工言語）に関する相談を受け付けるという

のは，英作文の宿題（自然言語）の質問を受け付

けるというのとほぼ同等であり，ある意味で過剰

サービスである。英作文で，表現方法がわからな

ければ辞書を引くか，誰かに相談する。プログラ

ミングも同じである。プログラミング言語の文法

書を読むか，アルゴリズムの本 （修辞法，熟語集

に相当する）等を読むかである。図書館に英作文

のための相談員がいるというのはあまり聞いたこ

とがなし、。ここで言っている利用に関する相談と

いうのは， 「新たにこういうことに計算機を利用

したいがとのようにすればよいか？ 」とか， 「こ

ういうことをしたいのだがやってくれそうなアル

間四隅骨特集 湘南藤沢メディアセンター

バイトは探せないか？」といったようなことを意

図している。このようなサービスは教育支援とし、っ

たものもあれば，研究支援といった性格のものも

あるであろう。いずれにせよ何らかの形での参考

となるサービスの提供が望まれる。この他，計算

機利用に関する教育等，教員と協調して二重になっ

たり等の無駄があまりないようにしなければなら

ないものもある。

さらに研究 ・教育のためのサービスとして大切

なものに，文献資料サービスがある。論文の検索，

複写には時聞をとられることも多L、。これには各

研究分野の国内外の学会の論文誌および国際会議

等の Proceedingsを揃えることが必要である。

また，いわゆる文献だけではなく，学会によって

はグラフィックスのデモのビデオテープなども配

布されているので，このようなものもこれからは

必要となってくる。また，文献・資料とならんで

各種データベースの利用もあげられる。これらの

情報収集には教員との協調が必須であるが，うま

く体制づくりをして，これらのサービスを充実さ

せて欲しし、。

湘南藤沢メディアセンターはまだできたばかり

であり，サービスを拡大，充実させていくという

要素が強いが，教職員の協力により，よりよいも

のを目指してがんばって欲しし、。
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SFC学生の雑感 など

いちのせ かず ゆ量

一ノ瀬和之
みや たけ Oろ ふみ

宮 武博文
（側 SRA)

昨年 1年聞を振り返り， SFCの学生さんの

UNIXに関する学習について紹介します。

まず最初の試練は，ブラインドタッチツールを

使用しての学習です。キーボードに初めて触れる

学生さんは，最初のうち指が思うように動かせず，

ブツブツ言いながらワークステーションに八つ当

たりしている光景を見かけましたが，約2カ月後

にはおおかたがブラインドタッチをできるように

なっていました。

しかし，また次の試練（Emacsエディタ，メ

イルニュースの学習）が大きく立ちはだかります。

Emacsエテeィタの仮名漢字変換では， 「を」や子

音の入力方法の質問が多くありました。一方，メ

イル＆ニュースは，皆が興味を持っていたため短

期間でほとんどマスターし，仲間同志の情報交換

のためにメイル＆ニュースがSFCの中を飛ひ変っ

ていました。この光景は，毎日夜遅くまで学習し

ていた成果の現れだったようです。

次に待っているのは LaTeXの学習です。これ

は難問で理解するまでには時聞がかかり，課題が

出た時はエラーを自分で解決出来ず，ワラをも鎚

る気持ちでホットラインにかけてくる学生さんが

多いので‘す。結果的にその課題をこちらが解決す

ることになり，後はプリントして提出するのみで，

学生さんにとってのホットラインは便利なお助け

マンといった感じです。中には常連も何人かいて，

LaTeXを理解するまではそれでもいいと思って

いましたが，本人のためにならないと考え直し，

お助けマンを廃業して自立を促すことにしたとこ

ろ，やっと70%の学生さんが LaTeXを理解する

までになりました。そして春学期終了を迎え長い

夏休みに入り， SFCには学生さんの姿はほとん

ど見受けられなくなりました。

。。。

秋学期，夏休みをエンジョイした学生さんで再

び賑やかな雰囲気が漂っていました。しかし我々

が心配していたことが現実になってしまいました。

春学期に学習したことを忘れてしまっているので

す。ホットラインに駆け込む学生さんが後を絶た

ず，中にはパスワードを忘れて授業が受けられな

い学生さんも数十人いて，ホットラインはトラブ

ル対応で、毎日が戦場のようでした。この状態は約

1カ月も続きました。

秋学期最初の試練は，プログラム言語（Pascal

言語）をマスターしなければならないことです。

初めてプログラム言語を学習するには授業だけで

は時間が足りないためか，皆夜遅くまで取り組ん

でいました。

段々と複雑なプログラムを作成することが出来

るようになった頃，授業では，数人がグループを

組んでミニプロジェクトを作り，今まで授業で学

習してきたことを生かしての色々なプログラム開

発を行っていました。いよいよプログラム開発も

終わり，各クラス別に発表会が盛大に行われまし

た。作品の一部を紹介しますと，ゲーム，パスや

電車の乗り継ぎダイヤ，湘南台駅付近のおいしい

お店マップ等さまざまでした。

さて，今年は新たに 1年生が加わり， SFCは

約2000人の学生達で活気に満ちあふれでいます。

それもそのはず，やっと先輩後輩の関係がキャン

パスの中に生まれ，先輩としての後輩の面倒をみ

る喜びが出来たというわけです。1年生が先輩達

に色々とアドパイスを受け，一日も早くキャンパ

スに溶け込もうとする光景があちらこちらで見受

けられました。また l年生の UNIXの学習では，

トラブルに落ち込み，自分で回避出来ずにパニッ

ク状態になる学生さんもいましたが，昨年と違い

経験のある先輩達が身近にいるということで， 1 

年生にとっては居心地の良い環境ではないかと思

います。

夏休みに入り，昨年の秋学期のパニック状態を

ふと思い出し，今年は昨年の倍近い学生がホ ット

ラインに駆けてくると思うと，頭の痛いことが続

く今日この頃です。
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ている。内訳は単行本 （18480），ジャーナル c1s210). I 
会議録 （24320）.学位論文（470）で， これらが約 i I 珠玉の名盤 1…ファイルになってい…うち約9千 ！ 
件に響評 （ComputingReviewsの記事）がつい

ていて．このイメージデータが約450MB もあり． I 
さすがの CD-ROMもほぼ満杯である。ただ，会 I ！ とお！ 遠山元道 議録については ACM主催のω 外がほとんど i 
ないのが残念だ。

以前 Dialogなとも試したことがあるが，秒単 i 
I 長らくほとんど使っていなかった東芝のラ yプ 位で課金されるのだからメータのくるくる回るタク

i トップなのだが，ここのところ私のワークステー シーのようなもので とても落ちついて使えなかっ I 
ションの脇で朝から晩まで電源オンのまま，オレン た。それが，論文を読んでいる録中であれなんであ

I ジ色のプラズマディ スプレイの画面を表示してスタ れ，著書．キーワード等をもとに何度でも気の済む I 
i ンパイしている。「うーん，この原稿の例には何が まで繰り返し検索できる。自分でハンドルを握って I 
I いい悦？ん．まずは Salton大先生から 。 回り道をしたり裏道を走ってみるように，手を変え I 
i F 2叫 onっと，」 品を変え検索を繰り返すと，世の中の研究の広がり ; 

21 SALTON, G や繋がりがどんどんと見えてくる。また検索結果は I 

f 4 SALTON, G. MS-DOSのファイルにして容易に印刷や再利用が ' 

i 3 SALTON, GERALD できる。 I 
i 4 SALTON, GERARD CD-ROMのカタログをみると， Mathematical j 
あらら，日本人でなくても LとRが暖昧なのか ReviewやNTISなとたくさんリストアップされ

！ なあ？まあ，他に Saltonという人はいないよう ている。いずれも相当高価である。また，あの巨大 I 
I だし…－。リターンキーを押すと AUTHOR と な SCIや INSPEC. CAなどは CD-ROMで ！ 
I 表示された横に“SALTON,G”と出てくるので 入手できたとしても相当の枚数になるだろう。パソ i 
i これを“SALTON,G＊＂に直してもう 一度リター コンで一枚ずつ検索するのでは有難味が全く薄れて i 
ンキーを押してやる。ハードディスクがブンとうな しまう。やはり餅は餅屋。矢上の図書館の一隅に何

I り，傍らの CD-ROMドライブのランプが一瞬点 十台もの CD-ROM ドライブを接続した UNIX I 
I 灯すると，数秒後には Total：の欄に32と出る。 マシンが設置され，自分のワークステーシヨンから

i 今度はF3を押すと・画面には最初の6件分の論文 いつでもオンライン検索ができるようなサービスが 量

や著書のタイトルが現れる。カーソルをそのうちの 提供されるようになると素晴らしいと思う。 － 

I 1件に合わせてリ ターンキーを押せば，出典， ペー 「コンピュータ，ソフトなければただの箱」とは ！ 
i 火出版年なとの書誌情報が現れる。 以前からよく言うが，私の部屋の 「ただのパソコン」

i 計算機関係の最大の学会 ACM( Association を，呼べば答える 「魔法の鏡Jに変えてくれたのは I 
I for Comp山 gMachinery）から毎年出ている 七色に輝く珠玉の名盤である。

Guide to Computing Literatureの CD-ROM （理工学部管理工学科助手）

i 版が出るという広告を会誌で見て，その日のうちに
！ 注文書を郵送した。2カ月ほどたって小包を受け取っ I 
てからあわてて CD-ROMドライブを注文し数 、々、h : 

Ji~ 、 ！日後には ComputingArchiveを動かすことがで 。；，，，；＼＇－.三き三ーヲヲ

！ きた。viv
一－ ‘， ！ とにカ〉く威力は絶大。肌年以降の計算機関係 －~ι 下

！ の論文12万3千件の齢、情報が，ことごとくキーヮー
i Fe ACM独町別コードつきで陥れ ： 
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情報センター職員研修について

一研修委員会 「情報センター職員研修

ニーズ調査」アンケート結果から一

みや いり あき

宮入暁子

（理工学情報センター
情報サービス担当課長代理

I はじめに

情報センター内に独自の研修委員会が1988年4

月発足し，人事部職員研修の部門別研修として位

置づけられている情報センター職員の専門研修を

体系的に実施するようになって3年が経過した。

情報センター職員研修制度及び「情報センター

職員研修計画（覚）」については，天野善雄研修

委員会主査から報告I）がなされている。

研修委員会は現行プログラムを体系づけると共

に，研修報告書の提出を義務化するなどの活動を

した。更に，変貌する情報環境に対応する職員研

修を推進するには，研修の対象になっている情報

センター職員一人一人の研修への認識，問題点そ

してニーズの把握が不可欠と考えた。

情報センター組織が発足して20年，図書館トー

タルシステム KOSMOS稼働に向け多忙時であ

り，更に将来に向け慶磨、義塾大学メディアネット

計画が明確化しつつある。そして今日，慶臆義塾

及び情報センターを取り巻く環境の著しい変化の

下，専門職教育で修得した知識・技術が急速に陳

腐化する状況にある。こうした時期にあるだけに

職員研修について様々な意見があると考えられる。

しかし研修への要望は，必要性を感じていないと

ころからは出てこないと思われる。その必要性に

ついて，あるいは伺故それを必要と考えるかにつ

いて少し思い巡らして欲しいと研修委員会は考え

「情報センター職員研修ニーズ調査」を実施した。

この調査の報告は，集計結果が中間報告の形で

1991年1月各センターにおいて回覧され，更に4

月 KULIC研究会において 「調査結果報告」が

研修委員会 （報告者：石黒敦子委員）からなされ

た。そして塾外において，天野主査が1990年11月

日本私立大学連盟業務別研修（図書館関係）：政

策課程及び12月私立大学図書館協会東地区研究部

会研修会において，研修及び調査結果に関連した

発表を行った。なお今回のレポートは，研修委員

会でのまとめを基に，私見も含まれていることを

お断りしておく。

II. 調査結果の概要・分析

1. 調査時期・ 1990年10月88～10月末日

2. 調査対象：管理職を含む専任職員全員

123名（男性55名，女性68名）

3. 回答総数： 95名（男性38名，女性57名）

うち有効回答93名（男性37名，女性5銘）

4. 回答者の情報センター経験年数

,..___ 1～5年16～10年｜岬～｜不明 ｜計

18名Is名 I13名I1名 137名
22名I20名 I13名I1名I.s6名

調査項目は以下の13項目からなる。集計数（ ） 

内は男性の回答分。

設問1「各種情報センタ一所管研修への参加の

有無」は79名（30）が参加経験あり。情報センター

経験年数5年以下の男性層は部局新人が多い為か

参加経験が少ない傾向にある。全体的にA.本部

所管， B：支部センタ一所管（本部調整）の参加

経験が多く， C～G・各センタ一所管は現行プロ

グラムがノマプリック部門対象が多く，経験所属部

署による参加チャンスの偏りがあると推測された。

設問2「参加した研修が有意義だった場合，ど

のように有意義であったのか。研修名，評価 ・感

想を自由回答」は52名が記入。例として「海外図

書館実務研修」は，参加経験者の多くが記入。日

常業務から離れ，海外の図書館での体験は参加者

に刺激を与え，良い意味でのリフレッシュとなっ

ている。「図書館 ・情報学 （大学院）研修課程」

も数人が記入。反面，日常業務をこなしながらの

長期（ 3～4年）にわたる研修の為，女性の修了

者（複数）からは，家庭生活，健康面でのマイナ

スの指摘もるった。それは参加チャンスが男性に

は主として~o代後半，女性には30代後半に巡って

くるという10年（職場での責任も増す）の開きが

原因でもあるようだ。情報センタ一所管研修中，

参加チャンス ・時期に男女絡差のある研修である。
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長期にわたる研修の為，女性のライフサイクルに

も係わる問題ではあるが今後検討を要するプログ

ラムの一つである。「情報センターコンビュータ

研修」は若手中心の参加経験者の多くが，人事部

新人コンヒ。ュータ研修を基礎にし確実にステップ

アップを図れ，業務に即して実施される点を有効

としている。全体的には，業務に直結するもの，

自分自身が参加することで良い刺激となるものが

多く，受身的な内容の研修を有意義としている人

は，参加経験者の多さに比して余りにも少ない。

設問3「研修リスト外で，個人的に参加したい

と考えた研修・講習会（塾内外の企画）があるか」

（自由記入）は19名が記入。例として 「マネジメ

ン卜関係」 「圏内他大学図書館での実務研修」「大

学の授業聴講」等。

設問4「情報センター職員研修は必要か」（選

択式）

1. t~であ 1 2, ！｛＇要で，3.土からな｜無 回答

例名 （32)1 o名 I s名c1) I 4名 （4) 

全体の90.3%が必要としている。

設問5「設問4の理由」（自由回答）例として

「業務に役立つ知識・技術の修得」「自己啓発のきっ

かけ」「自己研修の限界をカバー」「学外の動向把

握」「外からの刺激，視野が広くなる」また中堅

者以上から 「マンネリからの脱出」「知識 ・技術

のリフレッシュ」等。

設問6「現在の情報センター研修計画は図書館

サービスの向上にとって有効か」（選択式）

1.有効で12.
ある 無回答

I) 2）で全体の67.7%が有効としている。

設問7「設問6の理由」（自由回答）

理由と しては 「研修を受けた結果，業務上非常に

役に立っているよ “まあまあ”“それほど”の理

由として 「多くの研修内容が形骸化していると共

に参加側の参加目的や業務との関連性が明確でな

いものがあり充分な効果が上がっていないJ「各

種研修に有効なものと受身的なものが混在」「個

人の研修に終わっている」等。研修方針・目的の

不明確さとフィードパックの問題を指摘。

設問8「情報センター職員研修計画の問題点」

（選択式，コメント可，複数回答可）①「研修方

針・計画が明確でない」 36名（10）例として 「参

加させる前に （特に若手に対して）その研修の主

旨等を理解させる必要あり」等。②「研修プログ

ラムがよくないJ8名（2）例として 「受身的なも

のが多い」等。③「人事計画との関連性が明確で

ないJ22名（8）例として 「最大の問題です」「残

された者に大きな負担を強いる割りには，海外図

書館長期実務研修と人事計画との関連性が希薄で

はないだろうか」等。④ 「その他J例として 「誰
に何を，いつ受けさせるか，又どう継続させるか

がはっきりしない」等。

設問9「研修受講に係わる問題点Jc選択式，
複数回答可）① 「業務繁忙で時間的余裕がない」

49名（16）②「参加資格が明確でない」26名（8)

③「現在の業務に直接関連がないと関心のあるテー

マでも参加できない」29名（6）④「参加したくて

も言いにくい」9名（2）⑤ 「機会が均等でないJ
19名（4）⑥ 「その他J11名（5）。
設問10「今後必要な研修プログラムとその必要

度」（選択式，コメント可，複数回答可，必要度5

段階 〔最高5以下4, 3……〕） なお必要度は加

重平均として算出。＠ 「図書館・情報学に関する

一般的知識」39名（20）必要度3.31「特に部局新

人の為に」等。⑮「図書館・情報産業の動向に関

する情報」50名（23）必要度3.84。 「図書館員

の専門職としての有り方について」38名（19）必

要度3.68⑫「他大学図書館員との交流 ・意見交

換J54名（24）必要度3.61「自館を見つめ直すて
がかりとなる」等。②「情報センターの組織・業

務・資料全般」 50名（21）必要度3.98②「特定

業務に関するより専門的な知識」46名（18）必要

度3.98c「書誌学および貴重書」 36名（18）必

要度3.31⑪ 「BIJ31名（13）必要度3.71① 「レ
ファレンス ・インタビューJ34名（15）必要度
3.71① 「語学」53名（21）必要度4.21「扱う資料

の半分が外国語であるのをみても明らか，但し自

己研修？」等。 ＠ 「特殊形態資料」36名（17）必

要度3.31（））「特定主題資料について （統計，特

内
《
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許，議会資料等）」44名（17）必要度3.66「利用

者が使いにくい資料ほど指導できるよう把握する

必要あり」等。⑪ 「主題知識」51名（19）必要度

4.1人事計画との関係大。慶臆義塾のような法 ・

文・経・商・医学・理工等の分野を持つ総合大学

の図書館員にとり主題知識修得の問題は重要であ

る。テクニカル部門は選書 ・分類により正確 ・迅

速をきす為，又ノfブリ ック部門は専門的研究活動

に対するサービスを展開 ・発展させる為に重要で

去る。現行では語学と共に自己啓発に負うところ

が多い。⑪ 「情報検索J51名（19）必要度4問
。「ニューメディア」44名（20）必要度3.7「取

捨選択する眼を養う程度には必要」等。＠「コン

ピュータ」54名（22）必要度4.13「専門家にまか

せることはまかせるべき」「新人向きのみでなく，

中堅層対象も必要」等。＠ 「経営学」 29名（14)

必要度3「管理職と管理予備群に必要」等。⑮

「システム論」26名（13）必要度3.08⑤ 「その他J
9名（5）。

必要度順位は， 1位 「語学」 2位 「コンビュー

タ」3位 「主題知識」となる。なおこの項目は，

今後の研修プログラムとしての必要度を問うもの

であったが，自己啓発を含めた視点からの回答も

「語学」等の場合あった。

設問11「自己研修は必要か」（選択式）は必要

78名（30），不必要4名（0），無回答11名（7）。

設問12「自己研修内容を自由回答」は「語学」

「唱広い関連分野の雑誌を読むJ「各自に自己研修

意欲とその方法が確立していなければ，公的研修

プログラムは．どれほど整備され，高度化してい

ても生かされることはない」等。

設問13「研修に関する意見を補足」（自由回答）

は， 「自己研修が必要であるという共通認識を持

ちたい。自己研修とプログラム化された研修の二

本から研修は成り立つという認識がないと研修の

肥大化がおこる」「研修はその人が一番必要とす

る時にチャンスが与えられることが肝要」等。

ill. 研修に関する問題点ーアンケート結果か

り－

1. 研修計画の方針・目的が明確でない

①個々のプログラムの研修目標設定と目的明
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示の必要性，②どういうキャリアの人がどうい

う研修をどのような時期（年齢）に受けるのか

不明確。

2. 研修計画案内 ・広報の不備

個々の研修フ。ログラムが的確に把握できない。

3. 受講前のアドバイ スの必要性

能力の向上開発には，達成すべき目標が明確

であれば去るほど強く動機づけられ有効である。

特に若手に対しては，その研修の主旨等を理解

させる必要がある。所属長，先輩職員の役割の

発揮が重要であると共に，参加者も積極的にそ

の主旨等を理解する努力が必要である。

4. 受講後のフィ ードパックの必要性

①参加者へのフィ ードパックの必要性

「研修報告書」に対する所属長の評価等，研

修受講後のフォローが重要である。

②組織へのフィ ードパックの必要性

情報センターの仕事は，組織として機能的に

運営されなければならず研修の成果は個人に留

まるものでなL、。組織に還元されてこそ意味を

なす。研修には効果測定が容易なものとそうで

ないものがあるが，研修に際しては，個人の受

身的な姿勢ではない積極的な姿勢と共に，組織

としては個人がフィードパッ クできる環境形成

も不可欠となる。

5. 人事計画とのつながりがない

研修計画立案のスタンスとしては①効果的 ・

効率的プログラムを立案する研修計画と②職員

技能の充実 ・向上によい組織をつくる人事計画

の2つがある。研修委員会は基本的には前者の

立場にある。しかし方向性を持った人事計画が，

効果的 ・効率的プログラム立案に不可欠なもの

であることを，本部，各センター副所長へ調査

結果を以て提言する必要があろう。どのような

キャリアの人がどの時点でどのような研修が必

要か，図書館員の継続教育を考える意味でも個

人ファイルが必要となってくるだろう。現在人

事異動により，各情報センター内どこでもこな

せる平均化されたジェネラリストが多くなって

いる。しかし将来において機械環境下でも，伝

統ある鹿慮義塾の蔵書を駆使し又より高度な図

書館サービスを行う為には，スペシャリストの



存在も不可欠である。あるキャリアの時点で針

路の方向を確認する意味でも，研修の記録とし

ての個人ファイルが必要になろう。

6. 研修受講に係わる問題点

「業務繁忙で時間的余裕がない」は，回答者

の52.7%の人が指摘している。

IV. 今後必要とされるプログラムについて

長期的展望と短期的展望に立脚した組織のニー

ズと個人のニーズ，研修として効果の上がるもの

と業務で行うべきもの等の見極めが重要である。

今後，慶臆義塾大学メテeィアネット計画等により

組織が変化し職員構成も変わるようになる。業務

と研修と自己啓発がうまくかみあわないと “研

修の肥大化”を招色“研修の為の研修”となっ

てしまう。また業務繁忙の折り，業務と研修のバ

ランスをとることも重要であろう。1位 「語学」

に関しては，英会話は人事部所管プログラムにも

あり，また語学全般については自己啓発をしてい

る人は多い。特殊言語については，金銭的援助

（慶臆外語以外）の必要性があるのではないか。

またカウンター用基本会話集の作成等が考えられ

る。2位「主題知識」に関しては，主題専門家の

養成法の検討も大きな課題である。大学の授業聴

講も考えられるが，“図書館員の為の化学”とい

うように短期間で効率的に知識が修得できるプロ

グラム開発の可能性をさぐる必要がある。3位

「コンビュータ」に関しては，今後，仕事自体が

機械環境の下で行太れることになり，職場環境変

化（研修と業務のボーダーラインがなくなる）を

踏まえた対応が必要になる。今後トータルシステ

ム開始により，情報や技術の標準化を目指して地

区を越えた研修も必要である。業務に直結した，

自前のプログラムの充実に努め，発表の場である

KULIC研究会と連動することもー案である。

広報誌 「KULIC」への投稿も，研修の一貫として

書き手の層を広げるようにすれば，能動的研修と

なると共に発表 ・レポート作成の訓練として有効

である。

v. 問題点解決に向けて
研修は，組織が “あるべき姿”を提示し，方

向性を持った人事計画の下，研修環境を整え，そ

して方針・目的を持ったプログラムが効率的に運

用され，自己啓発に裏づけられた積極性を持った

館員がその研修シナリオを演じ組織に還元して

こそ効果を発揮する。今後，研修委員会では年間

計画の公表として1992年度研修プログラム全体

（プログラム説明，目的付き）を副所長を通じ各

センターへ配布する予定である。また研修のフィー

ドパックとして研修を総評し年間計画へ反映させ

る。なお研修を通じて得た情報を参加者が組織に

伝達することが必要である。そして研修前のアド

バイス及び研修後のフォローを所属長や先輩職員

が行うことも大切である。人事計画との関連性は，

研修全体の成果を支える個人の研修意欲にも影響

を与える問題であり，今後の課題となるだろう。

VI. おわりに

図書館トータルシステム KOSMOS開発中の

業務繁忙時のアンケート調査であっただけに，日

常業務に立脚した様々な意見があった。演じる芝

居の内容によって求められる役者が変わるように，

変貌する情報環境の下，慶臆義塾の職員として，

かっ図書館員としての役割を見直すきっかけとな

れば幸いと思っている。198経手アメリカでのARL

の調査2）によると， 26館中14館に StaffDevel-

opment Officeがあり，他館にも専任スタッフ

がいる例が多くあった。一方情報センターでは，

本部指導の下，各センターから 1～2名のスタ ッ

フが仕事の合間に行っている状況にある。研修委

員会としては，今回の調査結果を参考にし，今後

の研修フ。ログラム立案等に役立てていきたい。
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魅せられて…… ！？

柴野麻里子

三回の整理課に籍を置いて．早くも4回目の秋を

迎えようとしている。

利用者と接する機会の多いパブリック部門に較べ

「地味」なイメ ージがつきまとう墜理課。しかし，

目録作業を通して図書館の変化を

つぶさに見て行ける，という点で

は，他のどこよりも魅力的で目が

離せない。折りからの機械化の波

に挑戦し，固まぐるしく変化し続

ける整理課の，紫顔と奮戦ぶりを

ご紹介しよう。

学情から OCLCへ

その当時．課では学術情報セン

ターオンライン目録システム （通

称学情）利用による目録作業が徐々に本格化しつつ

あった。全国の大学図書館と共同で 「総合目録」を

作成していく．という全く新しい試みである。配属

されたばかりの新人達の仕事は．まずは学情端末の

胸を借りて．機械による目録作成のイロハを学ぶこ

とから始まった。（それにしても．よくダウ ンする

相手ではあった…一。）

しかし，平穏な日々は長くは続かない。数カ月後

に早くも OCLC導入による目録作業がスター卜し

たのである。システムに慣れるまでにはかなりの時

間を要したものの． こうした世界レベルの各種ユー

ティリティーに接することは．我々にとって大変な

プラスであった。（整理課だけにある機械に触って，

密かに優越感に浸ったものである…・・。）

ファイリング地獄からカー ドレス化ヘ

こう して， 日々端末に向かう時聞が増える中， 業

務体系にも様々な変化が起こって行った。洋書のカー

ドレス化は，その中でも特筆すべき出来事であろう。

基本目録だけは，従来通りカードという形で維持さ

れるものの，副出 ・仕分け ・ファイリングという膨

大な作業の省力化が．こんなにも早く実現しようと

は。（学生アシスタント時代に苦しめられたファイ

リング地獄がウソのようだ……。）

しかし，感慨にふけってばかりもいられない。翌

年の春には．丈一ドレス計画の一環として，利用者

向けのオンライン目録 （通称 OPAC）を作る為，

専従の開発チームが臨時編成されたのである。その

結果，整理諜の人員は大幅に削減され．業務に大き

な支障をきたすζとになった。（大きな不安と，小

さな決意…－－。）

遡及入力から全盛機械化へ

それから3カ月後，苦しい状況に更に追い討ちを

かけるように，遡及入力事業（通称、 RECON）が

開始となる。何しろ，洋舎のうち

約20万仰を総て機械可読化しよう

というのだから， 一筋縄ではいか

ない。（正問、明の古いカード （つ）

にグチりつつも．歴史は繰り返す

まい．と思わず心に誓った……。）

その後再び，藤沢開設準備に伴

うスタッフの減少という試練を経

て．整理課は約3年に亙った洋

の遡及入力作業を終え，現在平日

の RECONに移ろうとしている。また全聖書トータ

ルネッ トワークシステムの稼働も，いよいよ目前に

迫った。（連日連夜の会議を経て， ようやく日の目

を見るこのプロ ジェクト……是非とも成功して欲し

い。）

激動の中で育つ若手スタ ッフ

こうして振り返ってみると，この3年半というも

の，整理課では常に新しい業務が目白押しの状態で，

息つく暇さえなかったように見える。諜にとって，

それは明らかに 「激動の時代」であり，また慶大図

館全体にとっても，一つの大きな 「転換期」であっ

たことはE在かである。

そのような時期にもかかわらず，整理諜にはいつ

も活気があった。自主性を尊重するのびのびとした

環境のもとで，今ゆっくりと， しかし確実に新人達

が育ちつつある。そしてその中には．新しいプロジェ

クトの影におびえながらも．底知れぬ 「整理課の魅

力」に引き込まれて行く．私自身の姿もあった。

（三国情報センター整理課）

－ －  
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組織とライブラリアン

一一UCLAの図書館で働いて一一一

たち

舘
たづこ

田鶴子
（医学情報センター
情報サービス担当係主任

Peer Review 

UCLA (University of California, Los An-

geles) Biomedical Libraryのレファレンスデス

クにこんな質問を持ってきた利用者（若い医師）

がいた。「peerreviewについて書かれた文献を

探したい。」 レファレンスライブラリアンは雑誌

の peerreviewのことかと思い， IndexMedicus 

を使っていくつかの論文を拾ったところ，彼の求

めていたのは雑誌のそれではなく，病院で働く医

師聞の peerreviewについてであることがわかっ

た。

筆者は， 19叩年10月より約10か月間の交換プロ

グラムによって， UCLAEast Asian Library 

に働く機会を得たc江戸期の日本文学，美術書よ

り成る JulianWrightコレクションの目録をと

り， OCLC/CJKター ミナルを使って入力するの

がその内容であった。と同時に， libraryschool 

のクラスを聴講したり，同じキャンパス内にある

Louise Darling Biomedical Library （以下Biomed. 

と略す） で研修を受けた。先の質問は．その研修

中に Biomed.のレファレンスデスクで経験した

ものである。これは，質問を受けたライブラリア

ンも意味を取り違える程珍しいものではあったが．

筆者にはアメリカ社会だからこそ出てくる質問で，

日本では考えられないという思いがあった。日本

人からみると，あまりにプライベートでインフォー

マルなテーマである。

Peer reviewは仲間同士の評価を意味する。

UCLAの図書館では，それを使ったシステムが

プロモーションのための評価方法として採用され

ている。実際にどの様に運営されているのかを．

ここで簡単に紹介する。

UCLAの LibrariansAssociationでは Peer

Review Manualをまとめている。この方式を図

書館で採用した理由は，大学が経験豊富な人材を

長期的に確保するためであったが，州立大学とい

うことも影響を与えているようである。ライブラ

リアンにとっては，公明正大な評価を期待できる

し仕事についてアドバイスを受ける良いチャン

スともなる。このシステムの対象は， MLSの資

格を持つプロフェ ッショナルライブラリアンであ

る。また， UCシステムのなかで、もキャンノfスご

とに異なる評価方法を持つ。よって，ここに紹介

するシステムは UCLAに特有なもので，決して

アメリカの大学に一般的な方法ではないことを断っ

ておく。

Peer review は PeerReview Committeeに

よって運営される。Committeeのメンノイーは，

30人のボランティアで賄われる。評価対象となる

ライブラリアンのレポートを30人のうちコーディ

ネータの選んだ3人が読み，プロモーションに価

するかどうか判断し推薦する。これらの資料は

University Librarian （大学図書館長） と Com-

mitteeで再度検討され，最終的には University

Librarianが昇格・昇給の決定を下す。評価を受

ける側は， Committeeのメンバーのうち自分の

レポートを読まれたくない人を指示することがで

きる。しかし，誰が自分のレポートを読んだかは

知らされなし、。機密は厳重に守られる。また peer

reviewの本来の意味から， 3人のうち 2人は同

じランクの同僚から選ばれる。

提出するレポートは次の 3種類である。Data

Summary, Statement of Professional Achieve-

ments, Statement of Responsibilities。これに

スーパーパイザの評価が加えられる。Professional

Achievementsには次のうち少なくとも 1つを報

告できればよし、。外部団体， たとえば各種の

Library Associationで Committeeの委員を

している，大学内外で講師をする，他機関へのコ

ンサルタントをする，研究助成金を得て研究活動

を行う，等である。また Statementof Respon-

sibilitiesは，各ポジションの仕事内容を記述す

Fhυ 
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制抑制砂間閣制仰倒掛端抑制抑制側側仲間間抑制併抑制抑制抑制抑倒的抑制倒閣抑制砂防掛制附抑制帥抑制抑制柑制帽抑潤 悦 時 古

る。ここで，スーパーパイザの役目として，その

ユニットで働くスタッフのプロモーションを促す

ような配慮や各自の能力を引き出す指導性が求め

られる。もしスーパーパイザがこれに対して消極

的であると弊害を生むことになりかねない。UC

システムで－は統一の給与表を持つが，ランクとス

テップより成る給与体系はライブラリアン，ライ

ブラリ ・アシスタント （LA），ジェネラル ・アシ

スタント（GA)（多くは学生）で分かれる。

さらに，ライブラリアンには3つのランクがあ

る。AssistantLibrarian, Associate Librarian, 

Librarianの順に上のランクとなる。各ランクは

各々 6,7, 5ステップに分かれ，上位ステップに

移る際にレポート作成の義務がある。 Assistant

Librarianは毎年レポートを提出し， 6年目の評

価によって次のランクである AssociateLibrarian 

になるか，あるいはポジションが得られず退職す

ることになる。AssociateLibrarianから Librarian

への昇格は義務づけられていない。何年でも

Associateのランクに留まることができるが，経

験年数を積んでも，給与表の改定がない限り給料

は上がらなし、。上位ステップへ移行する平均在籍

年数はl～3年の聞きがある。上位ランク程その

期間は長くなる。大学側はこの方式により，必要

に応じてキャ リアのある専門家をより多く，長く

確保できるメリ ットがある。さて，給料はこの様

にランクとステップで決まるので，仕事の種類に

よる訳ではなL、。しかし仕事内容とポジション

担当者のランクやステ ップは無関係ではない。

UCLA Biomed.の組織図（図1参照）を参考に

すると， Librarianから GAまでのラ ンクが，

各 Department, Division内に並んでいる。

Divisionによってはライブラリア ンではないノ

ンプロフェッショナルがヘッドである。

以上が UCLAの peerreviewシステムの概

要である。次にこういった組織で働くライブラリ

アンの専門性や意識について，滞在中の経験を基

に筆者の感じたことを述べる。

Open Position 

アメリカでは仕事は求めるものであり，与えら

れるものではなし、。またこういう言い方もできる。

組織が人を育てるという意識がなし、。よって，働

き手の意志が非常にはっきりしている。仕事を選

ぶ際にどんな経験を積んだから次はこの仕事をし

たい，あるいはこういうセミナーを受けて知識を

身に付けたからそれを生かせる仕事をしたい，等

である。大学の主催するセミナーからも career

developmentへの関心の高さが伺える。常に自

分をアピールする習慣の強い国だけにダイナミッ

クな人の動きにはかなりのエネルギーを必要とす

る社会といえよう。

筆者が UCLAに滞在中にも， AUL(Associate 

University Librarian ）の openposition に 5

人の候補者があり，その採用のための委員会が数

か月に亙って活動していた。UniversityLibrarian 

や他の AULとの数回にわたる面接だけではな

く，一般スタッフの誰でも参加できる公聴演説会

も聞かれる。どんな考えの人なのか，どんな組織，

サービスを目指しているのかを聞くことができる

訳である。こういった面接と演説が1か月間行わ

れた後，選出された人がそのポジションを得る。

これは AULという組織の要となるポジション

の採用方法であるが，ユニット内のポジションで

もユニットヘッドによる面接か時に行われていた。

Open Positionは広告によ って知ることができ

る。Positionavailableのサーキュラーは実に

頻繁に回ってきた。そこに含まれる情報は，ラン

ク，ポジション ・タイトル，ユニット名，給水神面，

仕事内容，望まれる資格 ・経験である。応募者の

年齢は問われない。

転職とライブラリアン

実際にアメリカ内のいくつかの医学図書館を見

学して多数のライブラリアンに会ったが，時に彼

らのパッ クグラウンドに話が及び，次の様な転

職経験を聞いた。口腔外科医から Information

Services Headのライブラリア ンになった人，

Science Libraryから MedicalLibraryに変わっ
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た人，社会科学系の図書館で利用教育担当だった

後，医学図書館に来て LearningResource Center 

の仕事に就いた人， BRSのインストラクターか

らUCLAのBiomed.に事務室を持つ Regional

Medical Library Service の Online Service 

Coordinatorになった人，病院図書室での経験

を生かして大学図書館のレフ ァレンスライ ブラ リ

アンになった人，等。地域，館種を越えた人事交

流があることがわかった。また， NLM（米国立

医学図書館） では採用の際に，むしろ BRSや

DIALOGといった NLMと異なるシステムの経

験者を歓迎する。伺故な ら他システムの教育は

NLM内ではできなし、から，という話も聞いた。

この様に書くと人事異動が頻繁にあるようだが

勿論アメリカでも閉じ図書館に長く勤めてキャリ

アを積む人もかなりし、る。特に区曙館に働くスタッ

フは女性が多いため，この傾向は強いと考えられ

る。しかしながら．国立，州立，私立といった組

織の違いや，大学と民間企業の壁を越えて人事交

流がある，という事実に新鮮なものを感じ，その

通気性の良さが組織の‘活力につながっている様に

思えた。また，自分の意志で職場やポジションを

自由に変えてリフレッシュを図れるのは良いこと

だと思う。勿論それには個人的な努力が必要であ

るが。

図書館を支える人々

アメリカの図書館組織のもうひとつの特徴は，

全スタッフに占めるプロフェ ッショナルの割合が

低い（平均で約1/3）ことである。さらに，プロ

フェッショナルのポジションを機能別にみると，

約半数は informationservice, education service, 

administrationに集中している。最近ではシス

テムの開発 ・分析 ・維持に関わるプロフェ ッショ

ナルも徐々に増えている。特に ！AIMS（統合型

学術情報管理システム）を推進している医学図書

館でこの傾向は顕著であり，パラプロフェ ッショ

ナルと言われる人々も含めてコ ンピュータ，シス

テム関連の仕事に従事し，ライブラリアンと共に

働いて新しいサービスを支えている。

その一方で，従来通りの基本的な図書館サービ

ス，たとえば貸出カウンターには多数の学生アシ

スタントを置いている。UCLAの Biomed.を

例にすれば，常時 14～5人の学生が授業の合間に

働いている。彼らの仕事はカウ ンター業務と返本

であるが， ORIONと呼ばれる UCLAのシステ

ムを使って見事に仕事をこなしている。彼らのパ

ワー，そして彼らを教育し監督する立場にある

Management Service Officerの手腕は素晴ら

しい。夜11時までの開館を支えているのも彼らの

力である。この様に学生の一部とはいえ，勉強し

ながら自分たちの大学（他大学ではなく）の運営

に直接関わっている姿には，日米の大学生活の違

いを感じた。ただし，アメリカにおいても医学部

学生の働く姿は図書館に見られなかった。 学生

アシスタントの活躍Lているもうひとつの場所は

ILL/DDS C:nterlibrary Loan/Document Deli・

very Service）である。UCLAの Biomed.ではこ

こにも10名程のアシスタントが ORIONExpress 

(UCLAの内部利用者への DDS）や Loansome

Doc （学外の登録した個人利用者への同様のサー

ビス。NLMが GRATEFULMEDの利用者用

に開発したゾフトを使った申込み方法）で申し込

まれる文献コピー等の依頼に応じている。アメリ

カの主要な医学図書館では ORION Expressの

様にターミナルから直接，自館所蔵の文献につい

て，コピーの申込みができるよ うになっている

（有料）。こうした便宜は利用者にとって測り知れ

ずありがたいものであるが，それを支えているの

は多数のノンプロフェ ッショナルなスタッフであっ

た。

また， ターミナルから直接申し込まれる以外に

も， レファレンスデスクで相互貸借の依頼を受け

る。これは書誌事項の確認が必要となるのでライ

ブラリアンの手を介して，ILLへまわされる。

そこから先は事務的な手続きが多くなり，担当

は Management Service Officer や Library

Assistantの仕事である。彼らが学生を使って，

月に4,000～6,000件を処理している。この様に
ILLでライブラリアンのいないスタッフ構成と

のパ
u
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なったのも，ひとつは組織の合理化のため，もう

ひとつはコンピュータの力である。つまり， NLM

/DOCLINE, MEDLINE, OCLC-ILL等の導入に

よる業務の簡素化，マニュアル化が進んだためで

あるといわれる。それ以前は，かなりの経験や知

識が必要とされたが，今ではマニュアルに従えば，

ある程度の教育は必要とするもののノンプロフェ ツ

ショナルがこなせる仕事となった。

また， レファレンスデスクにおけるサービスに

ついてもアシスタントを有効に使っている。

UCLAでは， ライブラリアン以外にも library

schoolのヘルスサイエンスコースの受講者がデ

スクを担当し，週末と夜間のレファレンスサービ

スに貢献していた。JohnsHopkins大学 William

Welch Medical Libraryでもレファレンスデス

クのスタ ッフは LibraryAssistantを置くこと

にしたと言う。これについて， レファレンスヘッ

ドはこんな感想をもらしていた。「確かにサービ

スの姿勢はプロと違う。私達ライブラリアンであ

ればもう少し違った答え方をすると思うこともあ

る。けれども彼らは任せるに充分な仕事をしてく

れているし，私達はデスクに出ている時聞がない。」

こういう事情であるから，別の医学図書館でレ

ファレンスデスクのコーディネータが 「私が，伝

統的なレファレンスサーピスのコーディネータで

す。Jと語ったそのことばに筆者は妙に納得のい
く気分になったものである。というのは，医学図

書館のパブリ ックサービスでプロフェッショナル

といわれる人々が携わっている仕事が徐々にデス

クを離れたところに移ってきているからである。

図書館サービスの多様化と広がり

図書館システムが高度になる程，サービスは多

様化する。それを利用者にわかりやすく説明して

利用を促進しなくてはならなし、。たとえば OPAC

と呼ばれる目録サービスとインハウスデータベー

スサービスはたとえ閉じターミナルから検索でき

るように設計したとしても，そこに動くインター

フェースは別々である。こういった単純な利用指

導に始まり， 1980年代のアメリカで流行となった

Microcomputer Laboratory /Classroomの設置

に伴う医学教育用プログラムの案内や使い方の説

明，そして最近では情報管理技術の習得のための

セミナー，ワークショ ップの企画等，多種多様な

教育プログラムを開発し実施するために Edu-

cational I Instructional Services や Micro-

computer Resourcesのコーディネータが置かれ

ている。どこの医学図書館でもこの分野のコーディ

ネータからは，未知の可能性を追求する情熱を特

に強く感じた。しかし，実際問題として Micro-

computer Lab./Classroomのスペースや講師と

なる人員の確保には苦労の跡が見えたし，サービ

ス開始当初は思った様な効果が出ずに，教える方

も教えられる方も共にストレスフルであったとい

う話も聞いた。何事も新しい仕事には忍耐と努力，

そして多少の困難はあってもあせらずにできる事

から積み上げてし、く実践の精神が必要であると教

えられた。

こういった新しいサービスを開拓する先見性も

さることながら，それを可能とするための組織作

りの上手さがあると思う。社会基盤が違うことは

勿論であるが，助成金や寄付金も上手に入手する。

慶慮義塾大学で新しいシステムを稼働させようと

している今だからこそ，組織の目的，仕事の優先

順位を明確にさせ，プロフェ ッショナルが何をす

べきなのか考える時が来ている。

蛇足となるが， flexibletimeについても，避

けて通れない問題ではなし、かと思う。プロフェ ツ

ショナルであればなおさら，時間の管理は個人で

行うべきものである。今後，労働時間の短縮に向

かうためにもこの方法は有効であろうし， レファ

レンスデスクでは，医学部利用者の利用時間に合

わせたサービス体制が組みやすくなる。

最後に，スタ ッフ不足のなか，心よく出張に出

して下さった医学情報センターのスタッフ一同に，

また交換プログラムの推進に尽力下さっている本

部事務室に深く感謝いたします。この機会がひと

りでも多くのライブラリアンに与えられることを

切に祈っています。
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三国情報センターにおける新刊和書の

pH値測定結果

かざ ま しげひこ

風間茂彦
（三回情報センター閲覧課課長代理）
資料保存対策委員会

I. はじめに

御存知のように， 「酸性紙問題」は， 21世紀を

目前に控えた今，学術図書館の抱える極めて深刻

な問題である。19世紀半ば以降に出版された図

の用紙が敵性劣化によって朽ちてゆくというこの

現象は，内容／形態の保存という図書館機能に対

しての自然の挑戦である。対処のアプローチには

いくつかあるが，劣化したものに施す対策を考慮

すると同時に，将来を見越して，劣化する資料を

作りださないよう対策を講じる必要がある。用紙

に中性紙を使用する運動は，そうした必要性のも

とに展開してきたものである。

そうした動きを受けて，国立国会図書館では，

継続的調査の一環として， 1989年圏内刊行図書の

うち 600冊を無作為抽出し，更にこのうちの一般

図書（コート紙，更紙，文庫，新書を除く ）390 

冊について用紙の pH測定を行った。この結果

については，同図書館月報第357号（199伴 12月）

に詳しいが，慶磨、ではその結果に基づいて新刊和

書の用紙調査を行い，三田情報センター収集分に

ついての測定結果をまとめるに至った。ここでは

その結果について報告し， 当センターに於ける新

収和書の用紙の pH度を知る参考としたい。

II.調査の方法

① 国立国会図書館が調査対象とした 390冊を

三田情報センターの1991年5月12日現在の受

入ファイルと照合し，合致するもの52冊につ

いて調査した。（データ A)

②①でのサンプル数の不足を補うために①の

サンプルに，その時点では選書されていない

が， 三田情報センターの選書ポリシーの範囲

内にあるもの55冊をさらに加え，それら 107

冊について調査した。（データB)

③ データは， A • B 共に．民間の出版物と官

庁の出版物に分けて分析した。

ill.結果の考察

国立国会図書館では，pH6.5以上を中性紙と

しているが，それを基本に今回の調査結果の考察

をしてみよう。

民間出版物に関してはデータ A・B共にほとん
ど同じ傾向を示している。それは量的に pH7.5

とpH4.5の2つのピークを持っている。最大の

ピークは pH7.5であり，それを中心に全体の80%

以上がpH6.5以上に分布していることがわかる。

国立国会図書館の調査によると全体の約74%が

pH6.5以上に分布し，今回の三田情報センター

の結果はこれよりも若干中性紙寄りに分布してい

ると見ることができる。一般的な図書も含めた全

ての出版物を収集対象とする国立国会図書館と，

アカデミ ックなものを中心とする慶臆との聞のこ

の相違は，アカデミ ックな図書の用紙の中性紙化

が一般図書よりも比較の上で進んでいることを表

しているといえよう。いずれにせよ， 三田情報セ

ンターの受入れ民間出版物新刊和書をみた場合，

その殆どに中性紙が使われているという傾向を読

み取ることができる。しかしもう一方の pH4.5

のピークの存在は，もし放置したならば100年後

の資料保存状況に確実な影響を与えることは明白

である。官庁出版物に関しては，サンプル不足の

ために必ずしも AとBが近似の値を表していな

い理由を検証することは難しいが，傾向として言

えることは，どちらの場合も最高のピークは pH

4.5にあるということである。今回の調査では，

官庁出版物のデータがあまりにも少なすぎるので，

この結果をそのまま三田情報センターの一般論と

結びつけることは難しいが，この官庁出版物に p

H値の低い用紙使用資料（酸性紙）が集中してい

るという傾向は国立国会図書館の調査でも裏付け

られている傾向である。こうした傾向は官庁出版
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物の保存性の弱さを物語っており，取り分けその

部分に対しての先取りした対策なしには，長期保

存を保証し得ない現状を読み取ることができる。

IV.結語

今回の調査は，新収和書の用紙の状況を確認す

る機会を与えてくれた。しかし重要なのは確認で

KULICのノウハウ

はなく把握した問題点への対応である。逆説的で

はあるが，大学図書館といえども，その第一の使

命は，収蔵資料の利用を保証することであろう。

その意味での資料保存対策の策定の重要性は，資

料へのアクセスビリ ティの増大と比例して重要度

を増していくのである。
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三田及び日吉情報センターにおける

CD-ROMサービスについて

いし ばら とも

石原智子
（日吉情報センター ） 
パブリック ・サービス課／

みや ざき やす

宮崎康子

（三田情報センター資料課）

近年，情報の多様化・ 情報量の増大にともない

情報提供の場である図書館 ・情報センターでは，

資料・情報の電子メ ディア化が進んでいる。この

ような状況に対応すべくニューメディアのひとつ

として CD-ROMは注目され，利用も徐々に広ま

りつつある。

慶臆義塾の各情報センターでも，ここ数年間で

多くの CD-ROMが導入されている。ここでは人

文 ・社会科学分野に絞って三田及び日吉情報セン

ター （以後，三田，日吉と省略）で導入している

CD-ROMについて，その概要と特色，利用の現

状，問題点，今後の展望などを中心に述べてみた

し、。

I. 導入している CD-ROMの特色

表1は， 三田と日吉で導入している CD-ROM

の概要である。この表を見ると，法学3種類，教

育学1種類，経済ビジネス 5種類，新聞記事2種

類．学位論文1種類，図書館情報学2種類，書誌

情報3種類，事典2種類，というように主題範囲

が玄いということに気付くと思う。また，表中の

導入時期の欄を見ると，三田は年々増加し，特に

1990年には9種類も導入しており著しく伸びてい

ることがわかる。これに対し日吉はむしろ減少し

ている。これは，利用者の要求の度合いや利用者

層の違L、からくると考えられる。また三田に比べ

て日吉の端末機の数が充実していないということ

もCD-ROMの導入が促進されない原因のひとつ

であると思う。
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この他に両者に共通していえることは，書誌情

報データベースだけでなく，全文データベースも

提供しているという ことだ。（BPO,CD-HIASK) 

さらに，三田については CD-ROMの導入セク

ションにも特色がある。 他セ ンターの場合 CD-

ROMの導入は基本的に情報サービス担当（レファ

レンス担当のセクション）で行っているが， 三回

では他に資料課でもサービスを行っている。これ

は，三田における業務分担の特色からきている。

資料課は雑誌・新聞などの逐次刊行物を扱うセク

ションであり，そのサービスの一環として CD-

ROMを導入している。特に総合資料室では，経

済学，法学，政治学の専門資料室として，逐次刊

行物に限らず社会科学系の CD-ROMサービスを

行っている。一方情報サービス担当では， レファ

レンスサービスに必要な書誌情報のデータベース

を中心に導入している。はっきりとした形ではな

いが，一応このように CD-ROMの導入について

役割分担を行っている。

II . 利用の現状

CD-ROMの利用状況に関してはきちんとし

た統計をとっていないので，大まかな状況を述べ

る。

1. 導入後の広報と利用指導

新しい CD-ROMを導入する場合， 三田では

「LIBRARYNEWS」の配布 ・掲示を行っている。

デモンストレーションは行っておらず，利用者に

は利用の度に個別に説明している。その際，利用

者がどの程度キーボードを使え，また CD-ROM

を理解しているかを判断し， レベルにあった利用

指導を行っている。三回では CD-ROM専用の端

末機を置き，利用者に完全に解放している。そし

て，端末機のそばには図書館員が整備したひとり

でも検索できるようなマニュアルが置いであり，

代行検索は行つてない。日吉では， 「使ってみよ

うCD-ROM と題した図書館活用セミナーを催

し，解説とデモンストレーションを何回か行った

ことがある。日吉は CD-ROM端末機が業務用の

端末機と兼用なので，立ち上げと終了は図書館員
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表I 三国とB吉で導入している CD-ROMの概要

タイト lレ 主題 ・内容 ノ、ードウェア 設置場所 導入（年）

新聞 CD-HI MK  朝日新聞記事 目立グーテンベルグ 三回雑誌~ 1989 

線車

日吉

News pa問rAbstracts Ondisc 米国新聞記事 Sony Quarter L 三田雑誌室 1990 
(IBM PC/ AT) 

量献事

リーガルペース 圏内半！｜例要旨 日立グーテ ンベルグ 三回雑誌室 1988 

判W!JMASTER 国内民事判例要旨 ・書誌 NEC-PC 9801 ES ，， 1990 
情報

Index to Legal Periodicals 外国法律文献 Sony Quarter L 三回総合資 1990 
料室

A Bl/INFORM 英文雑誌記事抄録 専用 WS, In for-三回総合資 1990 

ビ mation Delivery 料室
ジ System 2000 ( IDS 
ネ 2000, UM!) 
ス

文献富
Business Periodicals Ondisc A BI/INFORMのうち ，， ，， 1990 
(BPO) の約 300誌の全文

Compact Disclousure 米国企業情報 Sony Quarter L II 1990 
株式情報

買書童量
JETRO-ACE 国民経済・貿易情報 目立グーテ ンベルグ 三回雑誌室 1988 

KSK-SCANNER 新聞 ・雑誌記事情報 ，， ，， 1988 

Library Literature 図書館 ・情報学文献情報 ACER MPF-PC 1 三田図都会 1989 

書図館
500 ( IBM PC/ A 情報学資料
互換機） 室

情報学

ERIC 教育関係文献情報 II ，， 1989 

CA-CATSS 書誌情報 ・目録検索シス ，， ，， 1990 
テム

害 CD-BOOK 新刊情報 （図書内容） FM-R60 日吉 1988 

誌 J-BISC ( Japan MARC on 圏内容誌情報 ，， ，， 1988 
情 Disc) 

報 NACSIS-:::D ，， ，， ，， 1988 

人 CD－現代日本科学技術者大事典 事典 FM-R 60 日吉 1988 

物情報 CD－現代日本執筆者大事典 II ，， ，， 1988 

Dissertation Abstracts Ondisc 博士 ・修士論文 専cu用MWS IDS 1000 三ビ回ス↑欝担日当サー 1991 
I) 
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が行っている。代行検索も可能であるが，使い方

を指導した後は本人に検索してもらう場合が多い。

2. 利用の目的

利用の目的としては，特定のテーマに関する新

聞記事を探す場合，統計数値を必要として来る場

合，判例を探しに来る場合が多いようである。三

田の場合 「LIBRARYNEWS」を読んで興味を

持ち，使いに来るという利用者は少ない。現状は，

実際に利用した人や教員から紹介された場合が多

いようである。また日吉の場合，学部の授業（法

学情報処理・研究情報処理）と関連して利用され

る場合も多L、。

3. 利用者について

利用者層は， 三田の雑誌室，図書館情報学資料

室，日吉では学部生が大半を占めている。 三田の

情報サービス担当では，図書館員が使う場合が多

い。三田の総合資料室では，教員と大学院生が大

半を占める。

では，利用者の CD-ROMに対する反応はどう

だろうか。欲しい情報がすぐ手に入り便利だとい

う声や朝日新聞以外の新聞記事情報もあれば良い

等の希望もあり，有用性は認識されているといっ

てよいであろう。事実，判例マスターや CD-

HIASK, J-BISC, ABI/INFORMなどは，利用

頻度が高く，ほぼ毎日利用されている。

4. オンライン情報検索との関係

CD-ROMを導入することによって，オンライ

ン情報検索の利用に影響を及ぼす図書館もあるが，

我々の場合はどうであろうか。人文 ・社会科学分

野におけるオンライン情報検索サービスの導入は

自然科学分野に比べて遅く， しかも日経ニュース

テレコン（新聞・雑誌記事情報の国内オンライン

サービス）の利用を除いて，特に海外オンライン

データベースサービスの利用は料金の高さが障害

となって利用が定着していない状態である。また

オンライン情報検索の場合は代行検索であるため

自由に利用者が検索できなし、。一方CD-ROMは，

利用者に無料で公開している。そのため CD-

ROMとオンライン情報検索の両方のサービスを

行っていてもオンラインサービスの存在を知らず

にCD-ROMを利用している利用者がほとんどで

ある。すなわち現在のオンライン情報検索の利用

状況からいって， CD-ROMの導入によってオン

ライン情報検索の利用か減ったということは特に

ない。むしろ利用者にはCD-ROMで得られなかっ

た情報をオンラインサービスを利用して補うなど，

両者をより有効に使ってもらいたい。参考までに

三田と日吉においてオンライン情報検索と CD-

ROMの両方で提供しているデーターベースをあ

げておく 。Dissertationabstracts, Newspaper 

abstracts, ABI/INFORM, ERICは， 三田の情

報サービス担当で扱っているオンラインデータベー

スの DIALOGでも検索できる。CD-HIASKは

日経ニューステレコン（三田の総合資料室と日吉

で提供）でを検索できる。

次に，今まで述べてきたような CD-ROMの特

色と利用の現状から生じる問題点を述べる。

ill. 問 題点

利用者に吹い図書館員は CD-ROMの検索結

果が欲しい情報の全てではないことを教え，本や

雑誌・新聞などの冊子体で探したほうが良い場合

があることを必要に応じて指示しなければならな

し、。そのために，図書館員は CD-ROMで検索で

きる範囲，或いはどこの部分が検索しにくいかな

どということまで，あらかじめ知っておかなけれ

ばならなL、。しかし，現在の利用指導はそこまで

及んでいない。なぜなら，特に三田においてはデー

タベースの主題範囲が広いために，図書館員自身

がハードウェアとソフトウェアを把握することが

非常に難しいからである。図書館員のトレーニン

グについては，今後特に検討し，改めていかねば

ならない重要な問題点である。

第2の問題点として，ハードウェアとソフトウェ

アの数の不足があげられる。現状では一つのソフ

トウェアは 1セットしか購入していないし，一つ

のハードウェアに対し数種類のソフトを利用する

ようにしているので，利用の希望が重なることも

かなり多L、。日によっては，利用者が待機する状

態にもなる。日吉は CD-ROM専用端末機がなく，
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業務用と兼用なので，図書館員にとっても利用者

にとっても使いにくい面が生じている。

第3に価格の問題である。便利なものなので購

入の要求は数多いが，その価格は冊子体に比べて

高く，予算の制約の中で今後何を追加していくか，

選択が難しくなっている。資料によっては冊子体

の購入を停止し， CD-ROMの購入だけに切り換

えたものもある。例としてl本 Newspaperabstrscts 

の中で検索できる NewYork TimesのIndexや，

Dissertation abstractsなどがある。

第4は検索結果の出力についてである。大量の

印刷を希望したり，フロッピーにダウンロードす

るなど，三田も日吉もケースパイケースである。

検索結果の印刷については，課金しようとの声も

あり検討されてはいるが，現状では CD-ROMを

定着させていくため，利用増大の PRも兼ねて

利用者には無料で提供している。

以上は情報センター側の各事情から生じる問題

点であるが， CD-RコM 自体の問題もある。使っ
てみた経験では，日本の CD-ROM検索ソフトは

初心者にとってわかりにくく使いにくい。それに

比べて米国製の CC-ROMは，それぞれのデータ

ベースの特性を生かして，多方面からのアプロー

チがしやすく初心者でもわかりやすし、。この違い

が生じるのは，米国製の CD-ROMはオンライン

サービスを行って実積を積んだ上で開発されたも

のが多いため，利用者の検索しやすい方法をよく

理解しているからであろう。しかしそのように優

れた CD-ROMも直輸入のままであるため，マニュ

アルも英語版である。このことは，図書館員も利

用者も海外 CD-ROMについて完全に把握できな

い理由の一つでもある。英語版を日本語に翻訳す

る作業は．現在の我々の状況ではとてもカバーし

きれないので，代理店などでそうしたサポートサー

ビスを提供してくれればと切実に感じている。

IV. 今後の展望

今後情報センターにおいて，迅速かっ莫大な

の情報を提供できる CD-ROMの需要は，ますま

す増加していくことであろう。しかし，各 CD-
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ROMはソフトウェアごとにハードウェアが決め

られているので， 1枚の CD-ROMを購入するの

にハードウェアについても考慮しなくてはならな

い。また， CD-ROMの数が増えればそれだけそ

の管理も大変になってくる。現在では，増加する

需要に対し，簡単には応じられない状況なのであ

る。そこで真剣に考えられているのが CDサー

パの導入である。CDサーバ（CD-NET）とは，

複数のパソコンで構成された LAN(Local Area 

Network）と， CD-ROM検索を結びつけること

で，複数端末から 1枚の CD-ROMへの同時アク

セスを可能にするものである。

東京工業大学図書館では，文部省から電子図書

館構想の実験館に指定され，いちはやくこの CD

サーバを導入して利用に供している。同図書館の

実調査により，複数の端末から 1枚の CD-ROM

へ同時にアクセスしでも，検索スピードの低下は

見られないということもわかっている。しかも，

CDサーパ内に複数の CD-ROMを入れておける

ので， CD-ROMの貸出をする必要もなく，管理

が容易になる。さらに発展して，離れた場所から

l枚の CD-ROMにアクセスできる CDサーバ

ネットワークについても考察されている。圏内で

はまだその実現に至っている大学図書館は見られ

ないが，海外では既に実現されたり，また今後実

現していこうと考えているところも幾っかあるよ

うだ。

将来は，圏内でもこうした CD-ROMネットワー

クが広がっていくことが望ましいが，コストの問

題（初期費用が高い，ソフトの価格が複数のパソ

コンで使うと割高になる，マルチユーザープライ

スになってしまう等）を始め， CDサーパで使え

るソフトが限られている等，さまざまな問題が依

然として残されている。

情報センターでは， 『慶臆義塾大学所蔵目録』

のCD-ROMを開発し，湘南藤沢を拠点とした全

塾的 CD-ROM総合目録の形成を考えていた。そ

してその開発もほぼ完成に近づいていたのだが，

その後すぐ KOSMOSシステム（全塾情報セン

ターのト ータルシステム）への移行の準備が始ま

-45-



り， KOSMOSシステムの一環として，整合性が

あるような形に変えなくてはならなくなってしまっ

た。そのため現在ではこの目録の二期開発が待た

れるところである。このように，単なる商用のデー

タベースだけでなく独自の CD-ROMの研究・開

発もなされている。

次に今後導入予定の CD-ROMについて述べた

し＇o既に三田の資料課で購入が決定しているもの

には次の2点である。

(1) LISA ( Library and Information Science 

Abstracts）……図書館 ・情報学

(2) Economic Census Report Series on CD-

ROM (US Breau of Census) 

(2）は， 1987年度の米国の膨大なセンサス統計デー

タで，これらのセンサス類が今後急速に CD-ROM

化されることは注目に値する。利用者も CD-ROM

から統計データをダウンロードして，パソコンの

表計算ソフトを使って加工し， レポートや卒論に

使うといったことは今後2～3年の聞に広がって

いくと考えられる。さらに， （1)法律判例文献情報

CD-ROM版，（2）リーガルベース判例要旨全文 C

D-ROM等の導入も検討している。現在（2）は，判

例要旨のみのものを導入しているが，全文を収録

したものに切り換えたいと考えている。

また三田の情報サービス担当で導入したいと考

えているのが，日，英，独，仏，各国の全国書誌

である。全国書誌の冊子体はかなり量が多いので

スペースをとるということと， CDになれば多方

面から検索できるというのが希望の理由である。

図書館員自身もかなり頻繁に使うものなのでぜひ

導入したいが，データ量が多いためディスクが足

りないなどハード面の問題があり，導入は遅れて

いる。また，全国書誌の他に Paison CD-ROM 

（欧米の索引誌）も導入したいと考えている。

今後は，一人でも多くの利用者に有効な情報を

入手してもらうよう PRに力を入れるとともに，

図書館員自ら各 CD-ROMについて完全に把握

するよう努力しなければならなL、。また，日吉で

はCD-ROM専用機を置き，利用者に完全に開放

できることを望んでいる。さらに，機会を設けて

利用者向けのセミナーの開催なども考えている。

図書館・情報センターは， 単に資料 ・情報が置

いである場ではなく，手｜問者の調査・研究をサポー

トするために，利用者の最も必要とする情報を収

集し提供する場である。我々図書館員はそのこと

を念頭に置き，利用者の要求の増大に伴って，研

究 ・開発されてきた CD-ROMを始めとする電子

メディアへの理解を深めてし、かなければならなし、。

そしてスムーズなサービスに結びつけるためには

どうしたら良いかを常に考え，利用者と共に成長

していかなければならないのである。
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医学情報センターにおける

CD-ROM の利用

いち こ

市古みどり

（麟担Z箱詰）
なん の のり

南野典子

（三国情報センター副所長付）

I. CD-ROM の導入

医学情報センターでは，平成2年6月に CD-

ROMによる文献検索サービスを開始した。この

時点で，すでに圏内のいくつかの医学図書館にお

いて， MEDLINE（米国国立医学図書館作成の生

物医学分野における最も代表的な文献データベー

ス）の CD-ROMは導入されており，これらの図

書館における実際の運用方法や利用状況は当セン

ターの導入に参考となった。

導入前の利用者の文献検索の状況は， MEDLINE 

の冊子形態である IndexMedicusや，圏内の医

学文献を収録している医学中央雑誌によるマニュ

アル検索が浸透しており，また，オンラインによ

る代行検索は，平成元年度実績で月平均約120件

程度あり，CD-ROMによる文献検索の要求度は

高かったと思われる。

検索用のパソコン（ソニー QuarterL）は．

CD-ROM 6枚を切り替えて検索できるようにす

るための装置（パイオニア CD-ROMチェンジャー）

を付けた2台を用意し，今年度には新たに 1台増

設した。データベースとしては， SilverPlatter 

社の MEDLINE, EXCERPT A MEDIC A （医学・

薬学）， PsycLIT （心理学）を購入している。

利用は，開館時から閉館30分前まで可能であり，

検索項目，検索年の範囲，出力件数などを記録す

ること以外には特に規則もなく，自由に検索でき

るようになっている。利用の予約は行っていなL、。

KULICのノウハウ

II. CD-ROM導入による変化

CD-ROM導入後 1か月間の利用状況は， 「き

たさとニュース」No.138で紹介したが， 1年以

上経過した現在も，利用者の所属，利用時間帯，

検索時間，検索年数，出力件数，検索結果の満足

度等に大きな変化はない。利用者数は，利用記録

用紙を置いてはいるものの完全な把握は難しい。

回収数は1か月平均200件程度であり，実数を反

映しているものではない。実際には，はるかにこ

の数を上まわっていると恩われる。

CD-ROM検索サービスの開始による大きな変

化は，オンライン検索サービスの減少，利用指導

の増加に現れた。当センターにおけるオンライン

検索は， MEDLINEとJICST・医中誌国内医学

文献ファイルの検索が中心となっている。平成元

年度には， MEDLINEの検索は， 1,282件行われ

ていたが，昨年度は， 544件となり， 50%以上も

の減少となった。利用指導数は，平成元年度は

853件であったが， 2年度は， 1,283件となり，

50%増となった。利用指導の増加は CD-ROMの

利用指導の増加によるものである。

CD-ROMの利用の高さの要因としては，次の

ようなことが考えられる。

① 自分自身で検索することができる。

② マニュアル検索にくらべ，手軽に様々な角度

から思いついた語で検索することができる。

③ 抄録を読むことができる。

④ EEP (Early Exposure Project：医学部進学

過程1年の後期から 2年の前期にわたって行わ

れる医療現場の体験学習），自主学習 （専門課

程の2年および4年が，提示された研究テーマ

の中からテーマを選択して研究を行い，報告書

としてまとめる）等カリキュラムの変化により，

学生の文献検索の必要性が高くなっている。

⑤ 利用料金がかからない。

⑥ 操作方法が簡単である。

⑦ データのダウンロードができる。

皿 利用指導

統計的な変化としては，上記のような数字に現
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れているが，確実に参考係の業務は利用指導が中

心になりつつあると実感している。利用指導は，

a.利用説明会（予約制） b.その都度 c.図書館

利用指導の一環として d.EEPなどで行ってい

る。

利用説明会は，昨年導入が決定した段階で広報

活動を行い，予約制により，実際に検索を行いな

がら30分から 1時間をかけて実施した。参加者は

教職員のみであった。このとき，説明会に関する

アンケート調査も行った。調査項目は，説明会の

内容，説明会の長さ，配付資料，操作方法，今後

の利用の可能性，オンライン検索の経験の有無で

ある。その評価によれば，説明会は好評であった

と思われる。また，オンライン検索に関しては，

多くの参加者が，料金が高いことを指摘していた。

現在， CD-ROM利用法の説明は，そのつど求

められて一対ーに対応することが多L、。検索シス

テムは，ユーザーフレンドリーであるとはいえ，

利用者のパソ コン経験やオンライン検索経験の有

無により反応も異なり，また習熟するにつれて新

しい機能の習得や，キーワード（MedicalSubject 

Headings: MeSH）等にも関心がでてくることも

£り，初心者に限らず，説明の必要が出てくる。

こうした説明に関しでも，導入時にアンケート調

査を行った。調査項目は，利用説明会時の調査内

容に加えて，利用目的と，オンライン検索を今後

も利用するかという項目を加えたものであった。

この時の回答も，説明に関しては満足というもの

がほとんどであった。利用の目的に関する回答は，

研究のためというものが最も多かったが，日頃検

索過程を見ている限りにおいては，診断と治療に

度するものも多L、。オンライン検索は，個人的に

アクセスしている人も含めて，今後も行いたいと

いう人が大半を占めていた。

図書館利用指導や EEPでの説明は，プログラ

ムの 1項目として行っている。そのため検索経験

のない人が対象となることが多く，これをきっか

けに検索を始めたり，もう一度説明を受けに来る

人も出てくる。

利用指導を行う際には，指導者自身がまず機械

操作や検索技術， MEDLINEのシソーラスであ

るMeSHおよび医学用語をよく理解しておく必

要がある。さらにマニュアルの整備 ・説明方法の

調整と練習などの準備も重要である。また，検索

システムのノイージョンアップは，利用指導や，マ

ニュアルの改定に大きく影響するc

IV. 問題点と今後の課題

CD-ROM検索サービスを始めて， 1年半が経

過した。 CD-ROMは，研究 ・教育において大変

重要な文献検索トウールとしてすっかり定着して

いる。しかしながら，利用頻度が高い一方，機械

的なトラフ．ルも多くなっている。CD-ROMは，

非常にほこ仁に弱いという欠点があり， しばしば

検索の途中でパソコンを立ち上げ直すことがある。

また，こちらが予想できないような使い方をされ

て止まってしまうこともある。最も頻繁に起こる

のは紙づまりで，プリンタの警告音にすっかり敏

感になってしる。いずれにしても，検索機器類の

保守は意外と大変なことであり，最低限のパソコ

ンの知識は必要となる。

ある医学図書館へ見学に行った際，第ーに

MeSHの使用を勧めるということであった。先

に触れたように CD-ROMの最大の長所は，思い

付いた語から検索できることである。この便利さ

を抵抗なく理解し利用しても らうためには，図

書館員でさえ修得するのに時間を要する MeSH

から入ることは得策ではないと思われる。思い付

いた語で探したものがすべてではない，もっと違っ

た探し方も去るのではなし、かというように，検索

を利用者自身で広げたり試行錯誤しながら検索を

進めて行くことができるようにするための利用指

導の方法を追及したL、。こうした利用指導の方法

の改善のた佐には，利用記録にある検索項目の分

析だけでなく，実際に行われている探索過程の観

察結果なども重要な資料となろう。

文献検索トウールは，さまざまなメディアで提

供されている。CD-ROMは，すでに多くの利用

者にとっても最も重要なメディアとなりつつある。

幸い医学分野においては， MEDLINEが信頼で
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きるデータベースとして定着しているため，購入

するデータベースの選択については，大きな問題

もなく過ぎて来た。一方，文献検索に対する利用

者の要求として，砂院室や自宅からでも，アクセ

KULICのノウハウ

スできることを望む声が高L、。このことは，すで

に技術的には解決されていることである。今後は，

こうしたサービスへの展開が必要となろう。

～~ 研究・教育情報センタースタッフの KULIC 研究会

第10回（平成2年11月14日

於： 三田情報センター）

発表者 小川治之 「差別価格問題について」

第11回（平成3年2月6日

於： 三田情報センター）

発表者原田悟 「全塾総合図書システムの

運用について」

第四回（平成3年3月25日

於： 三国情報センター）

発表者大沢充 「義塾の蔵書管理について」

第13回（平成3年4月15日

於： 三田情報センター）

発表者石黒敦子 「職員研修についてのアン

ケート集計結果」

第14回 （平成3年5月27日

於： 三田情報センター）

発表者東回全義 「ナショナル ・ビブリオグ

ラフィーについて」

第15回 （平成3年6月24日

於・ 三田情報センター）

発表者平尾行蔵 「和書遡及入力事業につい

て」

第16回 （平成3年7月22日

於： 三田情報センター）

発表者渡部満彦 「理工学情報センターの今

後」

λN山～山~ 三田図書館・情報学会月例研究会

第64回（平成3年1月26日）

「図書館システム構築における電算機メーカー

の役割」

発表者浅田格（ファコム ・ハイタック

株式会社）

第65回（平成3年3月16日）

「デンマークにおける図書館，情報サービス

の現状」

発表者 Irene Wormell (GMD-

Forschungsstelle fUr 

Inf ormationswirtschaft) 

第66回（平成3年7月13日）

「キャンパスネットワークと図書館一一東京

国際大学におけるデータベース形成」

発表者芝野耕司（東京国際大学）

第67回（平成3年9月28日）

「日本の図書館における国際化一一日米図

館会議をかえりみて」

発表者 Dr.T. F. Welch （慶慮義塾大学

客員教授，前ノ ーザン ・イリノイ

大学図書館長）

これらの研究会は，非会員にも公開している。

また， 年刊の機度版 Libraryand Information 

Scienceは，個人会費（年額￥3,000），機関

会費（年額 ￥5,000）を支払った会員に送付さ

れる。

学会への入会，機関誌等に関する間合わせは，

鹿臆義塾大学図書館 ・情報学科事務室 （Tel.03-

3453-4511内線 3147）で受け付けている。
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日吉情報センターにおける

ライブラリー・オリエンテーション

ゃflt/

柳 晴美

（日吉情報センター
パブリック ・サービス諜

I. はじめに

現在利用者教育は，塾内の各センターで様々な

形で行われていると思う。日吉でも1985年の新館

開館以来，毎年，通年プログラムを作り取り組ん

でいる。本稿では，今年4月に行った新入生の為

のライブラリー ・オリエンテーションを取り上げ

て紹介したし、。こうした活動において日吉は他の

センターと大きく違うと思われるからだ。

日吉では利用者のほとんどが教養課程の学生で

あり，その関心はあらゆる主題に向いている。ま

た，毎年4月には， 6,000人余りの新入生を迎え

ている。こうした学生は1～2年後， 専門課程の

キャンパスへ進学していく 。従って常に，利用者

に図書館を意識させる“ユーザー ・アウェアネス”

や，図書館の基本的な機能を理解させる基礎的な

“オリエンテーション”が日吉の利用者教育の

中心となっている。

悲しむべき事だが，日本の高等学校までの教育

では，図書館の事はほとんど教えられていない。

それ故，学生達は大学入学後，本がどのように並

んでいるのかも知らずに，聞き慣れぬ用語にとま

どう。私達は，できるだけ多数の利用者が短時間

で図書館の機能を理解し，使いこなす事を望んで

いる。また同時に公共施設を利用する際のマナー

も守ってもらいたい。

しかし，こうした図書館側の希望はなかなか浸

透しにく L、。より効果的なアピールの方法はない

か？ さらに，職員の欠員等で作業量に限界があ

るため，なるべく負担の少ない形で行えないかと

いう事が，昨年までの反省点として挙げられてい

fこ。

II. オリエンテーションの概略

4月のオリエンテーションに向け，前年11月中

旬より準備を始める。企画やアイディアは日吉情

報センター全体から募り，実際担当してもらう。

また学生団体とも交渉し協力してもらうことになっ

た。91年度のプログラムは次の通りである。

(1) トータル・テーマ「図書館のすすめ」

新入生に図書館が有益なものだということをア

ピールして利用を促す。このテーマは，ポスター

やパンフレット類に共通キャッチフレーズとして

入れる。

(2) 期間 1カ月 （4月）

(3) 内容

A. ライブラリー ・オリエンテーション

図書館の紹介ビデオ上映（15分），館内ツアー

(30分）。全13回。ここでは施設紹介，目録の使い

方，図書や雑誌・その他の資料の所在， レファレ

ンス ・サービス，貸出・返却ルールの説明に重点

を置き，それ以上複雑な内容は省く 。ビデオの制

作は学生団体 「創造工房 Infront of」に依頼す

る。筋立てはすべてまかせるが，盛り込む内容は，

予め項目にして伝える。脚本もスタ ッフでチェ ッ

クする。私語厳禁，利用券の携帯，飲食禁止，本

を棚に正しく戻す事を特に強調する。撮影は3月

に行い完成後試写会を行う。

B. 目録案内

Aでは盛り込めない，目録の説明や（テクニカ

ル・サービス課と打ち合わせる），雑誌記事索引

の紹介をする。説明後にクイズや事例問題を出し

て，各自で探してもらう。全2回（各30分）。

C. 図書館活用セミナー

「図書資料の探し方J，「新聞雑誌餅ヰの探し方」
という題で文献探索の方法を紹介する。事例問題

を使い資料としてレファレンス ・ツール一覧を配

布する。全3回 （4～5月各1時間）。

D. 映画上映……キャンパスものを4本。

E. 展示「福津諭吉を味わう」

F. 広報

パンフレット……全体のスケジュールを盛り込

んだものを入学式前，新入生に配布する。
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KULICのノウハウ

ポスター……学生団体 「広告学研究会」に制作

を依頼する。「図書館のすすめ」をテーマとして

利用を促すもの。

III. オリエンテーションの結果から

様々な企画を盛り込んだ， 1カ月に及ぶオリエ

ンテーションの参加総数は， 400名余りであった。

この数字は，昨年までの参加者数と較べるとかな

り増えていることを示す。ツアー後にとったアン

ケート結果によれば， 97%の人は参加してよかっ

たと考えている。施設や本の所在，貸出ルール等

は80%理解された。レファレンス ・サービスにつ

いての理解は50%と低かったが，これに関しては，

意図的に簡略にしており，他の企画で説明するの

で問題はない。参加者の83%は，入学前に配られ

たパンフレットによる人で，ポスターを見ていな

い人が多いのは残念であった。恐らくサークル勧

誘等のポスターにまぎれて目に止まらなかったの

であろう。しかし，ポスターを見た人の意見は賛

否両論でなかなか興味深い。3人に2人は 「斬新

でシャレたデザインだ」，「参加しようという気に

させる」という良い印象を持っている。これに対

し「病的」， 「目にうるさい」という意見もあり，

このポスターのインパクトの強さを示している。

また学生達の持つ図書館への潜在的なイメージの

一端もうかがえる。

ビデオについては，ほとんどの人が，有用性を

認め好評であった。「去年よりストーリーが楽し

い」，「自分もやってしまいそうな失敗が描かれて

いた」，「会話が自然だった」，「入門編として十分

だった」，「自分も来年作ったり出演したい」とい

う意見もたくさん寄せられた。あとは，技術に対

する細かい批判や，ビデオ上映だけで十分とする

意見もあった。この意見は， ビデオの内容が充実

していることを語っている。ビデオは現在 AV

コーナーにおかれ，随時利用できる状態にある。

文献の検索を案内した 「目録案内」や 「図書館

活用セミナー」も，参加者の情報要求が同程度で

あるのでやり易かった。また，データベースや

CD-ROM検索も興味を持たれ，セミナー後は利

用が相次いだ。

昨年から，こうした企画を全館体制で立案し，

しかも学生団体の協力を得て，良い結果を残せた

と思う。彼らはこの企画に参加する事に，興味を

持ち純粋に喜んでくれた。しかも，作成技術も私

達よりはるかに優れており，こちらも作業量がか

なり軽減された。何より図書館スタッフだけでは，

どうしても管理的な視点で進めてしまいがちだが

彼らもまた利用者であるため，私達と利用者の意

識の差を埋めてくれ，その辺が学生達に受け入れ

られたように思う。しかし，作成者にあらかじめ

こちらの意図や基本的なガイドラインを完全に理

解させ，作業過程でも随時，確認することは不可

欠である。

オリエンテーション後の，利用者の反応は昨年

までとかなり違うようだ。以前のように， 1日に

何度も本の借り方を聞かれることは少なくなった

し参考図書もさほど抵抗なく使用するようだ。

館内飲食も随分減った。使った資料や椅子も放置

されることは減ってきたように思う。一日数回の

巡視，カウンターでのチェ ック，広報による呼び

かけなど不断なく努力することもユーザー・アウェ

アネスにつながるのだと思う。

N. 終わりに

勿論，こういう形のオリエンテーションでは対

応出来る数に限界があり，新入生全員を参加させ

るのが無理であることは否定できない。

すでに時代は電子メディアによる利用者教育を

行うところにきており，私達もそろそろその戸口

に立とうとしている。これからは，要求があった

時にいつでも対応出来るような新しい方法を目指

してし、かなくてはならないだろう。今後も学生や

教員と協力して活動をしていく姿勢を大切にし，

より良い利用者教育を目指して行きたい。

F
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医学部史料について

なが ささ ゆき

永崎由紀子

（医学情報センター
資料サービス担当係主任

I .経 緯

医学部に関する史料（またはその情報）を収集，

保管，展示するという事業は，安田健次郎医学部

長（当時）の発案により1990年10月から始まった。

これまでの主な活動は以下の通りである。

1990年10月 複製写真の受入

1991年 1月

1991年 2月

1991年6月

史料寄贈の依頼

展示（新棟11階会議室前）

「医学部史料委員会」発足

定期展示開始

（医学情報センタ一入口にて毎月）

そもそものきっかけは，安田健次郎医学部長が，

杭代医学部長の北里柴三郎先生関係の写真を入手

した事から始まる。これは現在も核となっている

コレクションで， 47種218点から成る写真は，す

べて北里学園のご好意により同学園発行の 「北里

柴三郎記念館」（1987年）から複写させて頂いた

ものである。この写真の複製をきっかけに，鹿躍、

義塾大学医学部が創立からすでに70年を経過して，

歴史的に重要な史料を散逸させないためには今を

おいてないと感じ，医学部長から医学情報センター

に史料の整理，保管の任を依頼してきたのである。

現在のところ本の形態以外の 「史料」を扱う博物

館のような部署は医学部内にはなく， 医学情報セ

ンターが最もその任に適しているという判断だっ

たのだろう。さらに歴史を後輩に受け継ぐととも

に，より多くの史料を集めるために展示を行える

よう，展示ケース 2台が用意された。

要請を受けた医学情報センターでは医学部長室

とも連絡をとりあい，資料サービス担当と総務担

当で打ち合わせを続け，収集，保管，展示の処理

手順を固めていった。

Il. 収集， 整理，保管． 展示の実際

現在この事業はようやく定期的な展示にまでこ

ぎつけたところである。まずは史料の寄贈を呼び

かけるということで1990年10月に，医学部長名で

各教室，研究所，部局あてに文書を送付した。こ

れに応え，卒業生を中心に続々と史料が提供され

た。史料の受付は医学部長室が窓口である。受付

の際，現物¢・所有について3つの選択がある。登

録（現所有者が所有のまま情報のみを登録する），

寄託（現物は医学部に置くものの所有権は現所有

者のままとする），と寄贈の 3つだ。いずれの場

合も登録 ・保管依頼書に史料についての由来，成

立年代などを含めて記入してもらい，現物ととも

に受け付ける。

この後の事務手続き，整理，保管，展示等はす

べて医学情報センターが担当している。様々な形

態の史料の整理，保管については，図書，雑誌，

またはせいぜい AV資料程度の経験しかない医

学情報センターにとってはし、まだ手探りの状態で

ある。三田情報センターの貴重書室，東京江戸博

物館などの作業を参考に，とりあえず簡単な手順

書を作成しマニュアルとしている。登録順に登録

番号を追込みで付し．登録台帳に登録する。前述

の登録 ・保管依頼書も記録として受け付け順にファ

イルして残す。現物は封筒などの容器に納め，外

側には内容を詳細に記録した史料票を貼付する。

保管の際は整理番号順 （形態ごとの分類に追込み

番号）に並べている。史料票はコピーをとって現

物と同一順序にファイルしシェルフリストとした。

史料の検索むために人名や主題からひける簡単な

目録カードも計画したが，全体数が少なく史料票

ファイルまたは現物を見るだけで十分なのと，手

聞がかかるために現在のところ未作成である。い

ずれパソコンのデータベースにのせる計画もある。

保管場所は医学情報センタ一地下の倉庫部屋を

片付け，スチールケースを備えこれにあてた。や

やかび臭さはあるものの日陰で空調は行き届いて

おり，いまだエアコンのない製本雑誌書庫よりは

ましな場所だ。

展示は資和サービス担当の2名が企画，実施に
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あたっている。

最初の展示で苦労したのは写真の反りを押さえ

る，あるいは，ずれないための工夫，解説文の紙

の質， レイアウトなどである。写真の安定には各

種の両面テープなど試行錯誤を繰り返した結巣，

クリスタルの文鎮が見た目，効果ともに優れてい

たのでこれを現在も使用している。解説文はワー

プロでその都度レイアウトを考えながら厚手の艶

消し上質紙に印刷して使っている。

当初展示は， 1991年の新年祝賀会を最初の目標

にすえたため，新棟11階の会議室前にケースを設

置し，この会期中に最初の展示を行った。しかし

この場所は行事のある時以外は人通りのないとこ

ろで，せっかくの展示の意味が薄らぐということ

で，医学情報センターに場所を移動することにし

た。ただし何分にもスペース不足の建物である。

初回の展示対象の当本人，北里柴三郎先生の胸像

に窮屈な思いをさせ，ようやく入口両脇に2台を

設置した。

再開した展示は毎月内容を替え継続して行うこ

とになった。最初の企画は冒頭に紹介した初代医

学部長の北里柴三郎先生関係の写真を中心に先生

の生涯を追うものである。一部は新棟の展示で公

開済みだが，新生展示ということで初めからやり

直すことにした。第1部は「生誕から熊本医学校

時代」（6月），第2部は 「ドイツ留学（前編）」

( 7月），第3部 「ドイツ留学（後編）～帰国から

北里研究所創設」（8月）と順調に実施中である。

第2部では先生の論文が掲載された1890年のドイ

ツの医学雑誌の現物も展示した。この雑誌は残念

ながら当センターで所蔵しておらず，東京医科大

学図書館から拝借した。今後も写真だけでなく機々

な史料を積極的に展示に加えてし、く予定だ。

展示の場所が医学情報センタ一入口に移ったこ

とで目論見通り多くの人の目に触れることになっ

たようだ。実際たくさんの利用者が見物している

姿を見かける。当センターへは塾の学生，教員の

みならず，外部からも頻繁に利用者が訪れる。そ

れら学外の利用者にも当学部の歴史をアピールで

きるのは興味深いことである。また医学情報セン

KULICのノウハウ

ターの建物（北里記念医学図書館）は古いのが取

柄（昭和12年竣工）で，少々薄暗いロビーもこの

歴史的な展示には雰囲気があっているともいえる。

先進的な知識，技術を求める前に，先達の歴史を

振り返るという粋な趣向となっているのである。

ill. 委員会

日常の活動とは別に，より活発な事業の推進の

ために 「医学部史料委員会」が組織された。この

分野に関心を持つ教員3名に医学情報センターか

ら所長（委員長），副所長と実務担当者2名を加

えたメンバーから成る。

定期的な会合はなく，まだ発足委員会をもった

だけだが，この事業のオブザーパーとして医学部

当事者の発言が期待されている。この初回委員会

では，今後広報を強化すること，将来は史料展示

室での展示を目指すことが確認された。問題となっ

たのは代価が必要な史料の予算，受け入れる史料

の範囲（図書は医学情報センターで受け入れるか，

評価により受け入れない史料もあるのか）等だっ

たが，まだ結論は出さなかった。さらに，外来の

患者に対しての展示も考えられる，データをコン

ビュータベースに載せられないか，新たな史料と

して医学部関係者の口述を録音してはどうかといっ

た提案もされた。ただし，特別な人手や予算が保

証されているわけではなく，いずれの提案も実現

には至っていない。

IV. 収 集品

収集品は1991年8月現在整理済みのもので文

類2種2点，書跡1種1点，絵画類3種5点，写

真53種236枚，その他2種2点，でほとんどが現

物の寄贈である。一部を紹介すると，北里家から

入手したという 「第9回伝染病講習生Jの刻印
のついた銀製のやかん，戦後間もない病院の焼け

跡を描いた絵などがある。この他に未整理で，医

学情報センターの蔵書とすべきか保留になってい

る図書9点，医学部病院ニュース編集部から預かっ

ている旧中央事務棟地下から発掘された （？）写

真類段ボール2箱分，さらに医学情報センターの
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貴重書室に保存してきた卒業記念アルバムがある。

いずれも眺めて飽きないものばかりで，特に卒業

アルバムは医学部史料委員会のメンバーにも絶対

的な人気があった。抜けている年のものはぜひ広

く呼びかけて補充を計りたいと思っている。

V. 今後の展開

とかく新しい知識にのみ目が向きがちな医学の

世界だが，残すべき財産は確実に残していかなけ

ればならなし、。情報センターは特に機械化，メテeイ

アネット計画を推進中で，いわゆるニューメディ

アに注目が集まる。真に統合的な情報システムを

目指すならこれら博物館的な史料もわれわれの扱

う対象の範鴎である。実際，東京慈恵会医科大学

では 「情報センター」は図書館，標本館，写真室

で構成された複合的伝組織として運営されている。

義塾の現在の人手，予算の範囲ではなかなか積極

的な展開はできない現状だが，最小限手遅れにな

らない内に集められる史料を集めておくというこ

とだけはしておかなければならない。これも医学

情報センターの大切な任務のひとつと考えている。

小展示 ニ ュ ー ス

く三田情報センター＞

平成2年

7月16日～8月14日

稀本零葉集一一古書零葉貼込帳一一

8月158～10月13日

日本における経済学の生誕と慶臆義塾

10月16日～11月17日

我が国の近代法律学の確立と慶臆義塾

11月26日～12月8日

『国富論』初期の諸版一一アダム ・スミス

没後200年記念小展示

12月12日～平成3年1月12日

文学部開設百年記念出版 『三田の文人』展

平成3年

1月14日～l月31日

近代日本社会学の草創と慶陪、義塾

2月25日～3月20日

江戸時代の一枚刷“寺社境内絵図” 一一

『慶臆義塾図書館所蔵江戸時代の寺社境内

絵図下東海・関東 ・東北その他』刊行

記念

3月22日～3月30日

『三色旗』表紙原画（矢内原勝画）展示

4月8日～4月30日

梅田晴夫展

5月9日～5月18日

ウェーランド講述記念日とブラウン大学

5月20日～5月31日

本の劣化一一本は燃えている一一

6月10日～6月25日

佐藤朔展

6月27日～7月2日

慶慮義塾図書館蔵イギリス中世古写本

く日吉情報センター＞

平成3年

4月4日～4月26日

福海諭吉を味わう

-54一



内・剛山一…・・晶・・・a山剛山蝉リ臨山剛山剛くスタ ッフルーム＞ ・骨川即日即日一…山剛山剛山即日制

当世学生気質

こう の えっこ

河野江津子

ないの」と小声でのたまうのが聞こえて苦笑したこ

ともある。注意するのは学生のためを思えばこそで，

別に意地悪しているわけではないのだが。

そもそも私は，知的な専門職というイメージに憧

れて大学図書館員になったのであるが，今のような

状況ではアカデミックな雰囲気など何処へやら。

「大学における研究教育活動の一助となるサービス

を」と大仰に構えても，所詮学生が求めているのは

図替館の資料ではなく．夏には涼しく冬には暖かい

快適な空間だけなのではないかと思うとがっかりす

日吉情報センターのバプリック ・サービス課員と る。勿論，全部が全部このような学生ばかりではな

なって早一年余。学生時代，明るく開放的なこの図 い。しっかりとした情報要求を持って質問にやって

館が気に入ってよく利用していたのが，今は図書 来る，礼儀正しい学生もいる。しかし図書館利用

館員としての立場から利用者である学生にサービス の何たるかを知らない呑気な学生の方が，やはり大

を提供している。 多数だと思う。

立場が変われば見方も変わるというわけで，仕事 日吉キャンパスには，湘南藤沢の二学部を除く学

にも慣れ，余裕の出てきたところで周囲を見回して 部の教養課程の学生が在籍している。まだゼミ発表

みると，やたらと自に付くのが図容館にやって来る や卒論に縁のない学生相手にアカデミックな雰囲気

学生のモラルの低さである。マナーの悪い学生は以 を求めるのは，確かに無理かも知れなし、。しかし，

前からいくらでもいたと思うが，やはり図書館員の いずれ彼らは専門課程に進級して，三田や矢上，四

側に立ってみると，その傍若無人ぶりが目立って見 谷の図書館を利用することになる。日吉の図書館も

える。 満足に利用できない学生杭いざその段になっていっ

まず，入館に際して利用券はおろか学生証さえも たい何ができるのだろう。

持っていない。館内を歩けば必ずジュースの缶に行 そう考えると，学生のモラルの低さにただ呆れか

き当たり．書架には（あるいは本にも）ガムが貼り えってばかりはいられない。臼吉の図書館は，学生

付いている。グループ学習室と閲覧席の区別はない が専門の勉強を始める前の基本的な利用教育を受け

も同然，周りに勉強している人がいようがおかまい 持っているわけであるから，マナーに反する行為に

なしで，大声で私語を交わす。昼寝は椅子，ソファ は厳しく対処して，図書館利用の紫養を身に付けさ

の上にとどまらず，階段踊り場のちょっとした段や せなければならない。

床に直に検になっている姿も見られる（靴を脱ぎ． といって， 「ダメ」「できない」ばかりでは，学生

カパッと口を聞けて熟睡している学生を見ると，本 は図書館にマイナスのイメ ージを抱いてしまう。学

当にこれが慶大生かと情けなくなる）。また，オ一 生の挙動に目を光らせてそのあら捜しをするような

プンな造りになっているレファレンス ・デスクでは， 心境では，気持ちのよい応対はできない。学生の悪

係員が席を外している隙にデスクの内側に学生が入 い点は当然注意すれど，その際にもサービス精神は

り込み，当たり育でのような顔をして文房具を使って 失わないようにしたい。 ！ 
いることもある。 カウンターから学生をながめつつ，こんなことを ’ 
大体マナー違反をしている学生に限って，それが 思う今日この頃である。

悪いことだという意識が全くない。注意されて初め ； 
／日吉情報センタ－ ¥ I 

て自覚するか，なぜ怒られるんだろうとキヨトンと いプリ ック ・サービス課） ； 
する始末。一度，先鷲図書館員が延々と続く私語を

やめるよう注意したところ，その場は謝ったものの， ー

； 「何でこういちいちうるせえんだろうJ「自分逮が働
いてんのに俺逮がヒマそうだから，当たってるんじゃ ； 
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国立大学複写料金支払いについて

たま い ゅう

玉井裕子
（日吉情報センター
パブリ ック・サービス課係主任

I. はじめに

平成元年，文部省が 「国立大学附属図書館にお

ける文献複写料金徴収猶予取扱要領」を定めた。

従来，公私立大学が国立大学に複写を依頼する場

合，ごく一部の国立大学を除いて，料金を前納で

収めなければならなかったが，これにより実質的

な後納が可能となった。この状況の変化に対応す

べく，各センターから ILL担当者と総務担当者

が一向に会して 「国立大学図書館に対する複写料

金支払い方法に関する事務打合せについて」と題

する会合を持ち，業務手順等について話し合いを

重ねていった。本稿では徴収猶予制度に対して，

慶憶の情報センターがどのように対応し，どのよ

うな業務の流れを作り上げていったか，また，平

成元年11月の実施以来二年を経過した各センター

の現状と問題点について触れてみたい。

E 経緯

国立大学の徴収猶予＝後納が私立大学の後納と

大きく違うのは次の2点であろう。

①許可申請が必要であること

後納を希望する場合は，予め相手先の大学に徴

収猶予の許可申請をしておく必要がある。許可が

おりると許可番号が通知される。申込みに際して

この番号を用紙に記入しないと前納扱いにされて

しまう。許可番号は年度内有効で，従って申請は

年度毎に更新しなければならない。

②納入告知書が発行されること

複写物には料金通知書が同封されるが，これは

正式の請求書ではない。料金は徴収猶予の対象機

関ごとに，ひと月分まとめて請求される。具体的

には．国立大学は複写物発送Bの属する月の翌月

10日までに，当該月分の複写料金の合計を納入告

知書（以下，告知書）の形で相手樹羽に通知する。

告知書を受取った機関は，複写物発送日の属する

月の翌月末までに，告知された料金を指定金融機

関に納入しなければならない。この支払期限に遅

れると年利8.25%の延滞金が課される。

①の許可申請は，現在本部事務室が一括して年

度末に行っているが，国立大学からの回答は以下

のように全部で5つのタイプに分類される。数字

は平成3年4月25日現在のものである。

A: 1大学1許可番号（67校）

B 各センター毎に許可番号（19校）

C：寄贈（ 1校）

D：現行通り（ 1校）

E：現金書留希望（ 1校）

Cは複写申込みがあれば寄贈で送るというタイ

プ， Dは徴収猶予制度以前から後納だったタイプ，

Eは現金書留での後納を希望するタイプである。

いずれもこの徴収猶予制度には乗らず，従って許

可番号も告知書も関係ない大学である。

さて， Aは慶臆の5センターが1つの番号を共

用するタイプだが，この場合，複写物と料金通知

書は各センターに届き，告知書は5センターの分

が一枚の告知書にまとめられて本部のある三田に

届く 。一方， Bは各センターに 1つずつ許可番号

が与えられ，複写物，料金通知書はもちろん，告

知書も各センターに届くことになる。要するに l

つの許可番号に対して1枚の告知書が発行される

訳である。

Bタイプは．申込みから支払いまで各々のセン

ターで処理できるという点では，基本的に私立大

学の後納と変わりはない。他方， Aタイプは支払

いの段階で三田を通す必要がある。各地区から三

田へお金をどう動かすか，それに伴う記録の処理

はどうするか，前述の会合で一番問題となったの

はこの点である。当初は利用者から料金を徴収後，

塾内書留で各センターから三田総務へ現金を送る

ことも検討されたが，結局， 三田の経理と各地区

の経理部門の理解と協力を仰いで次のような流れ

を｛乍った。

すなわち，各センターはそれぞれの総務を通し

て毎月19日までに各地区経理部門に入金する （入

金仕訳伝票が発生）。同時に， ①料金通知書，②

国立大学文献複写料金支払通知書（支払先別に支

払金額，内訳を記入。Aタイプのために新たに作

ハ
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成された様式，以下，支払通知書），③入金仕訳

伝票の3種類の記録を三田総務へ送る。三田総務

は各センターから送られた記録と国立大学から送

付された告知書を照合し，告知書と支払仕訳伝票

を三田の経理に廻す。三田の経理は告知書に従っ

て銀行振込で料金を各大学宛に振り込む。

こうした流れに乗せて平成元年11月から後納が

スター卜した。スタート直後は，告知書に記載さ

れている納付期限と支払期限の意味するところが

良く判らなかったの，料釦直ま曜が発行されなかっ

たり，延滞料の計算方法が相手大学によって違っ

たりというようにいろいろ問題があったが，一年

半を経過した現在の状況はどうであろうか。

m.現状
まず全複写依頼に占める国立大学への申込件数

の割合が，徴収猶予制度の前と後でどう変化した

かを各センターに尋ねたところ， 三回は減少傾向，

日吉と理工は増加傾向，医学は変化なしとのこと

だった。但し， 三田の数字には徴収猶予の対象外

の東大が含まれていたり，所蔵調査が含まれてい

たりで必ずしも正確ではないということ，スタ ッ

フの感触としてはむしろ増えているのではなし、か

とのことだった。日吉は前納と後納が混在しない

昭和63年度と平成2年度の数字を比べると約4%

強アップしている。理工は昭和63年度から平成2

年度までに毎年19-5ず、つ増えている。医学の場合

は， JMLA（日本医学図書館協会）加盟館の私立

大学での充足率が極めて高く，国立大学へ申込む

必要性があまりない，などの理由で変化なしとい

うことだっfこ。

トラフソレについては，申込みに際して，研究 ・

教育情報センター所長印の押印を求められたり，

告知書が必要な場合は，申込み時に備考欄にその

旨明記するよう指示されたり，初めて徴収猶予扱

いの申込みを受けたある大学が，告知書払いでは

なく，現金為替扱いにしてきた，というような国

立大学側の対応のばらつきが目立つ。

が，現場の担当者の感想として，文献入手まで

の時聞が以前と比べ短くなった，以前は申込先と

して国立は意識的に避ける傾向があったが気軽に

申し込めるようになった， NACSIS-CATの所蔵
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情報を複写依頼に的確に反映できるようになった，

と概ね好評である。

一方，支払いを担当する総務，とりわけ全体の

75%を占める Aタイプの支払いを一手に引き受

けている三回総務は次のような問題を指摘してい

る。告知書には金額しか記載されていない為，ど

の地区で依頼したものかが判明するのは各地区か

らの入金と支払通知書や料金通知書の到着後であ

る。ところが，各地区の入金が往々にしてぎりぎ

りになることと経理の銀行振込が水曜日に限られ

ることが重なって，振込が支才ム期限すれすれであっ

たり，へたをすると延滞日数にずれ込む可能性も

あり得る。そのため相手大学からの入金催促の問

い合わせがかなりあるとのことだ。また， Bタイ

プの告知書が三田に届いたり， Aタイプの告知書

が各地区に届いたりするのは日常茶飯事で，国立

大学側が必ずしも取決め通りに対応してくれてい

ないようである。告知書も月末締めとは限らず，

25日締めや五，十日 （ごとうび）締めの大学もあ

るらしし、。ただ，こうした問題はその都度，話し

合いで何とか解決しているとのことで，因みに今

までに延滞金を支払ったことはないそうである。

N. まとめ

徴収猶予が実施されて二年が経過している。そ

の時々の細かいトラブルはあるにせよ， Aタイプ，

Bタイプといったタイプ別の対応はまずまず定着

し軌道に乗っているようだ。複写料金の値下げと

共に今回の徴収猶予は ILLの現場に少なからぬ

メリ ットをもたらしてくれている。今後は，国立

大学側の対応の統一化を望むとともに，毎年行わ

なければならない許可申請の簡素化，各センター

で支払いが済むBタイプの増加を期待したいも

のである。

キミヰ7
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ハガキのデサ’イン及び丸善顧客リストによるダイレ I 
クトメーIレ，新聞なと、マス媒体への広告の制作出稿 i ： 慶藤義塾大学展示会に際して 等……夕一 DM ノ、ガ
たつては，色校正の際に資料の色が正確に出ている I 

か慎重にチエツクを行ないますが’何分にも現物の ！ 
資料がある訳ではなく．カラーフィルムのみによる

！ 丸善株式会社 校正ですので刷山るまでほのかぎりです。最 ！ 
! 広報宣伝部一同 後の仕上げとしてテレビ，新聞，雑誌等にパプリシ I 

ティとして情報を提供するのも私たちの大切な仕事 ! 
です。特にテレビによる紹介は，大きな効果が得ら ！ 

慶慮義塾大学主催の展示会は，好評の内に回を重 れますので，色々な方面からアプローチをかけ実現 i 
i ね，合計5回を数える事になりました。昭和63年の に努めています。

(1)「書物に見る西欧哲学・科学思想の流れ」展を最 こうして緊張のオープニングを迎える訳ですが， I 
f 初に，（2）「資料に見る日本食文化と食鍛」展，（3) 特に初めての展示会であった「書物こ見る醐哲学－ I 
I 慶臆義製湘南藤沢キャンパス開設記念「広重・東海 科学思想の流れ」展の際に，石川塾長，清水図書館 i 

i 道錦絵日本橋より藤沢・箱根まで」展（棚義塾 長のご列席もあり 失敗があってはと15分間のオ－ I 
大学文学部開設百年記念「三回の文人」展，（5）目で プニングセレモニーが倍以上に感じた思い出があり

I 見る西洋写本文化と印刷文化 「驚ペンから印刷機へ」 ます。 I 
I 展と，それぞれ特色のある展示会でした。 しかし，どの展示会の時にもご担当の先生方が非

， この様な中身の濃い展示会の開催にあたって，丸 常に良く私たちを導いてくださり，原稿〆切等，当 ， i 善（株）広報宣伝部で協力出来る事は貸学の研究 方の依頼に時く合わせて頂き との展示会も非常 ！ 
貴重な資料，文献を広く社会に発表するという文化 にスムーズに準備ができ，私たち胡宣聞のスタッ I 
i 活動の意義を正確に表現する事です。それには，先 フ一同気持ち良く仕事をさせて頂くことができた事 I 
I ず質学の先生方との緊密な話し合いを行ない，その を心より感謝しております。更にこの様な素晴らし i 

I 上で私たち広報宣伝部のスタッフで入念にプランを い文化催事が，丸善ギャラリーで行なわれた事は ・

練ります。それで会場内の全体像を考え，会場レイ ギャラリーのイメージア 7プと強いては丸善企業の

I アウトを作ります。私たちスタッフは資料金てに精 イメージアップにもなる大変意義のある事と感謝い I 
I 通している訳ではありませんので，何をメインにと たしております。 1 
i ういう流れを作るのかというコンセプトづくりが， 一番最近．平成3年同に催された「驚ペンから 竃

先生方と緊密な話し合いを行なっていても．最も難 印刷機へ」展では 3000人を超える入場者をお湛え . 

I しく苦労するところです。 しました。 5人の講師の方による講演会や．カリグ

I 全体のイメージ，レイアウトが出来ますと，次に ラフィー，印刷機の実演も好評で，盛況のうちに－ I 
I 展示ケースの選定，資料のキャプション，各種バネ 週間の会期を終えることができました。 i 

i ル等の製作に入りますo和一・ション， パネル また次の企画の際凶私たち広報室｛却のスタ y i 
は誤字，脱字に神経を尖らせます。中でも年表など フ一同今まで以上の協力をお約束し，成功を収める ! 
I は，一字間違えれば歴史を変えてしまい折角の文化 ょう努力いたしたいと思っております。

I 催事の意義を失ってしまう結果にもなりかねません。 I 
I 当然．ご担当の先生方には常に校正をお願いしてい
ますが，私たちとしましでも完全な物をと努力して ？ 

t います。 I 
I また．一人でも多くの人にこういった機会を見逃 I 
i すことなく貴重な資料・文献をご覧頂けるような手
I 法も検証し考えています。他にはポスター， DM i 

。。



続・広重東鎚五十三猿総を読む

しらいし っとも・

白 石克

（三国情報センター
特殊資料担当課長代理

これは，昨年の 「KULIC第M号」に掲載され

好評だった 「広重東海道五十三次錦絵を読む」の

続篇である。前回の日本橋から箱根に続き，三島

から京都の中より十四の宿場が選ばれ，写真とそ

の読解のための文章で績つである。残念ながら省

略された宿があるため，順番を表わす数字は一連

番号にはなっていなし、。前号と併せて読むことで，

当時の旅の趣を味わって頂きたい。（編集委員）

12. 三島朝霧保永堂版

（天保3～4年頃干IJ)

東海道は箱根観光の中心地である芦ノ湖岸を通

るが，当時の旅人たちは関所に向かう不安と無事

通過できた興奮で，風景を賞でる余裕もなかった

かもしれなし、。箱根外輪山を越える箱根峠（約

1,000 m）を過ぎると，三島宿までlOkm以上もの

長い下り道が続く。

本図は箱根山の西麓にある三島宿の早朝の光景
やまか

である。正面中央にある駕簡が山駕寵で，箱根の

山道を越えるのに，都合よく作られている。直を

丸くして広く編んでいるので，きつく揺すぶられ

でも，客が足を痛めなかったともいう。前後の駕

鐘かきの担ぐ棒は丸竹で，屋根は品ぬこ編まれて

いた。普通の宿駕寵に較べ丈夫にできているので，

見たところ粗野ではあるが，箱根のような険しい

道には適していた。東海道の他では使用されなかっ

たという。駕龍の背後の馬とともに，右方向に歩

んでいるので，これから箱根越えに向かうことが

わかる。馬は戸塚宿でふれた乗掛である。二つの

荷の上には，道中合羽を着た男が乗っている。こ

のマント型の合羽は“坊主合羽”或いは“引き

回し（関西）”と呼ばれていた。馬の前には，むし

ろを巻きつけた男と，風呂敷包みを前に2つの荷

物を棒で突き通し，振り分けに担ぐ男が歩いてい

る。日常使う荷物は出しやすいように風邑敷に入

れていたといわれている。箱根に向かう， この 2

人と馬や駕龍に乗る男は何れもうつむいているの

で，寂しい表情に見える。広重は旅情の画家で旅

の孤独を描いているともいわれているが，昔の人

の姿勢の悪さを，そのまま写実したのかもしれな

右に見える鳥居は宿場の中央北側にある三島神

社である。源頼朝の故事により，代々の武家に信

仰が厚く，現代でも境内は広い。三島暦が有名で

ある。三島の町は富士山から流れ出る，清らかな

湧水が多い。初冬に朝霧が多いのは，そのためと

いう。図版がモノクロであるので，よくわからな

いが，背後の町並みは朝霧で影絵のように，ぼか

されている。左には，後姿の寂しい巡礼3人が沼

津に向かっている。

（沼津・原・吉原は略）

16. 蒲原富士川渡舟諦書東海道 （弘化干lj)

富士川の渡しである。向かい側に富士山が見え

るので，吉原方面である。現在では，製紙工場の

nv 
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煙突が気になる市街であるが，当時の旅人は天に

向かつて聾えた，崇高な富士山の姿を見ることが

できたのである。
いわJ：ち

この絵は富士川西対岸の岩淵（現在の富士川町）

近く である。岩淵は当時，茶屋が並ぶ休憩地であっ

たが，室町時代は宿場であった。広重の東海道錦

絵で“蒲原”という と， 『夜の雪』 と小題をつけ

深々とした雪降る宿場を描く，保永堂版があまり

にも有名である。しかしながら，他の東海道シリー

ズで，“蒲原”と題する絵はこの岩淵を描いたも

のばかりである。芸術的感動を別にして， 広重は

富士川の渡し場である岩淵が印象深い土地であっ

たのかもしれない。

この川の渡し賃は当時1人24文（360円）であっ

た。乗掛で乗った人の荷は29文 （約430円）であ

る。紬にいる頭に手ぬぐいを巻いた2人が駕龍か

きであろう。旅人らしく，着物の上に竣よけの浴

衣を着た女2人もこの前にいる。東西から出発し

た渡し舟が，今ちょうど川の中央で，すれ違った

ところである。こちら側が西岸の岩淵で，富士川

の河口でもある。ここから，内陸の甲斐国に向け

沢山の荷物が舟で運ばれた。甲斐国側の河港は鰍

沢である。また，日蓮宗の総本山身延山久遠寺へ

の13里の道はここが追分でもあったので，沢山の

信者の姿が見られた。このように岩淵は宿場では

なかったが，交通の要地であったので茶屋が立ち

並び，そこでは名物の栗の粉餅・甲斐の龍王煙車・

富士の芝海苔が売られていた。栗の粉餅は度々旅

日記や道中記にその名が書かれている。

（由比 ・興津 ・江尻は略）

20. 府中隷書東海道 （弘化干lj)

現在の静岡市である。徳川家康は将軍隠居後は，

この地に居城して，天下に号令をかけていた。市

街は大きく，東海地方の中心地であった。名物も

多く，当時の道中記には，竹龍細工・紙子・藍鮫

細工・茶などが見える。

この絵は町の中心部より，約2km西にある遊

廓の二丁町である。町の入り口の大門は， 東海道

の道筋より少し南に入ったところにあった。この

絵は大門外の華やいだ夜の姿である。今，馬に乗っ

た客2人が二丁町に到着したところである。右側

の頬かぶりをして，万をさした男の着物には紋が

見えるので，武家であろうか。2頭とも，馬子が

ついているので，町から来た旅人と思われる。右

側の駕簡も同様であろうか。或いは府中（静岡）

の町内の人かもしれなし、。女たちが“おじゃれ。

おじゃれ（お出であれ）。”と客を手招いている。

提灯を持った女が門内に入って行く。中には男た

ちのたむろしている姿がある。その中央に女の後

ろ姿が見える。客引き女と交渉しているのであろ

う。画面中央やや下方の按摩は，これから大事な

稼ぎに大門に入るところである。この絵は 「東海

道中膝栗毛〈十返舎一九）」にヒントを得て描い

たものかもしれない3 “弥二 『塗炭にのって，女

郎買もおもしろい。おもしろい。』 積て菱より美

良馬に前菜，ゆく ほどに，かの安部川まちといへ
とおりすじ

るは，あべ川弥勤の手前にて，通筋よりすこし

引こみで大門あり。愛にて馬をおり，（以下略）”

に，この様子をかいま見ることができる。当時，

遊廓で泊まることは禁止されていた。ここで遊ん

だ旅人はもう一度，2km東方の宿場までもどら

なければならなかった。翌朝，眠い目をこすりな

がら，また二丁町の脇を通り，次宿の丸子に向か

うとはお気の毒ともいえる。すぐ西方，安部川東

詰めの茶店では名物の“あべかわ餅”が売られ

ていた。

21. 鞠子行書東海道 （天保後期刊）

鞠子（丸子）は小さい宿場であるが，名物とろ

ろ汁で知られていた。ほとんどの道中記や旅日記

には書かれている。とろろ汁といえば，松尾芭蕉

の“梅若葉まりこの宿のとろろ汁”（元禄4 「撞

60一



蓑J）が有名であるc
この絵はまさにこの光景である。紅梅白梅の咲

きほこる麗らかな春の一日，街道の茶店で二人の

旅人がとろろ飯を食べている。手前の男は大口で

かっこんでいるが，奥の男はもうー膳目はおわっ

たらしく，椅子の上のお盆には空っぽのどんぶり

がのっている。茶店のばあさんがおかわりを持っ

てくる。しわくちゃ顔のばあさんと二人は，大声

で話し込んでいるのだろう。弥次郎兵衛と喜多

（北）八のような，「膝栗毛」の世界の二人旅かも

しれない。とろろ飯は一つまみの麦飯に，味噌で

といた汁をかける仕立てようである。朝早く旅龍

を出発した旅人は，丸子の宿場をただ休むだけで

なく，旨いものが食べられると，楽しみにしてい

たのかもしれない。京都の食通の公家土御門泰邦

は 「宝暦十年庚辰正月東行の話説」で， 『唯怨む

らくは味噌のあしきに鼻も聞きがたく……』といっ

た。高貴な公家にはあまりに野趣すぎたのかもし

れなし、。茶店の中を見てみよう。手前の壁に掛け

軸のようなものが下がっているが，これは出版社

の広告で， 「馬喰町四丁目板元江崎屋」である。

その隣には旅に必要不可欠のわらじと道中笠が掛

けられている。わらじは当時茶店では16文 （240

円）ぐらいで売られていたようだ。本館所蔵の飛

脚の旅日記をみると，毎日 1足づっ買っているこ

とがわかる。この飛脚は，普通の旅人と変わらな

い速度で歩いている。土壁の割れ目には，ぼろ隠

しに絵が張られているが，これは広重の道中錦絵

であろう。店の奥には，酒の肴に干魚が並んでい

る。

（岡部 ・藤枝は略）

24. 島田大井川駿岸保永堂版

（天保3～4年頃干IJ)

島田は，東海道ーの難所 『越すに越されぬ大井

JII』の東岸に控えた大きな宿場であった。 この

絵は大井川の島田側（駿河側）鳥服図である。画

面がロングであるので，人物はすっかり小さくなっ

ているが，それでも河原の様子がわかる。この川

はふだんは水量が少ないが，南アルプスから流れ

落ちる川なので，一雨でも降ると，激しい流れと

なることが多かった。この付近で、は；流れが幾つも

に分かれ，渡し船をおくことは難しかったともい

われている。また江戸幕府を守るために，不便な

徒歩渡しを無理強いしていたともいわれているが，

実際には島田や金谷の宿場や渡し人足を養うため

に，渡し船や橋をかけていなかったようでもある。

人足だけでも，幕末には650人もいたという。

この絵は大名行列の川渡しである。身分に応じ
れんだい

て肩車 ・鏡台で行列は渡る。江戸後期でも，大名

の一行は少なくとも60人，一番多い加賀前田家は

2,000人もいたので，大変な騒ぎであったはずで

ある。川越の料金は水量によって決められ，川岸

の川番所で川札を売っていた。札 1枚は水量の少

ない“膝通”で38文（約500円），常7}(（約76cm)

の

は94文（約1,400円）であつfこ。＊深が常7.K（約

76cm）を越えると，肩車でも手張り人足がつく

ので，札2枚が必要になる。画面に見える大人数

は大名行列であるので，空貨台を沢山使う。札には

川札と台札があるが，川札の料金に換算して各種

の輩台を計算（常水の “帯通”の深さで）して

みると，かつぎ手4人の台は川札6枚で348文
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（約5,200円），手すりのついた4人の台は8枚で

464文（約6,900円），同様のかつぎ手10人の台は

36枚で2,088文（約31,000円），四方手すり四本

壕（大高欄）の立派な台は 52枚で3,016文（約

45,000円）である。見栄はあっても内情のきびし

い大名家にとって，川越だけでも大変な負担であっ

たはずである。大名行列が渡るだけで，何十両

( 1両は約10万円） という出費がかかっていた。

“脇通” 4尺5寸（約 136cm）を越える水深と

なると，川止めとなり，川の前後の宿場はいっぱ

いとなり，民家にまで泊まらなければ間に合わな

い状況になった。付近の住民にとっては，迷惑で

はなく，かえって大事な現金収入になっていたの

かも しれない。

（金谷 ・日坂 ・掛川・袋井・見付 ・浜松 ・舞坂

は略）

32. 新居狂歌人東海道 （天保後期刊）
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海上1里 （約4km）の渡し船を降りると，新

居の関所（今切の関）である。構内のー画に船着

き場があるので，旅人はそのまま関所に入る構造

になっていた。箱根と同様に，開門時間は明け六

ツ（旧時刻午前6時）より暮れ六ッ（同午後6時）

迄である。関所の建物が現存しているが，これは

安政2年（1855）に3度目の場所に建て替えられ

たものである。この関所は慶長5年 （1印0）に設

置されてから，地震や津波などの災害で改築と移

転を繰り返している。画面左方の番所傍らには，

旅人を威圧する新交 ．袖がらみ ・美露 ．芸品の捕

物道具が立てられている。7.kぎわの常夜灯の前を，
今降りた旅人が番所に向かう。この関所は鉄砲と

女の調べがやかましかったので有名であった。江

戸幕府は江戸に武器が大量に入るのと，婦人の移

動には神経質であった。始めは人質である大名の

奥方の江戸出奔を阻止する手段でもあった。箱根

の関所では江戸時代中期を過ぎると，鉄砲の調べ

をしなくなったが，この関所では後まで改めが続

けられた。婦人の調べは厳しく，道中手形に押さ

れた印や記載（髪型・傷痕等）に違いが見つかると，

関所を通ることができなかった。このほか，新居

の港に入る船荷の調べも行なっていた。この地は，

奥深い浜名湖への海上の入り口に位置している。

帆をはらした船の背後に見える陸地は，対岸の

舞坂であろう。舞坂から船賃は18文 （270円） で

あった。雑談の花が咲いた 1里の海上の乗合船か

ら，関所の改めに入る様子が 「膝栗毛」に見えるo

• ......これをなだめるうち，ふねははや，あら井

ちかくなる。せんどう 『サアサアお関所まへでご

ざる。笠をとって。ひざをなをさっしゃりませ。

ソレソレ舟があたりまするぞ。』のり合 『ヤレヤ

レとどこほりなくついて，めでたいめでたい。』

ほどなくふねはあら井のはまにつきければ，のり

合みなみなふねをあがり，お関所を打ち過ぎける。

弥次郎北八もふねをあがり・・

（白須賀は略）

34.二川隷書東海道 （弘化刊）

遠州、｜灘上に広がる青い空をパックに，茶屋が立

ち並ぶ風景である。中央遠方に家並みが見えるが，

白須賀の宿はずれの建物であろうか。この絵には，

『二）｜！』の題があるが，白須賀の宿場を出てすぐ

隣の猿ケ馬場 （現在の境宿） である。遠江と三河
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の境“境JII”も近い。広重の絵本 「東海道風景

図会Jのはしがきに“一丁毎に五十三駅の署名あ
れども，ことごとく其駅を図するにあらず。駅の

前後左右にある所の名所旧跡，あるひは佳景の地

を略図するなり”と書かれるように，広重の東

海道錦絵は宿場でなく，途中の立場を描くことが

多い。この撞ケ馬場は，各道中記に記されるよう

に，柏餅が名物であった。「東海道名所図会 （寛

政9-1797一刊）Jを見ると，小豆を包んだ餅を相

の葉でくるんでし‘るので，現在我々の食べる柏餅

と同じような作り方である。しかしながら，評判

は芳しくなく，かなりの酷評をいう者もいた。左

側の茶屋では，こちらを向いた男が左手に茶碗を

持ち，パクついている。こちら側を背にした男は，

もう食べ終わってしまったのか，たばこをふかし

ている。こちらの男は脚紳をつけておらず，股引

きのままである。茶屋の中の看板は 「名物相餅J。
右側の茶屋の前に，いま駕龍が2丁到着してい

る。駕龍かき 2人と客の聞はうまくいってないら

しく，大声をあげているようにもみえる。どうや

ら，ここは 「膝栗毛」を題材にした絵らしい。駕

龍の下敷きの布団から四文銭1本を見つけだした

喜多八が，前の客の忘れ物と大喜びして，猿ケ，馬

場で駕龍かき 4人に酒をはずみ， 380文（約5,000

円）も飲まれてしまう。ところが，すぐに駕龍か

きから“ヲヲそれそれ。モシ旦那。あなたの乗て

ござらしゃる，ふとんの聞に四文銭一本いれてお

きましたが。あるか見てくださりませ。”といわ

れてしまったところであろうか。

（吉田は略）

36. 御油旅人留女保永堂版

（天保3～4年頃刊）
ごゆ

宿場町の夕暮れ時はあわただしし、。ここ御油は

特に騒がしいことで有名な宿であった。隣宿の赤

坂とはわずか 1.7主m しか離れていなかったため，

両宿は客の取り合いが激しかった。1.7kmといっ

ても宿場の中心からの距離のようである。実際に

は，御油と赤坂の聞には約600mの松林があり，

その外側まで，いずれも宿場の家並みが続いてい

た。実にすざましい光景である。顔を真っ白に塗

りたぐった女2人が，がむしゃらに旅人をとらえ，

離すものかと一心に押さえている。毎日こんなこ

とをしているせいか， 2人とも肩の筋肉が盛り上

がり，いかにも逗しい。前にいる男はまことにだ

らしない。首をしめられ，もはや逃げるすべもな

い。後ろの笠をかぶった男は必死にもがき逃げよ

うとしているが，はてさて旨く逃れることができ

るだろうか。当時の規則では暮六ツ（タ6時）迄

に旅寵に泊まらなければならなかった。客引きに

“ここいらで泊まらないと日が暮れてしまいます。”

といわれれば，先の不安が起きて，その宿に泊ま

るのが旅慣れない者の常であったのかもしれなL、。

右側の旅寵の中にはすでに客が入り，婆さんのもっ
たらい

てきた盟の水で、足を洗っている。この男も少し前

に客引き女に引き込まれたのだろう。いかにも無

表情な顔に見えるが，捕まってしまったという，

あきらめの境地なのかも知れない。

この町並みをよくみると，この絵には近くが大

きく遠くが小さい，遠近法が使われていることが

わかる。連子格子の背の低い二階屋が続く典型的

な宿場の家並みである。右の旅寵の内壁には，

「竹之内板」と版元名 （保永堂の姓），その上に掛

けられた表札は，右から 「東海道続絵」「彫工治

郎兵衛」「摺師平兵衛」「ー立斎図Jと，本シリ ー
ズ制作者一同が掲げられている。この絵が広重の

自信作であるため，関係者を全員並べたという説

もあるが，むしろ東海道シリ ーズの出版が半分を

越え，版元一同手綱を閉め直そうという心意気を

しめしているのであろう。御油から京都まではま

だ17宿もある。広重のもう一つの街道シリ ーズ
にえかわ

『木曽街道六十九次』のうち， 34“費川”は本図

同様，版元と製作関係者一同の名が書かれている
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が，舞台を見ているような凡庸な構図である。

（赤坂は略）

38.藤川棒鼻ノ図保永堂版

（天保3～4年頃刊）
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宿場の東入口である。平塚で説明したように宿

場の入口には案内板や表示板が立てられていたの

で，棒鼻と呼ばれていた。左右には石垣が組まれ，

宿内は街道とは区別されていた。

今，御幣をつけた馬2頭を囲んだ行列が宿場に

入ってくる。宿役人2人が土下座して，かしこま

り，行列を迎える。おそらく江戸幕府が京都の御

所に送る，八朔御馬献上の行列であろう。旧暦の

8月1日には八期の祝いが行われ，御所や公家の

聞には，贈り物のやりとりの習慣があった。幕府

にとっても，この日は家康が江戸に入府した天正

18年（1590)8月1日にちなみ，重要な祝日であっ

た。広重は天保3年 （1832），絵師としてこの行

列に同行し，京都に上がったといわれている。今

ならば，同行カメラマンといったところであろう。

馬の前に見える挟み箱の紋は五枚笹に似た，はっ

きりしない紋であるが，同じ構図の目王歌東海道』

池鯉鮒のかたばみ紋同様，徳川家の葵の紋を示し

たものではないだろうか。疑問はあるが，ともか

く天保3年上洛説に従って，考えてみたい。8月

1日は現行の8月26日に当たる。本館所蔵 「二条

家内々番所日記」をみると，この夏は暑かったら

しく， 6月18日（現行の7月15日）から8月29日

まで1日の曇日もなく，晴天が続いたことが記録

されている。八朔の前日夕刻4時頃に雷があった

こともわかる。広重の東海道の旅は猛暑に責めら

れたことだろう。公務の旅であるので，遅れたら

大変なことになる。平常なら， 2週間あれば京都

に到着するのが，大井川など大きな川の多い東海

道は，どこで川止めに会うかわからない。随分早

めに江戸を出発したのであろう。これだけ暑い晴

天日が続けば，まず川止めにあうことはなかった

ろう。広重の東海道錦絵シリ ーズには雪景色も多

いが， 実際には猛暑の旅であったといってもよい

だろう。もう一度絵をみたし、。土下座した人々の

左には仔犬がころげまわる姿がある。その左にか

しこまって座っている仔犬がいるのも愉快だ。こ

の取り合わせこそ，現代の芸術観では解しえない

錦絵の楽しさである。

（岡崎・知立は略）

41. 鳴海名物有松絞り店隷書東海道

（弘化干lj)

街道には，土蔵造りの店屋と倉が並んでいる。

この絵は鳴海宿手前約2km者おの町並みである。

店に掲げられた看板には 『名物有松絞Jと書かれ
ている。紅や藍色に染められた美しい絞り木綿が

店の中に掛けられている。当時の道中記はし、ずれ

も名産としで記している。左側に山地，右側に有

松絞りの問屋が並ぶ，街道は見事に遠近法で描か

れている。中央には旅姿の婦人2人がいる。右側

の婦人は絞りの浴衣を着ている。有松絞りは当時，

江戸で流行していた。これだけ沢山絞り地が並ん

でいるのを見てしまっては，このまま店屋の前を

通り過ぎていくはずはない。2人とも店に並ぶ絞

り地に魅きつけられている。これから店に入り，

買い物をしてしまうであろう。右側には風巴敷で
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荷を背負った商人が歩く 。その手前塀際には防火

用水が置かれている。漆喰を塗り固めた土蔵造り

の商家が並ぶこの町は，随分火災に気をつかって

いたのだろう。商人の前を見ると，店頭に旅の男

がいる。店の中をのぞいている様子である。奥さ

んや娘の土産にほしいのだが， 入るのにはきまり

が悪いという，中年男の姿を描いているのだろう。

40代半ばの広重自信の姿かもしれない。この有松

絞りと鳴海絞りは両者ともに江戸時代から知られ

ていた。もとは有松で作られ，鳴海で販売されて

いたともいわれているが，両地で作られていた。

「膝栗毛」の弥次郎兵衛はこの有松で， さんざん

値段を聞いて，手ぬぐし、1枚分だけ切ってもらっ

ている。広重の鳴海宿の絵は他のシリーズも本図

と同様，土蔵造りの町並みの絵ばかりである。古

くから，この絵は有松なのか，鳴海なのか問題に

なっている。しかしながら，蔦屋吉蔵版（中判）

には本図と同図柄で， 「有松里」と題されている。

この町並みは現在の有松とよく似ているので，こ

の絵はやはり有松とするのが妥当であろう。本稿

では，有松とした。

（宮 ・桑名は略）

44. 四日市 日永村追分・参宮道

隷書東海道（弘化刊）

四日市宿，西はずれの日永で，東海道と伊勢神

宮に向かう参宮道（伊勢道）は分かれている。こ

こを日永村追分という。中央の大きな鳥居から先

が参宮道で， 左右には茶店が並んでいる。ここの

名物は鰻頭である。各道中記に記されている。左

右の茶店の看板は 「名物鰻頭」である。右側の茶

店には，大口を開いてぱくついている男の姿が見

える。桜の花が満開で，旅をするのに最もよい季

節である。この鳥居から，伊勢山田（下宮）まで

16里（臼km）ある。参宮道に入ると，伊勢の参

拝客が目立つてくる。鳥居の下に子供が3人いる。

江戸時代を通じ，何十年に一度は伊勢参りのブー

ムが起こり，沢山の人々が神宮へと向かった。こ

の子どもたちは，伊勢へ伊勢へと親元や奉公先か

ら，着のみ着のまま飛び出してきた抜け参りであ

る。柄杓を持ち，背中にむしろを背負う格好は彼

らのティピカルな姿である。この柄杓さえあれば，

道中はなんとかなったようだ。人々からの施しを

柄杓で受け，旅を続けていく のである。ブームの

時になると，参宮道に入れば， 泊まりも食事も物

持ちゃ街道の庶民が世話してくれたという。かわ

いい子には旅をさせるために，親は見ぬふりをし

て旅立たせたというが，今と比べ当時の治安は非

常に悪い。鳥居の手前には首に御幣をつけた犬が

いる。犬の伊勢参りである。広重の 「伊勢参宮宮

川の渡し」には，大勢の人に混じって同様の白い

犬の姿が描かれている。阿波徳島で飼われていた

犬が，一匹で参詣したという話もある。家族の者

が出かけられないので，犬が代参したこともあっ

たのだろうか。犬なら近所の人たちと一緒に旅が

できるかもしれない。今，犬に声をかけている男

女がいるが，これも伊勢参りであろう。右側の茶

店の前には従者に振り分けの荷物を持たせた武士

がいる。このあたりは，一日中賑やかなところで

あったろう。茶店の女の呼び声が聞こえてくるよ

うだ。東海道は右の茶店の右方にある。

（石薬師より石部まで略）

53. 草津狂歌人東海道 （天保後期刊）

草津は東海道と，上州や信州木曽路を越えて来

た中山道との合流地であるので，繁盛した宿場で

あった。本陣は2軒，脇本陣も 2軒あった。

大きく描かれた茶屋は名物の姥が餅屋である。

宿場から約lkmばかり南方，次の宿場大津寄り

の立場 （保土ヶ谷宿参照）矢倉にあった。鳥轍図

であるので，姥が餅屋のこちら側には木皮葺きの

屋根に，石を乗せた民家も描かれている。茶屋の

大屋根にかかる看板 『うばもちゃ』，左の軒下に
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は 『うばが餅』が下がっている。姥が餅は戦国時

代，佐々木家曽孫を育てた乳母に由来した餅であ

るので，小さな飽餅の上に乳首の形をした白簡を

のせたお菓子である。現在では代が替わり，店は

立場の矢倉から，国道1号線際に移っている。駅

前にも店舗があるので，草津の代表的なみやげ物

として知られている。店の中には，餅を食べてい

る客が随分見える。各道中日記に見える菓子とな

ると，旨いまずいは別として，かなり客が入った

ことだろう。今男女3人が出発しようとしている。

背後の菓子桶には，できあがった餅がいっぱい入っ

ている。その右側には重箱が積み上げられている。

その手前の柱にも看板が下がっているが，これは

『京橋仙女香」で，江戸のおしろいの広告である。

その前には余りの重さに耐えかねて，足をふんば

り頑張る馬がいる。休憩の駕寵も 2挺いる。右側

の駕龍では人足が汗を拭いている。相棒は店前に

かがみ，履き換える新しいわらじを盛んにたたい

ている。左側に門が見えるが，こちら側から奥の

座敷に入る。反対側，店の右側は東海道から琵琶

湖岸の柔構に向かう道である。ここから約3km

である。矢橋から大津まで船便があった。1人15

文 （230円程）（弘化元年）かかる。矢橋の地は

矢橋の帰帆で知られた景勝地であった。しかしな

がら，対岸の員長山（1174m）から吹きおろす
おい て

寒風“比良の下風”に悩まされたようだ。

54.大津走井茶屋保永堂版

（天保3～4年頃干lj)

大津宿を出発すると，すぐ坂道となり，道は

茎装山に入っていく 。旅人は首将の盆地まで山中
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を歩かねばならない。この絵に見えるl造事茶屋は

逢坂関跡を過ぎたところにあった。これから山科

まで下り道になる。茶屋の前には締麗な水が勢い

よく流れ出ている。これが本図小題の走井である。

桶の水を取り替えたり，疲れを癒す人々が立ち寄っ

ていた。井筒には 『走井』と彫られ，茶屋の暖簾

にも 『走井』と書かれている。井簡はたびたび取

り替えられたらしく，古い一つは現在でもこの付

近で水道口として使われているようだ。この茶屋

で作られている走井餅も，草津の姥が餅同様に当

地の名物であった。明治になり東海道線が引かれ

ると，この旧東海道に沿う店屋は寂れ，この茶屋

も閉店してしまった。この走井餅の名は代替わり

され，よその店がその名を用い，今も販売されて

いる。ただし明治時代に分家した一家が，現在も

京都の石清水八幡宮の門前で・走井餅を作ってしる。

この広重の絵を見ると，この餅は白 ・黄・黄緑の

三種が作られていることがわかる。白は大福，黄

色は黄粉，黄緑は鴬黄粉にも見える。京都駅など

で駅売りされている。代替わりして名を受け継い

だ上記の餅はこの作りである。「東海道名所図会J
に描かれた走井餅は白く細く小さな餅であるc石

清水八幡宮門前の走井餅はこの作り方に見える。

この店のご主人にうかがったところ，広重は絵が

鯖麗になるようにこのように描いたとの由である

が，今となってはよくわからなし、。

茶屋の前を米や薪を満載した牛車が三台通って

いる。牛の上には日除けが掛けられている。大津

と京都の聞にはこの逢坂山と日岡峠 （京都の東側）

の二つの大きな峠があり，荷を乗せたこのような

牛車が数多く通っていた。日本海側の米や産物が



琵琶湖から船で大津まで運ばれ，牛車に乗せ換え

られ東海道を大阪に向かったためである。この絵

には描かれていないが，坂道を登る牛車のために，
わだち

二つの峠道には，車の轍の幅に溝が彫られた車石

が敷かれていた。

55.京隷書東海道 （弘化干lj)

五十三次の旅も無事におわり，終着駅の京都三

条大橋に到着した。広重は天保3年 （1832），京

都に初上りしたといわれている。38.藤川で述べ

たように，御所に献上する八朔馬の行列に随行す

る絵師としての旅であったようだ。天保3年の八

朔は現行暦の8月26日に当たっているので，彼の

旅は夏の真っ盛りであったろう。毎日かんかん照

りで竣だらけの道を歩き，夜はクーラーもない部

屋でうちわだけが冷房であるという旅は厳しいも

のであったろう。街道の両わきに植えられた並木

の松の木陰は，旅人にとってどんなにか救いであっ

たかと思われる。

広重はこの東海道の終着駅である三条大橋にた

たずみ，江戸から 500kmの苦しい長旅を想い起

こしたことだろう。橋の上には沢山の人がいきか
みや

う。さすがに江戸と違い京都の風俗は雅びである。

江戸育ちの広重には．目を見張るものばかりであっ

たろう。公家の婦人達は織去をかぶり，従者に

日傘を差させた武士や婦人もいる。こういう姿は

江戸ではとうの昔になくなってしまっていた。町

を歩く婦人の着物の柄もすばらしい。絵師の広重

はさっそく，この風景をスケッチしたことだろう。

橋の上には竹の先に茶尭を差した茶完売りもいる。

字治の茶所をひかえた行商である。頭巾をかぶり，

小さな風目敷を背負っている。その左には，京都
総はらめ

の北郊外大原の里から来た大原女2人がいる。山

地で作られる木地細工や，柴 ・黒木を頭にのせて

いる。紺の木綿衣に，御所染めの帯をしめ，白い

手甲と脚粋をつけている。広重の絵には見えない

が，花売りの白川女の姿も町中で見られたはずで

ある。三条大橋の背後の景色を見てみよう。東山

の山並が続いている。中央の，山裾から中腹まで

家並みが続くところは清水坂と清水寺である。左

下には八坂の塔も見える。その左方の大きな屋根

は知恩院であろうか。広重は初上りの天保3年

(1832）から安政2年（1855）迄，出版社の依頼

に応じて当たり役の東海道シリーズを二十数種類

も描いた。この時描写したスケッチや 「東海道名

所図会」を参考にしたものと思われる。広重ほど

の達者な絵師になれば，夏のスケッチから自由に

春・秋 ・冬の景色に描きかえることができたので

あろう。東海道錦絵シリ ーズには，四季折々の街

道風景が描かれている。
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参考1 池鯉鮒 （知立） 狂歌人東海道 （天保後期刊）

参考2 桑名海上七里ノ渡口 行書東海道 （天保後

期刊）
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資料 I 

研究・教育情報センターに関する書誌 1990.8～1991. 7 

〔日吉〕

“ますます便利になる図書館を利用しよう” 慶慮義整

大学報 No. 222, p. 2-3 (1991. 4. 1) 

“悪質2名を無期停に一一図書不正持出し，経済学部が

処分” 慶康整生新聞 No. 246, p. 2 (1991. 6. 10) 

：医学〕

“医学部の歴史的資料一一保管委員会設置決まる” 慶

R事義盤回学部新聞 No. 476, p. 1 (1991. 2) 
“学内専用線で医学情報提供一一慶応大，米 NLMと

提携” 臼本経済新聞 1991. 5. 8朝刊 p. 15 

資料 II 

“医学部に関する歴史的資料の収集状況” 慶慮義整瞥

学部新聞 No. 480, p. 1 (1991. 6) 

〔湘南藤沢〕

“大学 ・新しい波 （8）時代に合った人材育成一一慶謄

義塾大学” 信濃毎日新聞 1991. 6. 5夕刊

“慶路義塾大学湘南藤沢キャ ンパス（SFC）で．新し

い発想、や発見を生みだしています。ソニーの開放型

分散処理ワークステーショ ン” (SONY全面広告）

日本経済新聞 1991. 6. 11朝刊 p. 16他

スタッフによる論文発表・研究発表 1990.8～1991. 7 

〔論文発表〕 スの将来予測” 第11回大学図書館研究集会記録

〔三回〕 p. 75-79 (1991. 4) 

深沢華子 “図書館とおらがくん” 慶藤義塾大学報 平尾行蔵 “紙から磁性体へめ記録媒体の変化は典拠作

No. 220, p. 2 (1991. 1) 業の本質に影響を及ぼすか” 情報の科学と受術

東回全義 “秘蔵 （35）ギョ ーム・ヒュデ 『ギリシャ語 Vol. 41, )lo. 2, p. 107-112 (1991. 2) 

考』バリ1529年” 三田評論 No. 917, p. 120-121 広田とし子 “文献探索とデータベースの利用一一経済

(1990. 8/9) 学分野の探索” 三色旗 No. 509, p. 8-11 (1990. 

東回全義ほか “座談会 「利用指導にペレス トロイカをJ” 8) 

図書館雑誌 Vol.84. No.9, p.624-627 (1990. 風間茂彦 “三国文学ライブラリ ーのマイクロフィルム

9) 化” ふみくら （早稲田大学図書館報） No. 27, p 

東回全義 “西洋古版本研究における図書館員の役割” 8 (1990. 12) 

第10回西洋社会科学古典資料講習会レジメ （1990. 宮木さえみ “文献探索とデータベースの利用一一法律

10) 学分野の探索” 三色旗 No. 509, p. 11-14 (1990. 

東回全義 “スミス『国富論』第4版ロンドン1786年” 8) 

整 Vol.29, No.2 表紙 p.3 (1991. 4. 1) 新倉利江子 “大学図書館における人文科学分野の研究

樋口恵子 “大学図書館の将来に関するデJレファイ調査” 者を対象とした情報サービスの可能性” Library 

Library & Information No. 28, p. 21-59 (1990) and Information Science No. 28, p. 61-80 

樋口恵子 “日米大学図書館員による大学図書館サーヒ (1990) 
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小川治之・宮木さえみほか 差別価格ワーキンググルー

プ報告書 （1991.6. 20) 

佐藤友里恵ほか “わが国の図書館における CD-ROM

利用の現状” 電子ライブラリー Vol. 1, No. 1, 

p. 14-21 (1991. 7) 

関口索子 “学術雑誌総合目録和文編全国調査をオンラ

インで入力して” 逐次刊行物研究分科会報告

No. 48, p. 121・124(1990. 9) 

渋川雅俊ほか “Strengthening the U.S. -Japan 

library partnership in the global information 

flow: 4th U .S.-Japan Conference on Libraries 

and Information Science in Higher Education, 

Racine, Wis., October 3-6, 1988” Chicago: 

ALA, 1990, 182 180 p., p. 72 89, 71-90 

渋川雅俊 “禁書目録一INDEXLIBRORUM PRO-

HIBI- TORUM”盤 Vol.28, No. 6 封氏 p

3 (1990. 12) 

白石克 “室生寺籾塔’ fa Vol. 28, No目4 表紙 p.

3 (1990. 8) 

〔日吉〕

吉川智江 “英 ・仏 ・独の図書館事情” 整監局紀要

No. 17, p. 74-75 (1990. 8) 

〔理工学〕

渥美恒二 “四人衆の謡い稽古” 矢上台ニュース No 

化について” KEIO医学部病院ニュース No. 

102, p. 8-11 (1991. 3) 

五藤良子 “コアジャーナルについての一考察一一医学・

経済学を比較して” 逐次刊行物研究分科会報告

No. 48, p. 50-60 (1990. 9〕

市古みどり “疾病名における MeSHと国際的疾病分

担との相関関係” 第17回医学図書館員セミナー論

文集 p. 56-63 (1991. 2) 

近藤真理子 “医学教育における情報利用教育のあり方

慶謄義塾大学を素材として” 第25回医学図書

館員研究集会論文集 p. 182-187 (1991. 3) 

窪田よし “表紙の写真 『解体新書扉絵』の解説” KEIO

医学部病院ニュース No. 101 (1991) 

村上篤太郎 “Q&Aパーコー ドについて” 医学図書

館 Vol.37, No. 4, p. 315-317 (1990. 12) 

永崎由紀子 “NACSIS-CATを利用したオンライ ン目

録作業” 医学図書館 Vol. 38, No. 2, p. 105-112 

(1991. 1) 

南野典子 “医学図書館における利用者教育実施案一一ー

慶慮義塾大学医学情報センターの挑戦” 医学図書

館 Vol.38, No. 2, p. 118-123 (1991) 

南野典子 “オンザスポット一一医中誌 CD（テスト版）”

医学図書館 Vol. 38, No .2, p. 187 (1991) 

〔湘南藤沢〕

原田悟 “情報機関におけるコスト管理 固定費を中

87, p. 8 (1990. 10. 20) 心として” 現代の図書館 Vol. 29, No. 1, p. 20-

宮入暁子 “地図を作った人びと （私の薦める一冊の本）” 25 (1991) 

塾監局紀要 No. 17, p. 100 (1990. 8) 金子康樹 “メディアセンターから” OANTHEON-

和田幸一 “一般職員研修合宿に参加して” 矢上台ニュー SFC News Letter Vol. 1, No. 2, p. 8 (1990. 

ス No.88, p. 12 (1990. 11. 20) 10. 13) 

〔医学〕 〔研究発表〕

天野善雄 “A consideration of the cooperative 

activities between the National Center for 

Science Information System (NACSIS) and 

the Japan Medical Library Association ” 

Proceedings of the 6th International Congress 

on Medical Librarianship Vol. 1, p. 15-19 

(1990. 9) 

天野善雄 “NACSIS-CATに期待する” 医学図書館

Vol. 38, No. 2, p. 135-138 (1991) 

天野善雄 “医学部関連史料の収集と利用” KEIO医

学部病院ニュース No. 102, p. 18 (1991. 3) 

古沢賢一（文）・酒井明夫 （イラスト） “図書館の機械

〔三 田〕

東回全義 “（講演）西洋古版本研究における図書館員

の役割” 第10回西洋社会科学古典資料講習会

1990. 10. 3 於一橋大

東回全義 “レファレンス業務について” 国立国会図

書館職員研修講義 1990. 10. 11 於慶慮義塾大学

三田情報センター

東回全義 “パチョー リ『スムマ』の書誌学史” 私立

大学図書館協会東地区部会研究部西洋古版本研究分

科会 1991. 3. 16 於日本大学商学部

樋口恵子 “日米大学図書館員による大学図書館サービ

スの将来予測” 第11回大学図書館研修集会 1990. 
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11. 29 於筑波大学

樋口洋子 “成長期における児童の読書形態の変化とモ

デルイヒ” 日本図書館学会1991年度春季研究集会

1991. 6. 1 於東京大学教育学部

小川治之 “大学園舎館の相互協力” 平成3年度大学

図書館員長期研修 1991. 7 .22 於慶隠義塾大学三

田情報センター

〔日吉〕

斉藤憲一郎 “一般教養課程研究者用図書館にみられる

研究者の情報蓄積” 三回図書館 ・情報学会1990年

度研究大会 1991. 11. 10 於慶臆義塾大学三田キャ

ンノfス

〔理工学〕

渡部満彦 “相互協力のきょうあした” 平成2年度全

国図書館大会 1990. 10. 25 於静岡たちばな会館

〔医学〕

天野善雄 “学術情報センターと日本医学図書館協会と

の閣の協力活動に関する考察” 第6回国際医学図

書館会議 1990. 9. 25 於ニューデリー

天野善雄 “（パネJレテ・イスカ ッション） 大学図書館員

の教育 ・研修” 平成2年度第2回私立大学図書館

協会東地区研修会 1990. 12. 6 於上智大学中央図

書館

天野善雄 “（パネルディスカ ッシ ョン）学術情報セン

ターに期待する” セミナー 「学術情報センタ ーに

期待する」 1991.1. 30 於慶謄義塾大学医学部北

里講堂

市古みどり “医中誌 CDテスト版の評価” 第8回図

書館情報サービス研究大会 1991. 6. 23 於鳥取大

学医学部

永崎由紀子 “NACSIS-CAT接続事例報告” セミナー

「学術情報センターに期待する」 1991. l. 30 於慶

隠義塾大学医学部北里講堂

杉山良子 “圏内医学雑誌の国際対応について P 第18

回医学園管館員セミナー 1991. 7. 11 於九州大学

附属図書館医学分館

〔湘南藤沢〕

金子康樹 “ス学図書館とマーケティング” 私立大学

図書館協会東地区部会研究会 1991. 6. 13 於明治

大学

研究・教育情報センター刊行物の案内

慶磨、義塾図書館所蔵江戸時代の寺社境内絵図

（一枚刷）下東海 ・関東その他 （文献シ

リーズ No.20) 白石克執筆三田情報セン

タ一 平成3年1月 13p. 図版23枚

慶慮義塾図書館蔵松本文庫目録一一松本信居者名

誉教授旧蔵書目録一一三田情報センタ一 平

成3年1月 177p.
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大阪北組旧蔵 『大阪町絵図』（文献シリ ーズ

No. 21) 白石克執筆 三田情報センター

平成4年1月刊行予定 36p. （図版22枚）

B4版（底本慶慮義塾図書館所蔵（幸田

成友旧蔵）彩色絵図江戸中期書写明和頃

増補）



資料 m 

年次統計 要 覧 ＜平成2年度＞

慶臆義塾大学研究 ・教育情報センター

I.図書費 ＜平成2年度実績及3年度予算＞

よ〉土土
平成2年度実績＜単位円＞ 平成3年度予算＜単位千円＞

図書支出 図書資料費 計 図書支出 図書資料費 計

三国情報センター 638,270, 162 3,762,907 642,033,069 656,254 3,895 660, 149 

図 書 館 342,163,000 3, 762,907 345, 925, 907 344,394 3,895 348,289 

品-'r以． 部＊ 294, 980, 962 294, 980, 962 311,860 311,860 

指定 寄付 1,126,200 1,126,200 

（私大研究設備相当額） (21,685,000) ＊＊ (22,335) ＊ ヨド

日吉情 報センター 150,883,000 3,994,448 154,877,448 155,718 2, 114 157,832 

図 書 館 59,418,000 2,249,902 61,667,902 61,418 2,114 63 532 

A守－＇！： 部機 91,465,000 1,744,546 93,209,546 94,300 94,300 

（私大研究設備相当額） (7,373,000) ＊＊ (7,594) ＊＊ 

医学 情報センター 141,086,192 3,810,353 144,896,545 147,621 10,339 157,960 

，， 140,589,128 3,810,353 144,399,841 147 ,621 10,339 157,960 

指定 寄 付 497,064 497,064 

理工学情報センター 143,429,609 1,510,373 144 939 982 139,498 3 052 142,550 

，， 143,429,609 1,510,373 144, 939, 982 139,498 3,052 142,550 

（私大研究設備相当額） (1,287,675) ＊＊ (1,300) ＊＊ 

湘南藤沢 370,636,506 6,386,526 377,023,032 117,646 6,844 124,490 
メディアセンター
，， 72,396,506 6,386,526 78, 783,032 117,646 6,844 124,490 

車IJ 設 費 298,240,000 298,240,000 

ぷE泊コ、 計 1 ,444, 305 ,469 19,464,607 1 ,463, 770,076 1 ,216,737 26,244 1 ,242,981 

注） ・特別図書費は含まず。

・（ ）内は合計欄に加算せず。

私大研究設備相当額は私大研究設備助成金に相当するよう義塾が臨時に手当したもの。
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II -1 蔵 書統計＜年間受入及び所蔵冊数＞

よ〉土！
単 rr 本 製 本 雑 誌 非図書

,t-コ E十
平日 洋 E十 手口 洋 自十 資 料

三回情報センター 16, 751 20,943 37,694 5,498 6,585 12,083 6,373 56,150 

図 害 館 (9,367〕(10,464 (19,831) (3,467) (1,717) (5,184) (3,168) (28,183) 

年
A寸~ 部 (7,384 (10,479〕 (17,863) (2,031) (4,868) (6,899) (3,205〕 (27,967) 

間
日吉情報センター 12,118 7,108 19,226 2,023 1,975 3,998 977 24,201 

受 図 書 館 (9,322 (960〕 (10,282) (1,373) (109) (1,482) (557) (12,321) 

A守以与． 部 (2, 796 (6,148〕 (8,944) (650) (1,866) (2,516) (420) (11,880) 
入

医学情報センター 1,443 1,054 2,497 2,215 4,289 6,504 975 9,976 
冊

数
理工学情報センター 1,934 1,072 3,006 1,490 2,864 4,354 151 7,511 

湘南藤沢 40,632 36 622 77,254 602 1,272 1,874 4,894 84,022 メテ・ィアセンター

~ E十 72,878 66, 799 139 677 11,828 16,985 28,813 13,370 181,860 

三国情報センタ ー 653,923 688,163 1,342,086 168,660 169,213 337,873 64,026 1,743,985 

図 魯 館 (462,482; ( 397,452 (859,934) (102,555) (64,319) ( 166,874) (40,680) (1,067,488) 

所
子.,..,. 部 (191,441 (290, 711 (482, 152) (66, 105) (104,894) (170,999) (23,346) (676,497) 

蔵
日吉情報センター 267,972 135,549 403,521 32,333 43,118 75,451 9,403 488,375 

冊 図 書 館 (196,717 (21,111 (217,828) (20,448) ( 1,178) (21,626) (3,608) (243,062) 

白弓品t 部 (71,255 (114 ,438 (185,693) (11,885) (41,940) (53,825) (5, 795) (245,313) 
数

医学情報センタ ー 33,436 36, 197 69,633 50,001 100, 108 150,109 3,013 222,755 
累

自十 理工学情報センター 49,365 30,113 79,478 36,689 lCXi,296 141,985 716 222,179 

湘南藤沢 40,632 36,622 77,254 602 1,272 1,874 4,894 84,022 メテ．ィアセンター

－€コ、 1,045,328 926 644 1 971 972 288 285 419,007 707,292 82,052 2, 761,316 

注1) 所蔵冊数（累計）は年間受入冊数から除籍冊数を引いた数値を前年度の累計所蔵冊数に加えたもの。

2) 三回情報センター・学部には図書館 ・情報学科の製本雑誌を含むコ
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II -2 蔵書統計 ＜逐次刊行物・タイトル数＞

よいぐ
カ レ ン ト ノ ン カ レン 卜 カレント ・

ノンカレント
平日 洋 計 平日 洋 計 メE当コ、 計

三 国情報セ ン タ ー 5,421 4,127 9,548 5,274 2,782 8,056 17,604 

図 寄 館 (2,253) (990) (3,243) (3,284) (1,425) (4,709) (7,952) 

$ 部 (3,168) (3, 137) (6,305) (1,990) (1,357) (3,347) (9,652) 

日吉情報セ ン ター 1,023 809 1,832 579 1,013 1,592 3,424 

図 書 館 (610) (60) (670) (222) (18) (240) (910) 
A寸M与． 部 (413) (749) (1,162) (357) (995) (1,352) (2,514) 

医学情報セ ン ター 1,320 1,707 3,027 902 1,439 2,341 5,368 

理工学情報セ ンター 1,100 1,542 2,642 2,902 4,972 7,874 10,516 

湘南藤沢
290 581 871 871 メディアセンター

メc'-ヨ 計 9,154 8,766 17,920 9,657 10,206 19 863 37,783 

参考データ ー非図書資料

支~訳 種 )llj マイ クロ資料 A-V資料 f'-コ 計CD-ROM 

タイト Jレ数 169 38 207 
三 田情報センター

箇 数 5,717 657 6,374 

年 タイトル数 13 155 168 
日吉情報セ ン タ ー

箇 数 726 251 977 
間

タイトル数 10 32 42 
医学情報センタ ー

新
箇 数 438 537 975 

タイト jレ数 1 5 6 
理工学情報センター

規
筒 数 80 71 151 

タイトル数 2 380 382 
湘南藤沢メディアセンター

箇 数 3,947 947 4,894 

タイトル数 1,035 7,586 8,621 
三国情報センタ ー

箇 数 51,337 12,689 64,026 

累 タイトル数 340 2,370 2,710 
日吉情報センター

箇 数 4,791 4,612 9,403 

タイ トル数 17 788 805 
医学情報センター

箇 数 445 2,568 3,013 

タイトル数 19 27 46 
理工学情報センター

計
箇 数 555 161 716 

タイ トル数 2 380 382 
湘南藤沢メテeィアセンター

箇 数 3,947 947 4,894 

内‘υ内，，



m-1 利用統計 ＜貸出及び閲覧冊数〉

支＼部＼セ＼ンタ＼－ －－－－－内＼＼訳
館 外 貸 出 館内閲覧 前年度比

教職員 子,u.c. 生 その他 計 一般図嘗 資重警 館外貸出（計）

三 国情報センター 16,178 134,115 7,907 158 200 ＊ 1,135 1.04 

日吉情報センター 6,427 102,682 。109 109 ＊ 1.01 

医学情報セ ン ター 46 442 11,005 76 57 493 ＊ 0.98 

理工 学 情報セ ン ター 2,639 49,799 15 52 453 ＊ 1.12 

湘南藤沢メディアセンター 13 605 ヨド

メfコ' 計 390 860 3ド 1,135 1.07 

＊開架のため実数不明。

m-2 利用 統計 ＜相互賃借 （複写依頼を含む）＞

よ〉ご土
依頼をうけた （貸） 依 頼 した （借）

ぷd 5十
圏 内 国 外 計 圏内 圏 外 計

三 国情報センター 3,000 11 3,011 941 206 1,147 4,158 

日吉情報センター 281 。 281 169 78 247 528 

医学情報センター 9,730 306 10 036 2,017 96 2,113 こ2,149

理工 学 情報セ ン ター 34 431 。34,431 1,416 77 1 493 35,924 

湘南藤沢メ ディアセ ンター 580 。 580 53 。 53 633 

~ 計 48,022 317 48,339 4,596 457 5,053 53,392 

参考データ ：早慶 ILL

支長~旦F 貸 借

三 田情報センター 683 353 

日吉情報センタ ー 35 45 

医学情報センター 172 23 

理工学情報センタ ー 262 322 

湘南藤沢メディアセンター 。 4 

ぷ仁当コ、 計 1,152 747 
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ill-3 利用統計 ＜複写サービス＞

よp士三
学 内 学 外 』CJ、 計

種 )Jlj 
件数 枚 数 件数 枚数 件数 枚 数

電子 コ ピー 4,225 115,034 2,489 3,807 6,714 153,841 
（オペレーター付）

簡 易 印 時I] 149 167 ,254 1 400 150 167,654 

OHP・スライド作製 41 223 41 223 
三 田情報セ ンタ ー

電子コ ピー 1,553,363 
（セ ル 7 式）

マイ クロフィ lレム 6 1,863 17 4,457 23 3,320 

ファ クシミ リ
（鑓！ （鋭！

電子コ ピー 349 1,661 2 3 351 1,664 
（オペ レー ター付）

日吉情報セン ター 電子コ ピー 250,310 
（セ ル 7 式）

マイ クロフィ Jレム 24 1,434 24 1,434 

電子コ ピー 50,118 337 ,236 147 ,633 778,531 197, 751 1,115,767 
（オペ レーター付）

医学情報セ ンター
OHP・スライド作製 1,258 5,439 1,258 5,439 

マイクロフィ Jレム 17 353 17 153 

ファ クシミ リ 711 （金書？（送信）
電子コ ピー 367 2,450 33,383 292,291 33,750 294,741 
（オペレ ー ター付）

OHP・スライド作製 347 1,518 347 1,518 
理工学情報セ ンター

電子コ ピー 22,967 376,240 1,028 34,542 23,995 410,782 
（セ ル フ 式）

マイクロフィ Jレム 69 1,750 5 209 74 1,959 

電子コ ピ ー 26,950 27,327 26,950 27,327 
湘南藤沢 （セ ル 7 式）
メディアセ ンター

マイ クロフィ Jレム 1 58 58 

参考．電子コピ一枚数

ぷみ之~ オペレーター付 セルフ式 ii 計

三 国情報セ ンタ ー 153,841 1,553,363 1, 707 ,204 

日吉情報セ ンタ ー 1 664 250,310 251,974 

医学情報セ ンタ ー 1,115,767 l, 115,767 

理工学情報セ ンター 294,741 410, 782 705,523 

湘南藤沢 27,327 27 ,327 メテ．ィアセ ンタ ー

メc'・コ 計 1,566 013 2,241,782 3,807,795 
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m-4 利 用 統計 ＜レファレンス ・サービス＞

利用者別

よ~
学 内 者

学 外 者 'E益3、 計
教職員 学 生

三国情報センター 2,124 7,778 4,667 14,569 

日吉情報センター 1,684 5,778 196 7,658 

医学情報センター 1,632 529 2,380 4,541 

理工学情報センター 1,121 3,676 2,578 7,375 

湘南藤沢メテ・ィアセンター 18 786 。 804 

i仁hコ 計 6,579 18,547 9,821 34,947 

業務内容別

支～部セ＼ン」ター～～～内～1 訳 文献所在調査 事項調査 利用指導 その他 メ亡当3、 計

三国情報センター 6,279 562 

日吉情報セ ン ター 1,547 733 

医学情報センター 2,291 967 

理工学情報センター 4,592 722 

湘南藤沢メテ・ィアセンター 53 36 

~ 計 14,762 3,020 

湘南藤沢メテ’ィアセンターの開設は，総合政策・

環境情報両学部が開校した平成2年度4月であっ

たが，平成3年4月M （ミュー）館の開設と 7月

センタ一規程の制定を以て実質的にその働きを開

始することになった。同センターは規程にあるよ

うに，図書館サービス，電算サービスを包括し，

さらにこれらの研究 ・教育支援サービスが未着手

であったものを加えようとしている。

本号はこの新しい情報支援機関を第一の特集と

したが，その立ち上がりは，いま，進行中の全図

書館システム （KOSMOS）開発と並行し，多忙

7,649 79 14,569 

5,374 4 7,658 

1,283 。 4,451 

1,982 79 7,375 

715 。 804 

17,003 162 34,947 

編集後記

を極めている。同センタ一所長はじめスタ yフ面々

原稿を期日通りに書き上げることができなかった

のはやむを得ない。

KUL!Cは，本号から新しい表紙デザインを採

用した。図書館内外の最近の変化を踏まえてのこ

とだが，それをよく表わしているかどうか読者の

判断を待ちたし、。 一時は年度内の発行が危ぶまれ

たが，編集委員諸姉の努力で，約二か月遅れで無

事刊行。執筆者，編集委員，梅沢印刷に謝意を表

しfこし、。

（渋川雅俊）

編集委員＊情報センタ一本部 渋川雅俊＊三回情報センタ一 関口紫子柴田由紀子＊日吉情報センター

酒井裕美子＊理工学情報センター 長谷川樽子本医学情報センター 南野典子杉山良子＊湘南藤沢メディ

アセンター松本和子
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ニウムの分類法をもとにして，


